
備
考

年 人 年次
人

人

4 80
(120)

3年次
10

(10)

340
(500)

計

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

城西大学
　大学院経営学研究科
　　ビジネス・イノベーション専攻　博士後期課程（令和8年4月設置）（    3）（令和7年3月認可申請済み）

　薬学部
　　薬学科（定員減） （△ 50）（令和8年4月）（令和7年3月認可申請済み）
　理学部
　　情報数理学科（定員増）　（　 20）（令和8年4月）（令和7年3月認可申請済み）

　令和8年4月名称変更予定
　　現代政策学部→総合政策学部
　　現代政策学部

社会経済システム学科→総合政策学科

城西国際大学
　健康科学部（令和8年4月設置）（令和7年4月届出済み）
　　看護学科 （  100）
　　理学療法学科 （   80）
　　福祉総合学科 （   65）
　　（3年次編入学定員）　　 （   15）

　福祉総合学部（廃止）
　　福祉総合学科 （△140）
　　（3年次編入学定員）　　 （△ 5）
　　理学療法学科 （△ 80）※令和8年4月学生募集停止

（3年次編入学定員は令和10年4月学生募集停止）
　看護学部（廃止）
　　看護学科 （△100）※令和8年4月学生募集停止

　薬学部
　　医療薬学科（定員減）    （△ 50）（令和8年4月）（令和7年6月認可申請済み）

令和8年4
月
第1年次

文学関係 千葉県東金市求
名１番地

－ 320 学士（国際文
化）
【Bachelor
of Arts in
Intercultura
l Studies】

文学関係 平成4年4
月
第1年次

千葉県東金市求
名１番地

大 学 本 部 の 位 置 千葉県東金市求名１番地

大 学 の 目 的

　城西国際大学は、本学の建学の精神「学問による人間形成」及び教育理念「国際社会で生きる人間
としての人格形成」に基づき、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、最高水準の教育研
究拠点となり、社会的公器として、大学の教育研究に対する国民の要請に応えるとともに、我が国の
高等教育及び学術研究の水準の向上と人類文化の発展に貢献することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

　国際人文学部国際交流学科の入学定員を、近年の入学者数に即して令和8年度より削減する。

　　令和8年度
国際人文学部　国際交流学科　120名→80名（△40名）

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

　国際交流学科
　【Department of
   International
   Exchange
   Studies】

学位

国際人文学部
【Faculty of
International
Humanities】

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ジョウサイコクサイダイガク

大 学 の 名 称 城西国際大学　（Josai International University)

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　ジョウサイダイガク

設 置 者 学校法人　城西大学

学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

　国際文化学科
　【Department of
　 Inter-Cultural
　 Studies】

4 80

学士（国際交
流）
【Bachelor
of Arts in
Internationa
l Exchange
Studies】

　年　月
第　年次

－基本計画書－1－



大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
23人

（0） （0）

計（ａ～ｄ）

（18） （11） （0） （3） （32）

0 1 0 1

0 6 33

（19） （11） （0） （5） （35）

2

0 0 0

16 10 0

計（ａ～ｄ）

16 11 0 6 33

（19） （11） （0） （5） （35）

33

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

5 31

（1） （0） （0）

0 0

（0） （0） （0） （0）

（19） （11） （0）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

16 11

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

1 0 0 0 1

（1） （0） （0） （0） （1）

（0） （0）

（1）

（0）

（0）

計（ａ～ｄ）
17 8 0 6 31

（17） （10） （0） （6） （33）

人 人人人人人人

（13）

1 0 0 0 1

（1） （0） （0） （0） （1）

9 4 0 1 14

1

計

（0）

（102）

8 4 0 1 13

0 0

（6） （5） （0） （2）

（2） （14）

0

（0） （0） （0） （0） （0）

（0） （4） （18）

1

9 4 0 1

（10） （0） （6） （32）

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

（0）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

（35） （0）

16

（0） （1）

既

設

分

新

設

分

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習

― ―

(16)

（14） （0）

（17） （10） （0） （6） （33） （1） （92）

科目 科目 科目 科目 単位

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

15 8 0 6 29

（16） （9） （0） （6） （31）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1

経営情報学部　総合経営学科

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

(10)

（5）

国際人文学部　国際文化学科

小計（ａ～ｂ）
16 8 0 6 30

（16）

薬学部　医療薬学科
17 8 0 6 31 0 92

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
16人

計
18 11 0 3 32

(0) (6) (32) (―) (―)

0 117

14 0 102

（7） （5） （0） （2）

11 0 6

（117）

（2）

0 0

（3）

（0） （0） （0） （1） （1）

0 0

国際人文学部　国際交流学科

（0） （2） （14）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

0 0 0

（7） （5）

（0） （0） （0） （0） （0）

9 4 0 1 14

（7） （5） （0）

9 7 0 2 18 0 97

（9） （5） （0） （4） （18） (0) (97)

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 7 0 1 17

計（ａ～ｄ）
9 7 0 2 18

（9） （5）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0

（9） （5） （0） （3） （17）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　5
人

（9） （5） （0） （4） （18）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　6
人1

小計（ａ～ｂ）
9 7 0 2 18

0

－基本計画書－2－



既

設

分

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
16人

大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数

11人

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

（7） （30）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 2 0 0 3

（0） （1）

（0） （0）

（4）

151

（13）

0 1 33

（13） （13）

（0） （7） （33）

0

（0） （0） （0）

0 0

（0）

（7） （33）

（1） （2） （0） （0）

0 0 0 0 0

0 0

（0）

（13）

1

計（ａ～ｄ）
9 4 0 1 14

（10） （4） （0） （1） （15）

（0）

18 14

12

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

（9） （3） （0） （1）

14 0 1 33

（13）

0

（0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
9 4 0 1 14

（10）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

8 3 0 1

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 0 0 2

（1） （1） （0） （0） （2）

（15）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0

（0） （0）

（12） （11） （0）

（3）

小計（ａ～ｂ）
18

観光学部　観光学科
9 4 0 1 14 0 92

（10） （4） （0） （1） （15） （0） （92）

（0）
計（ａ～ｄ）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

17 12 0 1 30

（0） （0）

1 3314 0

（13） （13） （0） （7） （33） （0） （151）

18

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0）

計（ａ～ｄ）
13 10 0 13 36

（11） （13） （0） （12） (36)

健康科学部　理学療法学科
10 7 0

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0

メディア学部　メディア情報学科
0

健康科学部　看護学科
13 10 0 13 36 0 97

（0） （2）

小計（ａ～ｂ）
13 10 0 13 36

（11） （13） （0） （12） （36）

令和7年4月届出
済み

（11） （13） （0） （12） （36） （3） （97）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

12 9 0 13 34 大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数　9
人

（11） （11） （0） （12） （34）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 1 0 0 2

（0） （2） （0）

0

（0） （0） （0） （0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

0 0

1 18 0 91 令和7年4月届出
済み

（7） （8） （0） （3） （18） （0） （91）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

8 6 0 1 15 大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
11人

（5） （8） （0） （2） （15）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 1 0 0 2

（1） （0） （0） （1） （2）

小計（ａ～ｂ）
9 7 0 1 17

（6） （8） （0） （3） （17）

（0） （0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

1 0 0 0 1

（1） （0） （0） （0） （1）

計（ａ～ｄ）
10 7 0 1 18

（7） （8） （0） （3） （18）

－基本計画書－3－



大学全体

大学全体

大学全体

既

設

分

教員
１人
当り
研究
費等

医療薬学科

理学療法学科
看護学科

上記以外の学科

教授   890千円
准教授 864千円
助教   864千円

教授   890千円
准教授 864千円
助教   864千円

教授   890千円
准教授 864千円
助教   864千円

第１年次 第２年次

―

学生納付金以外の維持方法の概要 入学検定料、補助金収入、資金運用収入、事業収入、雑収入等により維持を図る。

教授   485千円
准教授 460千円
助教　 460千円

―

1,100千円 1,100千円 ―

8,000千円

0千円

―

第６年次

30,000千円 30,000千円

教授   890千円
准教授 864千円
助教   864千円

教授   890千円
准教授 864千円
助教   864千円

教授   890千円
准教授 864千円
助教   864千円

―

薬学部

看護学部

0千円

8,000千円 8,000千円 8,000千円

―

―

㎡ ㎡ ㎡

計

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 8,000千円 8,000千円 8,000千円

共同研究費等 16,631千円 10,976千円

1,100千円

スポーツ施設等

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,310千円

45,000千円

スポーツ施設 講堂

4,985千円 962千円

20,000千円設 備 購 入 費 25,000千円

（　　　　72,794㎡） （　　　　19,249㎡） （　　　　　　0㎡）

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 室 教 員 研 究 室

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

教授   598千円
准教授 542千円
助教   542千円

教授   598千円
准教授 542千円
助教   542千円

教授   598千円
准教授 542千円
助教   542千円

教授   598千円
准教授 542千円
助教   542千円

―

20,000千円 20,000千円

厚生補導施設

第３年次 第４年次 第５年次

教授   485千円
准教授 460千円
助教   460千円

教授   485千円
准教授 460千円
助教　 460千円

教授   485千円
准教授 460千円
助教　 460千円

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕 点種 〔うち外国書〕 点

図書 学術雑誌 機械・器具

　　〔　　〕
（　〔　　〕）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

72,794㎡

合 計 202,828㎡ 5,496㎡

千葉東金
キャンパス
東京紀尾井
町キャンパ

ス

校 舎 敷 地 176,452㎡ 5,496㎡ 0㎡ 181,948㎡

そ の 他 26,376㎡ 0㎡ 0㎡

計
136 20

（136） （20） (156)

0㎡ 208,324㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

26,376㎡

19,249㎡ 0㎡

事 務 職 員

人 人 人

(131)

図 書 館 職 員
5 0 5

(5) (0) (5)

(20) (151)

技 術 職 員
0 0 0

(0) (0) (0)

131 20 151

指 導 補 助 者
0 0 0

(0) (0)

― ―

(100) (73) (0) (46) (219) (―) （―）
合　　　　計

110 67 0 37 214

(0)

そ の 他 の 職 員
0 0 0

(0) (0) (0)

職　　　種 専　　属 その他

― ―

(84) (63) (0) (40) (187) (―) （―）
計

92 56 0 34 182

標本

健康科学部　福祉総合学科
10 2 0 6 18 0 101

（1） （1）

小計（ａ～ｂ）
10 2 0 6

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

18

（8） （4） （0） （6） （18）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0

　　 　　〔　　〕
　 （　　〔　　〕）

 　 〔　　〕
 （ 　〔　　〕）

 　 〔　　〕
 （ 　〔　　〕）

　　〔　　〕
（　〔　　〕）

　　 　　〔　　〕
　 （　　〔　　〕）

 　 〔　　〕
 （ 　〔　　〕）

室

（　　　　92,043㎡）

92,043㎡

計

156

0

（0） （0） （0） （0） （0）

0

（0） （0） （0） （0） （0）

計（ａ～ｄ）
10 2 0 6 18

令和7年4月届出
済み

（8） （4） （0） （6） （18） （0） （101）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

10 2 0 5 17 大学設置基準別
表第一イに定め
る基幹教員数の
四分の三の数
11人

（8） （4） （0） （5） （17）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 1 1

（0） （0） （0）

（8） （4） （0） （6） （18）

福祉総合学部
理学療法学科
メディア学部
映像芸術コース
上記以外の学部・
学科

2,016千円

1,850千円

1,650千円

1,560千円

2,096千円

1,580千円

1,580千円

1,350千円

2,096千円

1,580千円

1,580千円

1,350千円

2,096千円

1,580千円

 　 〔　　〕
 （ 　〔　　〕）

計

1,580千円

1,350千円

2,096千円

―

―

―

2,096千円

―学生１人当り
納付金

－基本計画書－4－



令和7年4月入学
定員増(10人)、
令和9年4月編入
学定員増(10人)

令和8年4月入学
定員減(△40人)

令和8年度より学
生募集停止

令和8年4月入学
定員減(△50人)

令和8年度より学
生募集停止

既
設
大
学
等
の
状
況

健康科学研究科
　健康学専攻
　(修士課程)

2 8 － 16 修士(健康科学) 1.56 令和5年
度

千葉県東金市求名
1番地

国際ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科
　国際ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専攻
　(修士課程)

2 35 － 70 修士(国際ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄ
ﾚｰｼｮﾝ)

1.12 平成25
年度

東京都千代田区
紀尾井町3番26号

薬学研究科
　医療薬学専攻
　(博士課程)

4 3 － 12 博士(薬学) 0.58 平成24
年度

同上

福祉総合学研究科
　福祉社会専攻
　(修士課程)

2 25 － 50 修士(福祉社会) 1.18 平成17
年度

千葉県東金市求名
1番地

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科
　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻
　(修士課程)

2 30 － 60 修士(経営学) 1.83 平成17
年度

東京都千代田区
紀尾井町3番26号

　起業ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻
　(修士課程)

2 36 － 72 修士(経営学) 1.23 平成10
年度

千葉県東金市求名
1番地
東京都千代田区
紀尾井町3番26号

経営情報学研究科
　起業ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻
　(博士後期課程)

3 6 － 18 博士(経営学) 1.22 平成12
年度

千葉県東金市求名
1番地

平成8
年度

同上

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
　専攻 (修士課程)

2 25 － 50 修士(国際文化) 0.98 平成25
年度

東京都千代田区
紀尾井町3番26号

　女性学専攻
　(修士課程)

2 7 － 14 修士(女性学) 1.00

同上

　国際文化専攻
　(修士課程)

2 15 － 30 修士(国際文化) 0.90 平成8
年度

同上

大学院
人文科学研究科
　比較文化専攻
　(博士後期課程)

3 6 － 18 博士(比較文学) 1.61 平成10
年度

　看護学科 4 100 － 400 学士(看護学) 1.02 平成24
年度

同上

看護学部 1.02

観光学部 0.91

　観光学科 4 100 － 400 学士(観光学) 0.91 平成18
年度

千葉県東金市求名
1番地

令和7年4月入学
定員増(10人)、
令和9年4月編入
学定員増(10人)

　メディア情報学科 4 370 3年次
30

1,500 学士(ﾒﾃﾞｨｱ情報) 0.99 平成17
年度

メディア学部 0.99 千葉県東金市求名
1番地
東京都千代田区平
河町2丁目3番20号

薬学部 0.49

　医療薬学科 6 110 － 740 学士(薬学) 0.49 平成18
年度

同上

　理学療法学科 4 80 － 320 学士(理学療法学) 0.79 平成28
年度

同上

令和8年度（編入
学は令和10年
度）より学生募
集停止

　福祉総合学科 4 140 3年次
5

570 学士(福祉総合) 0.46 平成19
年度

同上

福祉総合学部 0.58

　国際交流学科 4 120 3年次
10

500 学士(国際交流) 0.64 平成8
年度

同上

国際人文学部 0.75

　国際文化学科 4 80 － 320 学士(国際文化) 0.92 平成4
年度

千葉県東金市求名
1番地

大 学 等 の 名 称 城西国際大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

410 3年次
30

1,680 学士(経営情報) 0.78　総合経営学科 4 平成17
年度

千葉県東金市求名
1番地
東京都千代田区
紀尾井町3番26号

経営情報学部 0.78

－基本計画書－5－



令和7年4月
開設

令和7年度
入学定員減
（△60）

令和7年度よ
り学生募集
停止（ビジ
ネス総合学
科）

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 城西短期大学

学 部 等 の 名 称 修業年限 入学定員
編入学
定員

収容定員 学位又は称号
収容定員
充足率

開設
年度

所　在　地

　ビジネス総合学科 2 120 － 120
短期大学士（ビジ

ネス総合）
0.37

平成18
年度

埼玉県坂戸市けやき
台1番1号

　医療栄養学専攻
　(博士前期課程)

2 20 - 40 修士（医療栄養学） 0.40 平成17
年度

同上

　薬科学専攻
　(博士後期課程)

3 3 - 9 博士（薬科学） 0.66 平成24
年度

同上

　(博士前期課程) 2 32 - 64 修士（薬科学） 0.67 平成22
年度

同上

薬学研究科

　(博士課程) 4 6 - 24 博士（薬学） 0.50 平成24
年度

同上

　数学専攻
　(修士課程)

2 10 - 20 修士（理学） 0.45 平成10
年度

同上

　物質科学専攻
　(修士課程)

2 12 - 24 修士（理学） 0.79 平成16
年度

同上

　ビジネス・イノ
　ベーション専攻
　(修士課程)

2 25 - 50 修士（経営学） 0.94 平成15
年度

同上

理学研究科

400 学士（医療栄養学） 0.76 平成13
年度

同上

大学院
経済学研究科

　経済政策専攻
　(修士課程)

2 10 - 20 修士（経済学） 1.10 昭和53
年度

同上

経営学研究科

　化学・生命科学科 4 90 - 360 学士（理学） 0.73 昭和40
年度

埼玉県坂戸市けやき
台1番1号

薬学部 0.74

　医療栄養学科 4 100

　情報数理学科 4 60 - 60 学士（理学） 0.88
令和7年

度
東京都千代田区紀尾
井町3番26号

　数学科 4 60 - 420 学士（理学） 1.10 昭和40
年度

埼玉県坂戸市けやき
台1番1号
東京都千代田区紀尾
井町3-26

　マネジメント総合学科 4 500 - 2,000 学士（経営学） 1.01 平成16
年度

同上

理学部 0.93

　社会経済システム学科 4 250 - 1,000 学士（現代政策学） 0.87 平成18
年度

同上

経営学部 1.01

　経済学科 4 300 - 1,200 学士（経済学） 1.01 昭和40
年度

埼玉県坂戸市けやき
台1番1号

現代政策学部 0.87

年 人 年次人 人 倍

経済学部 1.01

大 学 等 の 名 称 城西大学

学 部 等 の 名 称 修業年限 入学定員
編入学
定員

収容定員 学位又は称号
収容定員
充足率

開設
年度

所　在　地

　ポーツ施設等」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

６　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「新設分」及び「既設分」の備考の「大学設置基準別表第一イ」については、専門職大学にあっては「専門職大学設置基準別表第一イ」、短期大学

　にあっては「短期大学設置基準別表第一イ」，専門職短期大学にあっては「専門職短期大学設置基準別表第一イ」にそれぞれ読み替えて作成すること。

３「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室・教員研究室」，「図書・

　設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室・教員研究室」，「図書・設備」，「ス

附属施設の概要

（注）

１　共同学科の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「新設分」の欄に記入

　せず，斜線を引くこと。

　薬科学科 4 50 - 200 学士（薬科学） 0.88 平成18
年度

同上

　薬学科 6 250 - 1,500 学士（薬学） 0.71 平成18
年度

同上

－基本計画書－6－



補足資料（組織の移行表）

－基本計画書－7－



令和7年度
入学
定員

収容
定員

令和8年度
入学
定員

収容
定員

変更の事由

城西大学 城西大学

経済学部 経済学部

経済学科 300 － 1,200 経済学科 300 － 1,200

現代政策学部 総合政策学部 名称変更

社会経済システム学科 250 － 1,000 総合政策学科 250 － 1,000 名称変更

経営学部 経営学部

マネジメント総合学科 500 － 2,000 マネジメント総合学科 500 － 2,000

理学部 理学部

情報数理学科 60 － 240 情報数理学科 80 － 320 定員変更（ 20）

数学科 60 － 240 数学科 60 － 240

化学科 90 － 360 化学・生命科学科 90 － 360

薬学部 薬学部

薬学科 250 － 1,500 薬学科 200 － 1,200 定員変更（△50）

薬科学科 50 － 200 薬科学科 50 － 200

医療栄養学科 100 － 400 医療栄養学科 100 － 400

計 1,660 7,140 計 1,630 6,920

城西大学大学院 城西大学大学院

経済学研究科 経済学研究科

経済政策専攻(M) 10 － 20 経済政策専攻(M) 10 － 20

経営学研究科 経営学研究科

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 25 － 50 ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 25 － 50

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(D) 3 － 9 研究科の設置（認可申請）

理学研究科 理学研究科

数学専攻(M) 10 － 20 数学専攻(M) 10 － 20

物質科学専攻(M) 12 － 24 物質科学専攻(M) 12 － 24

薬学研究科 薬学研究科

薬学専攻(4年制D) 6 － 24 薬学専攻(4年制D) 6 － 24

薬科学専攻(D) 3 － 9 薬科学専攻(D) 3 － 9

薬科学専攻(M) 32 － 64 薬科学専攻(M) 32 － 64

医療栄養学専攻(M) 20 － 40 医療栄養学専攻(M) 20 － 40

計 118 251 計 121 260

城西短期大学 城西短期大学

ビジネス総合学科 120 － 240 0 － 0 令和7年4月学生募集停止

計 120 240 計 0 0

学校法人城西大学　設置認可等に関わる組織の移行表

編入学
定員

編入学
定員

－基本計画書－8－



城西国際大学 城西国際大学

経営情報学部 経営情報学部

総合経営学科 410
3年次

30 1,700 総合経営学科 410
3年次

30 1,700

国際人文学部 国際人文学部

国際文化学科 80 － 320 国際文化学科 80 － 320

国際交流学科 120 3年次 10 500 国際交流学科 80
3年次

10 340 定員変更（△40）（届出）

福祉総合学部

福祉総合学科 140
3年次

5 570 0
3年次

0 0 令和8年4月学生募集停止、3年次編入学
定員令和10年4月学生募集停止

理学療法学科 80 － 320 0 － 0 令和8年4月学生募集停止

薬学部 薬学部

医療薬学科(6年制) 110 － 660 医療薬学科(6年制) 60 － 360 定員変更（△50）（認可申請）

メディア学部 メディア学部

メディア情報学科 370
3年次

30 1,540 メディア情報学科 370
3年次

30 1,540

観光学部 観光学部

観光学科 100 － 400 観光学科 100 － 400

看護学部

看護学科 100 － 400 0 － 0 令和8年4月学生募集停止

健康科学部 学部の設置（届出）

看護学科 100 － 400

理学療法学科 80 － 320

福祉総合学科 65
3年次

15 290

計 1,510
3年次

75 6,410 計 1,345
3年次

85 5,670

城西国際大学大学院 城西国際大学大学院

人文科学研究科 人文科学研究科

比較文化専攻(D) 6 － 18 比較文化専攻(D) 6 － 18

国際文化専攻(M) 15 － 30 国際文化専攻(M) 15 － 30

女性学専攻(M) 7 － 14 女性学専攻(M) 7 － 14

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(M) 25 － 50 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻(M) 25 － 50

経営情報学研究科 経営情報学研究科

起業マネジメント専攻(D) 6 － 18 起業マネジメント専攻(D) 6 － 18

起業マネジメント専攻(M) 36 － 72 起業マネジメント専攻(M) 36 － 72

福祉総合学研究科 福祉総合学研究科

福祉社会専攻(M) 25 － 50 福祉社会専攻(M) 25 － 50

ビジネスデザイン研究科 ビジネスデザイン研究科

ビジネスデザイン専攻(M) 30 － 60 ビジネスデザイン専攻(M) 30 － 60

薬学研究科 薬学研究科

医療薬学専攻(D) 3 － 12 医療薬学専攻(D) 3 － 12

国際ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科 国際ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科

国際ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専攻(M) 35 － 70 国際ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ専攻(M) 35 － 70

健康科学研究科 健康科学研究科

健康科学専攻(M) 8 － 16 健康科学専攻(M) 8 － 16

計 196 410 計 196 410

－基本計画書－9－



校地校舎等図面



城西国際大学 千葉東金キャンパス 

所在地： 千葉県東金市求名1番地

校地面積 202,828㎡  

校舎面積 72,794㎡ 

・国際人文学部は、主にＢ棟・Ｃ棟・Ｇ棟を使用

・国際人文学部教員の研究室：主にＨ棟２～５階

・それ以外の施設は供用部分

（経営情報学部、メディア学部、観光学部、薬学部、健康科学部、大学院等）

―図面―1―



学校の位置：千葉県

城西国際大学 

―図面―2―



学校の位置：東金市 

―図面―3―



最寄り駅からの位置図 

最寄り駅：JR東金線「求名駅」 

求名駅より約300m

徒歩約5分 
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学則 

－学則－1－



 

城西国際大学学則 

令和５年２月22日制定  

（令和４年度（国）学則第１号） 

目次 

第１章 総則（第１条－第３条） 

第２章 教育研究上の基本組織等（第４条－第９条） 

第３章 教育研究実施組織等（第10条－第15条） 

第４章 修学の期間 

第１節 修業年限及び在学年限（第16条－第18条） 

第２節 学年・学期及び休業日（第19条－第21条） 

第５章 教育課程（第22条－第46条） 

第６章 卒業及び学位（第47条） 

第７章 入学、編入学、転入学、学士入学、再入学、外国人留学生、帰国生徒及び社会人の

入学（第48条－第60条） 

第８章 休学、復学、転部、留学、退学及び除籍（第61条－第66条） 

第９章 学費等（第67条－第76条） 

第10章 科目等履修生及び委託生（第77条－第86条） 

第11章 研究生（第87条－第93条） 

第12章 賞罰及び奨学制度（第94条－第98条） 

第13章 雑則（第99条） 

第14章 改正（第100条） 

附則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 城西国際大学（以下「本学」という。）は、本学の建学の精神「学問による人間形成」

及び教育理念「国際社会で生きる人間としての人格形成」に基づき、教育基本法及び学校教育

法の定めるところに従い、最高水準の教育研究拠点となり、社会的公器として、大学の教育研

究に対する国民の要請に応えるとともに、我が国の高等教育及び学術研究の水準の向上と人類

文化の発展に貢献することを目的とする。 

（自己点検及び評価等） 

第２条 本学は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、本学

における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、教育研究の改善に努める。 

２ 前項の点検及び評価等に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 本学は、第１項の点検及び評価の結果について、法令で定める期間ごとに、文部科学大臣の

認証を受けた者による評価を受けるものとする。 

（情報の公表） 

第３条 本学は、教育研究活動等の状況についての情報を、刊行物への掲載、インターネットの

利用その他広く周知を図ることができる方法によって、積極的に公表する。 

－学則－2－



 

 

第２章 教育研究上の基本組織等 

（学部及び学科） 

第４条 本学に、次の学部及び学科を置く。 

経営情報学部 総合経営学科 

国際人文学部 国際文化学科 

国際交流学科 

薬学部    医療薬学科 

メディア学部 メディア情報学科 

観光学部   観光学科 

健康科学部  看護学科 

理学療法学科 

    福祉総合学科 

（学生定員） 

第５条 前条の学部及び学科の学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

３年次 
収容定員 

経営情報学部 総合経営学科 410名 30名 1,700名 

国際人文学部 
国際文化学科 

国際交流学科 

80名 

80名 

     － 

10名 

320名 

340名 

薬学部 医療薬学科 110名      － 660名 

メディア学部 メディア情報学科 370名 30名 1,540名 

観光学部 観光学科 100名      － 400名 

健康科学部 

看護学科 

理学療法学科 

福祉総合学科 

100名 

80名 

65名 

     － 

     － 

15名 

400名 

320名 

290名 

（教育研究上の目的） 

第６条 第４条に定める学部及び学科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

は、次の各号に掲げるとおりとする。 

⑴ 経営情報学部は、経営学と情報学を中心とした総合的で多様な学問分野についての教育研

究を通じて、グローバル化や情報通信技術の発展に対応し、企業や国際社会、地域社会の諸

問題に対して主体的に取り組むことができる人材を養成する。 

⑵ 国際人文学部は、世界の多様性と人間の諸活動についての学際的な教育研究を通じて、語

学力と国際的な教養、社会人に必要な知識とスキルを十分に身に付け、国際社会で活躍でき

る人材を養成する。 

イ 国際文化学科は、多様な地域の言語、文化、社会に係る知識と比較の観点に基づく学際

的な教育研究を通じて、国際的な視野をもって語学力と異文化理解力に優れ、柔軟な発想

－学則－3－



 

と行動力を備えた人材を養成する。 

ロ 国際交流学科は、国際社会を構成する多様な人々の諸活動や諸課題に関わる人文社会系

の教育研究を学際的に行い、実践的な語学力、国際交流のための知識及びコミュニケーシ

ョン能力を身に付けた人材を養成する。 

⑶ 薬学部は、超高齢化と国際化が進む日本社会において、医薬品の薬効・安全性の確保や疾

病の発症予防に係る教育研究を通じて、質が高く安全・安心な医療サービスを提供し、一人

ひとりの豊かで健康な生活を支援できる薬剤師を養成する。 

⑷ メディア学部は、メディア学に関連する学識を深め、クリエイティブ系実践教育とエンタ

テインメント・ビジネス研究により、メディア産業が必要とする創造的な人材を養成する。 

⑸ 観光学部は、観光に関わる多様な課題に対する、「観光ビジネス」・「観光メディア」・

「観光まちづくり」の三つの視点からの、理論と実践を活かした教育研究を通じて、社会が

求める実践力と新たな価値を創造する力を身に付け、持続可能な観光に貢献できる人材を養

成する。 

⑹ 健康科学部は、国際的・地域的視点から保健・医療・福祉分野の問題に関する教育研究を

通じて、その分野を横断し現代の健康問題に対応することができる総合的視野を持った人材

を養成する。 

イ 看護学科は、人々の健康増進を目指した教育研究を通じて、学際的知見に裏付けられた

新しい時代の看護を目指し、人間性豊かで多文化を理解し、くすりや福祉に明るく、探究

心と倫理性を兼ね備えた看護職者を養成する。 

ロ 理学療法学科は、国際的視野と科学的知見に基づき、理学療法学領域の教育研究を通じ

て、新たな時代の保健・医療・福祉に貢献し、専門職の学問的内容に見識を有する人材を

養成する。 

ハ 福祉総合学科は、持続可能な福祉社会の実現を目指して、国際的・地域的視点から社会

福祉現象をめぐる理論的・実証的な教育研究を通じて、社会環境の変化に対応し、様々な

問題の解決に貢献できる福祉人材を養成する。 

（三つの方針） 

第７条 本学は、第１条の目的を踏まえて、本学、学部又は学科ごとに、次の各号に掲げる三つ

の方針を定め、これについての情報を公表するものとする。 

⑴ 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

⑵ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

⑶ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

２ 前項第２号に掲げる方針を定めるに当たっては、同項第１号に掲げる方針との一貫性の確保

に特に意を用いなければならない。 

（大学院） 

第８条 本学に、大学院を置く。 

２ 大学院の学則は、別に定める。 

（附属施設） 

第９条 本学に、図書館、美術館、附属機関その他附属施設を置く。 

２ 附属施設に関し必要な事項は、別に定める。 

 

－学則－4－



 

第３章 教育研究実施組織等 

（教育研究実施組織等） 

第10条 本学は、その教育研究上の目的を達成するため、教員及び事務職員等からなる教育研究

実施組織を編成する。 

２ 本学は、教育研究実施組織を編成するに当たっては、教育研究活動等の運営が組織的かつ効

果的に行われるよう、教員及び事務職員等相互の適切な役割分担の下での協働や組織的な連携

体制を確保し、教育研究に係る責任の所在を明確にする。 

３ 教育研究実施組織等に関し必要な事項は、別に定める。 

（授業科目の担当） 

第11条 本学は、教育上主要と認める授業科目（以下「主要授業科目」という。）については、

原則として基幹教員（教育課程の編成その他の学部の運営について責任を担う教員（助手を除

く。）であって、本学の教育課程に係る主要授業科目を担当するもの（専ら当該大学の教育研

究に従事するものに限る。）又は１年につき８単位以上の当該学部の教育課程に係る授業科目

を担当するものをいう。以下同じ。）に、主要授業科目以外の授業科目についてはなるべく基

幹教員に担当させるものとする。 

２ 本学は、演習、実験、実習又は実技を伴う授業科目については、なるべく助手に補助させる

ものとする。 

３ 本学は、各授業科目について、当該授業科目を担当する教員以外の教員、学生その他の大学

が定める者（以下この項において「指導補助者」という。）に補助させることがあり、十分な

教育効果を上げることができると認められる場合には、当該授業科目を担当する教員の指導計

画に基づき、指導補助者に授業の一部を分担させることがある。 

４ 本学には、教育研究上必要があるときは、授業を担当しない教員を置くことがある。 

５ 基幹教員に関し必要な事項は、別に定める。 

（教員及び事務職員等） 

第12条 本学に、学長、副学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職

員その他の職員（以下「教員及び事務職員等」という。）を置く。 

２ 教員及び事務職員等に関し必要な事項は、別に定める。 

（役職） 

第13条 学長は、本学の校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

２ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

３ 学部長は、その学部に関する校務をつかさどる。 

４ 本学に、前３項に規定する役職のほか、必要に応じその他の役職を置くことがある。 

５ 役職に関し必要な事項は、別に定める。 

（組織的な研修等） 

第14条 本学は、教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、教員及び事務職員等に必

要な知識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修（次項に規定

する研修に該当するものを除く。）の機会を設けることその他必要な取組を行う。 

２ 本学は、学生に対する教育の充実を図るため、授業の内容及び方法を改善するための組織的

な研修及び研究を行う。 
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（教授会） 

第15条 本学の学部に、教授会を置く。 

２ 教授会は、学長が次の各号に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとす

る。 

⑴ 学生の入学、卒業及び課程の修了 

⑵ 学位の授与 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして学長が定めるもの 

３ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下この項において「学長等」と

いう。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見

を述べることができる。 

４ 学長は、必要と認めたとき、教授会の招集を要請し、又は教授会に出席して発言することが

できる。 

５ 学長、学部長又は教授会が、各学部に共通する重要事項について連絡協議する必要があると

認めるときは、連合教授会を開くことができる。 

６ 教授会の組織及び運営に関し必要な事項は、別に定める。  

 

第４章 修学の期間 

第１節 修業年限及び在学年限 

（修業年限） 

第16条 修業年限は、４年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、薬学部医療薬学科にあっては、６年とする。 

３ 大学入学前において本学の教育課程に則して一定の単位を修得した者が本学に入学する場合

において、当該単位の修得により学部の教育課程の一部を履修したと認められるときは、第32

条の規定により本学に入学した後に修得したものとみなすことのできる当該単位数、その修得

に要した期間その他の事項を勘案して本学が定める期間を修業年限に通算することができる。

ただし、その期間は、前２項に定める修業年限の２分の１を超えてはならない。 

（在学年限） 

第17条 在学年限は、８年とする。ただし、編入学、転入学、学士入学又は再入学により入学し

た者は、第57条第１項により定められた在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学す

ることはできない。 

２ 前項の規定にかかわらず、薬学部医療薬学科にあっては、12年とする。ただし、編入学、転

入学、学士入学又は再入学により入学した者は、第57条第１項により定められた在学すべき年

数の２倍に相当する年数を超えて在学することはできない。 

３ 学部において必要と認めるときは、進級等の基準を設け、同一年次等において在学すること

のできる年限を定めることができる。 

４ 本学の学生が、職業等を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を申し出たときは、当該学部において、

その計画的な履修を認めることがある。 
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（学生の身分を有する期間） 

第18条 学生の身分を有する期間は、学長が入学を許可した日から卒業を認定した日の属する月

の末日までとする。ただし、学生の身分を有する期間の終期について、特別の事情がある場合

は、別段の取扱いをすることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、退学の許可を受けた者及び除籍となった者は、この限りではない。 

 

第２節 学年・学期及び休業日 

（学年） 

第19条 学年は、春期生は４月１日から翌年３月31日までとし、秋期生は９月１日から翌年８月

31日までとする。 

（学期） 

第20条 学年は、これを春学期と秋学期に分け、次の各号のとおりとする。ただし、学長は、教

育上必要な場合には、春学期の終了日及び秋学期の開始日を変更することができる。 

⑴ 春学期 ４月１日から８月31日まで 

⑵ 秋学期 ９月１日から３月31日まで 

２ 前項に定める各学期を二分し、学期とすることができる。 

（休業日） 

第21条 授業を行わない日（以下「休業日」という。）は、次のとおりとする。 

⑴ 日曜日及び土曜日 

⑵ 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日のうち学長が定める日 

⑶ 創立記念日 ４月28日 

⑷ 夏期休業 

⑸ 冬期休業 

⑹ 春期休業 

２ 各年度の休業日については、学長が学年のはじめまでに定める。 

３ 前２項の規定にかかわらず、学長は、必要に応じて第１項の休業日を変更し、臨時に休業

し、又は休業日に授業等を課すことができる。 

４ 学長は、夏期休業又は春期休業の期間に特別授業等の期間を設けることがある。 

 

第５章 教育課程 

（教育課程の編成） 

第22条 授業科目は、第７条第２号及び第７条第２項の規定により定める方針に基づき、各科目

群並びに必修科目、選択科目及び自由科目に分類し、これを各年次に配当して編成するものと

する。 

（授業科目及び単位数） 

第23条 第４条に定める学部及び学科ごとの開設する授業科目及び単位数は、別表⑵のとおりと

する。 

（単位計算方法） 

第24条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし、第26条第１項に規定する授業の方法に応じ、当該授業による教育効
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果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむね15時間から45時間までの範囲で、次の基

準により単位数を計算するものとする。 

⑴ 講義及び演習については、おおむね15時間の授業をもって１単位とする。ただし、演習に

ついて、授業の内容によっては、おおむね30時間の授業をもって１単位とすることができる。 

⑵ 実験、実習及び実技については、おおむね30時間の授業をもって１単位とする。ただし、

授業の内容によっては、おおむね45時間の授業をもって１単位とすることができる。 

⑶ 医療関係職種養成所指定規則に関係する学部・学科の実験、実習及び実技については、授

業の質を担保する観点で前号の「おおむね30時間」を「30時間」と読み替えるものとする。 

２ 一つの授業科目について、二つ以上の授業の方法を併用する場合には、その組合せに応じて

前項に規定する基準を考慮して単位の計算を行うことができる。 

３ 第１項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業製作等の授業科目については、これ

らの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な

学修等を考慮して、教授会の議を経て単位数を定めることができる。 

（１年間の授業期間） 

第25条 １年間の授業を行う期間は、35週にわたることを原則とする。 

（授業の方法） 

第26条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより、又はこれらの併用に

より行うものとする。 

２ 本学は、教育上有益と認めるときは、文部科学大臣の定めるところにより、前項の授業を、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができ

る。 

３ 本学は、教育上有益と認めるときは、第１項の授業を、外国において履修させることができ

る。前項の規定により、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所

で履修させる場合についても、同様とする。 

４ 本学は、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。 

（授業の計画等の明示等） 

第27条 本学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあらかじめ明

示するものとする。 

２ 学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、学生に対してその基準をあらかじめ明

示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。 

（履修の方法） 

第28条 第７条第２号及び第７条第２項の規定により定める方針に基づき、各学部・学科で定め

る科目群の中より、各学部・学科所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならな

い。 

２ 他の学部又は他の学科の授業科目は、あらかじめ指定されたものの中から履修することがで

きる。 

３ 全学の授業科目の中からあらかじめ指定された授業科目群は、それを副専攻として、別に定

めるところにより履修することができる。 

４ 多様なメディアを高度に利用して実施する授業科目については、卒業要件単位に含むことが

できる上限を60単位とする。 
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（授業科目の登録方法） 

第29条 履修する授業科目は、毎学期所定の期間に登録しなければならない。 

（履修科目の登録できる単位数の上限） 

第30条 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として学生が修得

すべき単位数について、学生が1年間又は第20条第２項に定める各学期を二分した１学期（学

期間に特別に設ける学習期間を含む。以下この条において「１学期」という。）に履修科目と

して登録できる単位数の上限を次のとおりとし、それに基づき、各学部・学科の教育課程に応

じて履修科目として登録できる単位数の上限を定めるものとする。 

⑴ 学生が１年間に履修科目として登録できる単位数の上限を49単位とすること。 

⑵ 学生が１学期に履修科目として登録できる単位数の上限を20単位とすること。 

２ 前項の規定にかかわらず、教育上有益と認められる場合には、履修科目として登録できる単

位数の上限を超えて履修科目を登録することができる。 

３ 授業科目の履修に関し必要な事項は、別に定める。 

（他の大学等における授業科目の履修等） 

第31条 教育上有益と認められる場合には、本学が協定又は認定した他の大学（外国の大学を含

む。）の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により修得した単位は、30単位を超えない範囲で本学における卒業に必要な単位

として認めることができる。 

３ 前２項の規定は、学生が外国の大学に留学する場合について準用する。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第32条 教育上有益と認められる場合には、学生が本学に入学する前に、他の大学又は短期大学

（いずれも外国の大学を含む。）において履修した授業科目について修得した単位（科目等履

修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学した後における授業科目の履修により修得

したものとみなし、本学における卒業に必要な単位として認めることができる。 

２ 教育上有益と認められる場合には、学生が本学に入学する前に行った短期大学又は高等専門

学校の専攻科における学修その他文部科学大臣の定める学修を本学における授業科目の履修と

みなし、本学における卒業に必要な単位として認めることができる。 

３ 前２項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、30単位を超えない範囲で本

学における卒業に必要な単位として認めることができる。ただし、編入学、転入学、学士入学

及び再入学の場合については、適用しないものとする。 

（編入学者等の単位認定） 

第33条 編入学者、転入学者及び学士入学者にあっては、前条の規定により、入学前の大学等に

おいて修得した単位（以下「既修得単位」という。）のうち、その大学等が発行する単位の修

得証明書に基づき、40単位を上限として、本学における卒業に必要な単位として包括認定を行

うことができる。ただし、薬学部及び健康科学部理学療法学科においては、包括認定を行うこ

とができないものとする。 

２ 教育上有益と認められる場合には、既修得単位のうち、前項に規定する単位のほかに20単位

を上限として、本学における卒業に必要な単位として認めることができる。ただし、薬学部に

おいては、147単位、健康科学部理学療法学科においては、49単位を上限とする。 

３ 第53条第３号から第５号までの規定により入学を許可された者は、入学前の高等専門学校等
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で修得した単位を第41条に定める教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」とい

う。）に必要な単位として認めることはできない。 

４ 単位認定等の条件により３年次以下（薬学部にあっては、４年次以下）への編入学等となっ

た場合には、第30条に規定する履修科目として登録できる単位数の上限を超えない範囲で、本

学における卒業に必要な単位として認めることができる。 

（転部・転科の単位認定） 

第34条 転部・転科（以下「転部」という。）者にあっては、教育上有益と認められる場合に

は、既修得単位のうち、２年次への進級時は30単位、３年次への進級時は60単位を上限とし

て、転部先の学部及び学科において卒業に必要な単位として認めることができる。ただし、包

括認定を行わないものとする。 

２ 所属学部の学部長及び転部予定先学部の学部長から転部の願い出が認められた場合には、転

部の選考前に、所定の手続により、第30条に規定する単位数の上限を超えない範囲で、転部予

定先の授業科目を履修することができる。 

（再入学者の授業科目の履修） 

第35条 再入学者にあっては、既修授業科目の全部又は一部について、学部長が再履修を命ずる

ことがある。 

（単位授与） 

第36条 各学部・学科所定の授業科目を履修した学生に対しては、試験その他の本学が定める適

切な方法（以下「試験」という。）により学修の成果を評価して単位を与えるものとする。 

（試験） 

第37条 試験は、授業科目ごとにあらかじめ明示した時期と方法により行う。 

（授業の欠席） 

第38条 各授業科目について、授業時数の３分の１以上欠席した者は、その科目の試験の受験資

格を失う。ただし、公欠等の正当な理由による欠席の場合には、特に考慮されることがある。 

２ 公欠については、別に定める。 

（授業科目の成績評価区分） 

第39条 各授業科目の成績評価は、学修成果の達成度に応じて、次の評価区分で行う。 

（合格） 

Ｓ： 100～90点 特に優れた成果を修めた 

Ａ： 89～80点 優れた成果を修めた 

Ｂ： 79～70点 期待される成果を修めた 

Ｃ： 69～60点 必要とされる最低限の成果を修めた 

（不合格） 

Ｆ： 59点以下 必要とされる成果を修めることができなかった 

（GPA制度） 

第40条 本学は、教育課程を通じた学修達成度をGrade Point Average（以下「GPA」という。）

制度により客観的に評価する。 

２ GPA制度に関し必要な事項は、別に定める。 

（教職課程） 

第41条 本学に、教職課程を置く。 
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２ 本学において取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は、別表（３の１）のとおりと

する。 

３ 教育職員免許状を取得しようとする者は、別に定める教科に関する専門教育科目、教職に関

する専門教育科目、教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則に定める科目を必要に応じて

履修しなければならない。 

４ 中学校教諭及び高等学校教諭に係る教職に関する専門教育科目及び単位数は、学科共通科目

として別表(３の２)のとおりとする。 

５ 教職課程の運営及び履修方法については、別に定める。 

（日本語教員養成課程） 

第42条 本学に、日本語教員養成課程を置く。 

２ 日本語教員養成課程の運営及び履修方法については、別に定める。 

第43条 削除 

２ 削除 

（指定保育士養成施設及び幼稚園教諭課程） 

第44条 本学に、指定保育士養成施設及び幼稚園教諭課程として、健康科学部福祉総合学科子ど

も福祉コースを置き、入学定員を25名とする。 

２ 指定保育士養成施設に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 幼稚園教諭課程に関し必要な事項は、別に定める。 

（介護福祉士養成施設） 

第45条 本学に、介護福祉士養成施設として、健康科学部福祉総合学科福祉マネジメントコース

介護福祉クラスを置き、入学定員を15名とする。 

２ 介護福祉士養成施設に関し必要な事項は、別に定める。 

（留学生別科） 

第46条 本学に、留学生別科を置き、その課程及び収容定員は次のとおりとする。 

⑴ 日本文化専修課程 20名 

⑵ 日本語専修課程  60名 

２ 留学生別科に関し必要な事項は、城西国際大学留学生別科細則に定める。 

 

第６章 卒業及び学位 

（卒業認定及び学位） 

第47条 卒業に必要な単位数は、経営情報学部は124単位以上、国際人文学部は126単位以上、薬

学部は186単位以上、メディア学部は126単位以上、観光学部は124単位以上、健康科学部看護

学科は126単位以上、健康科学部理学療法学科及び福祉総合学科は124単位以上とする。ただ

し、自由科目の単位は、卒業に必要な単位数には算入しない。 

２ 各学部・学科の教育課程に従って所定の単位を修得し、かつ、第７条第１号の規定により各

学部・学科で定める方針を満たした者については、学部長の申し出に基づき、学長が卒業を認

定し、学士の学位を授与する。 

３ 学位を授与された者には、学位記を授与する。 

４ 学位の授与に関し必要な事項は、別に定める。 
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第７章 入学、編入学、転入学、学士入学、再入学、外国人留学生、帰国生徒及び社会

人の入学 

（入学の時期） 

第48条 入学の時期は、春学期又は秋学期の始めとする。 

（入学資格） 

第49条 学部に入学することのできる者は、次の各号の一に該当し、かつ、本学が行う入学者選

抜に合格した者とする。 

⑴ 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

⑵ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

⑶ 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定した者 

⑷ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

⑸ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後

に修了した者 

⑹ 文部科学大臣の指定した者 

⑺ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程に

よる大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

⑻ 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた18歳以上の者 

（入学志願） 

第50条 入学を志願する者は、本学所定の手続によって願い出なければならない。 

（入学者選抜） 

第51条 入学者の選抜は、第７条第３号の規定により定める方針に基づき、別に定める公正かつ

妥当な方法により適切な体制を整えて行い、教授会の議を経て、学長が合格者を決定する。 

２ 入学を志願する者の選抜に関し必要な事項は、毎年度の本学学生募集要項に定める。 

（入学手続） 

第52条 前条の規定による入学者選抜に合格した者は、所定の期日までに入学手続書類を提出し

なければならない。 

（編入学） 

第53条 学部に編入学することのできる者は、次の各号の一に該当し、かつ、本学が行う入学者

選抜に合格した者とする。 

⑴ 短期大学（外国の短期大学及び我が国における外国の短期大学相当として指定された学校

（文部科学大臣指定外国大学（短期大学相当）日本校）を含む。）を卒業した者 

⑵ 他大学に１年以上在学して退学した者 

⑶ 高等専門学校を卒業した者 

⑷ 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上、総授業時数が1,700時間以上又は62単位以上

であるものに限る。）を修了した者 

⑸ 修業年限が２年以上その他の文部科学大臣が定める基準を満たす高等学校専攻科修了者 
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（転入学） 

第54条 学部に転入学することのできる者は、次の各号の一に該当し、かつ、本学が行う入学者

選抜に合格した者とする。 

⑴ 他大学（外国の大学を含む。）に在学している者 

⑵ 本学に在学し、その期間が２年を超える者 

（学士入学） 

第55条 学部に学士入学することのできる者は、学士の学位を有し、かつ、本学が行う入学者選

抜に合格した者とする。 

（再入学） 

第56条 本学に再入学することのできる者は、本学を退学又は除籍となった者で、所定の選考及

び審議を経て、学長が許可した者とする。ただし、第66条第１号及び第２号の規定により除籍

となった者並びに第95条の規定により退学となった者は、再入学することはできない。 

２ 再入学の場合には、春学期又は秋学期の始めの１か月前までに、再入学願のほか、本学を退

学又は除籍となった理由が解消されたことを確認できる書類を提出しなければならない。 

３ 再入学を志願できる回数は、１回とする。 

（編入学者等の入学年次） 

第57条 編入学、転入学、学士入学及び再入学を許可された者の入学年次及び在学すべき年数に

ついては、教授会の議を経て、学長が決定する。 

２ 前項の入学年次は、入学を許可された者の既修得単位、その修得状況、それらの科目の内容

などにより、別表⑷に定める入学年次に必要な既修得単位数を目安として決定する。 

（編入学等の補則事項） 

第58条 編入学、転入学、学士入学の場合には、第48条及び第50条から第52条までの規定を準用

する。 

（外国人留学生、帰国生徒及び社会人の入学） 

第59条 外国人留学生、帰国生徒及び社会人の入学については、第48条から第58条までの規定を

準用する。ただし、外国人留学生及び帰国生徒にあっては、授業を理解し得る程度の日本語の

能力を必要とする。 

２ 前項の規定に基づいて学部に社会人として入学できる者は、入学時に23歳に達した者とす

る。 

（外国人留学生、帰国生徒及び社会人の補則事項） 

第60条 外国人留学生、帰国生徒及び社会人に関し本章各条に規定しない事項については、この

学則を準用するほか、毎年度の本学学生募集要項に定める。 

 

第８章 休学、復学、転部、留学、退学及び除籍 

（休学） 

第61条 病気その他止むを得ない事由により休学しようとする者は、その事由を証明する書類及

び保証人連署の休学願を提出の上、学長の許可を得て休学することができる。その休学期間

は、１年以内とする。 

２ 春学期においては５月15日、秋学期においては10月31日までに休学願を提出するものとす

る。 
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３ 休学期間を延長しようとする者は、休学期間満了日までに、第１項の手続により、学長の許

可を得て、その期間を休学することができる。 

４ 第１項の規定にかかわらず、外国人留学生が出身国の兵役に就くためにやむを得ず休学しな

ければならない場合には、学長の許可を得て、その期間を休学することができる。 

５ 休学期間の通算年限は４年とする。 

６ 前項の規定にかかわらず、薬学部医療薬学科にあっては６年とする。 

７ 休学期間は、在学年数に算入しない。 

８ 休学期間中は、授業科目の履修及び試験を受験することができない。 

９ 休学期間中に各種証明書の発行を求められた場合には、証明書を発行することができる。 

（復学） 

第62条 復学しようとする者は、春学期又は秋学期の始めの１か月前までに、復学願を提出し、

学長の許可を得て、復学することができる。 

２ 健康上の理由による休学の場合は、復学願のほか、その理由が解消されたことを確認できる

書類を提出するものとする。 

（転部・転科） 

第63条 第４条に規定する他の学部・学科に転部しようとする者は、所属学部の学部長及び転部

予定先学部の学部長からの許可が得られた場合に、所定の手続により願い出ることができる。 

２ 転部しようとする者は、在学期間が２年以内の本学の学生で、次の各号の一に該当する者を

対象とする。ただし、所属学部・学科における修得単位数（履修中のものも含む。）、その修

得状況、又はそれらの授業科目の内容によっては、転部が認められない場合がある。 

⑴ 春期生にあっては、２年次又は３年次への進級までに転部を希望する者 

⑵ 秋期生にあっては、２年次の春学期までに転部を希望する者 

（留学） 

第64条 外国の大学又はこれに相当する高等教育機関への留学を希望する者は、学長の許可を得

て留学することができる。 

２ 留学期間は、原則として１年間を限度とする。 

３ 外国の大学との交流協定に基づく留学については、その留学期間を在学年数に算入する。 

４ 留学の許可を得た者が、留学した大学において修得した単位については、第31条の定めると

ころによる。 

５ 留学の許可を得た者については、留学期間中の本学における学費を減免することがある。 

６ 外国の大学との交流協定に基づく留学者で、その協定によって留学先大学の納入金が一部免

除されることがある。 

７ 留学に関して必要な事項は、別に定める。 

（任意退学） 

第65条 任意に退学しようとする者は、その事由を証明する書類及び保証人連署の退学願を提出

の上、学長の許可を得なければならない。 

２ 退学日は、原則として学長がこれを許可した日とする。 

（除籍） 

第66条 次の各号の一に該当する者は、除籍する。 

⑴ 第17条第１項及び第２項に定める在学年限を満了した者 
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⑵ 第61条の規定により許可された休学期間を満了しても手続をしない者 

⑶ 第61条第５項及び第６項に定める休学通算年限に達した者 

⑷ 死亡の届出のあった者 

２ 前項の規定により除籍となった者から各種証明書の発行を求められた場合には、証明書を発

行することができる。ただし、第74条の規定により除籍された場合、学費未納期間中の在学及

び成績（修得単位）は証明しない。 

 

第９章 学費等 

（入学検定料） 

第67条 入学を志願する者は、第50条に定める手続とともに別表⑴の入学検定料を納入しなけれ

ばならない。 

（入学許可） 

第68条 第51条の規定による入学者選抜に合格した者で、第52条に定める手続とともに、別表⑴

の学費を納入し、入学手続を完了した者に対し、入学を許可する。 

（学費の納入） 

第69条 授業料及び実習費は、春学期は４月に、秋学期は10月に、別表⑴の年額の２分の１に相

当する額を納入しなければならない。 

２ 施設設備費は、初年度にあっては、春学期入学者は10月に、秋学期入学者は４月に別表⑴の

年額を納入し、次年度以降にあっては、春学期は４月に、秋学期は10月に、別表⑴の年額の２

分の１に相当する額を納入しなければならない。 

３ 前２項の規定にかかわらず、学生からの申し出があったときは、学費の年額をもって一括で

納入することができる。 

（学費の返還） 

第70条 一度納入した学費等は、原則として返還しない。ただし、春学期入学者で、前条第３項

の規定により学費の年額を一括で納入し、春学期の途中で退学を許可された者は、秋学期納入

分に相当する学費を返還する。 

（停学期間中の学費納入） 

第71条 第95条の規定により停学を命じられた者は、停学期間中の学費を納入しなければならな

い。 

（休学期間中の学費納入） 

第72条 第61条の規定により休学を許可された者は、当該期間中の学費の納入を免除し、別表⑴

に定める休学在籍料を指定された期日までに納入しなければならない。 

２ 第61条第４項の規定により兵役のために休学を許可された者は、当該期間中の学費の納入を

免除し、別表⑴に定める兵役在籍料を指定された期日までに納入しなければならない。 

３ 前２項の規定にかかわらず、初年度に半期休学を許可された者は、別表⑴に定める施設設備

費の年額の２分の１に相当する額及び休学在籍料を指定された期日までに納入しなければなら

ない。 

（退学者の学費納入） 

第73条 第65条の規定により退学しようとする者は、別表⑴に定める学費の当該学期分を納入し

なければならない。ただし、特別の理由があると認められたときは、この限りではない。 
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（学費未納者の除籍） 

第74条 別表⑴に定める学費の納入を怠り、督促を受けても納入しない者は、除籍する。 

（復籍） 

第75条 前条の規定により除籍となった者が、復籍しようとする場合は、その除籍となった日か

ら14日以内に、未納の学費を全額納入し、かつ、保証人連署の復籍願を提出の上、学長の許可

を得なければならない。 

（再入学の学費） 

第76条 再入学を許可された者は、指定された期日までに別表⑴に定める再入学金を納入しなけ

ればならない。 

２ 再入学を許可された者に適用する学費は、再入学する入学年次の標準年度学生のものを準用

する。 

 

第10章 科目等履修生及び委託生 

（科目等履修生） 

第77条 各学部・学科の授業科目のうちの１科目又は数科目の履修を希望する者に、科目等履修

生として入学を許可することがある。 

２ 前項の規定に基づく入学の時期については、第48条の規定を準用する。 

（科目等履修生の志願） 

第78条 科目等履修生として入学を志願する者は、所定の出願書類に履修しようとする授業科目

を記載して、願い出なければならない。 

２ 前項の規定に基づく入学資格については、第49条の規定を準用する。 

（科目等履修生の入学許可） 

第79条 科目等履修生として入学することのできる者は、選考の上、教授会の議を経て、学長が

履修するに足る能力があると認めた者とする。 

（科目等履修生の単位認定等） 

第80条 科目等履修生は、履修した授業科目について試験を受けることができる。 

２ 前項の試験に合格した者には、その授業科目所定の単位を与える。 

３ 科目等履修生として在学した期間は、正規の課程の在学年数に算入しない。 

（科目等履修生の学費） 

第81条 科目等履修生の学費等は、別表⑴に定めるところによる。 

（科目等履修生の補則事項） 

第82条 科目等履修生に関し本章各条に規定しない事項については、この学則を準用するほか、

毎年度の本学科目等履修生募集要項に定める。 

２ 前項の規定にかかわらず、本学の大学院の学生が科目等履修生として入学する場合には、学

費等を徴収しない。 

（委託生の入学許可） 

第83条 国又は公共団体から、一定の在学期間と履修科目とを定めて入学を委託された者は、選

考の上、教授会の議を経て、学長が委託生として入学を許可することがある。 

２ 前項の規定に基づく入学の時期については、第48条の規定を準用する。 

（委託生の入学資格） 
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第84条 委託生の入学資格は、第49条の規定を準用する。 

（委託生の修了認定） 

第85条 委託生として４年以上在学して、各学部・学科の教育課程に従って授業科目を履修し、

所定の単位を修得した者には卒業証書を授与する。 

（委託生の学費） 

第86条 委託生の学費等は、別表⑴に定めるところによる。 

 

第11章 研究生 

（研究生） 

第87条 各学部において、特殊な研究に従事しようとする者に、研究生として入学を許可するこ

とがある。 

２ 前項の規定に基づく入学の時期については、第48条の規定を準用する。 

（研究生の志願） 

第88条 研究生として入学を志願する者は、所定の出願書類に、研究題目・研究計画を記載し

て、願い出なければならない。 

２ 前項の規定に基づく入学資格については、第49条の規定を準用する。 

（研究生の入学許可） 

第89条 研究生として入学することのできる者は、その学部において、選考の上、教授会の議を

経て、学長が適当と認めた者とする。 

（研究生の在学年限） 

第90条 研究生の在学年限は１年とする。ただし、事情によっては、期間の延長を願い出ること

ができる。 

（研究生の研究指導等） 

第91条 研究生は、指導教員の指導に従って、研究に従事するものとする。 

２ 研究生は、指導教員及び担任教員の承諾を得て、学部の授業に出席することができる。 

３ 研究生として相当の成績を示したと認められる者には、研究証明書を与える。 

（研究生の学費） 

第92条 研究生の学費等は、別表⑴に定めるところによる。 

（研究生の補則事項） 

第93条 研究生に関し本章各条に規定しない事項については、この学則を準用するほか、毎年度

の本学研究生募集要項に定める。 

 

第12章 賞罰及び奨学制度 

（表彰） 

第94条 次の各号の一に該当する学生は、教授会の議を経て学長が表彰することがある。 

⑴ 品行・学力ともに優秀な者 

⑵ 篤行のあった者 

（懲戒） 

第95条 学則その他本学の定める諸規則を守らず、学生の本分に反する行為のあった者は、教授

会の議を経て、学長が懲戒を行う。 
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２ 懲戒の種類は、戒告、停学及び退学とする。 

３ 懲戒に関し必要な事項は、別に定める。 

（懲戒に付さない学部長による注意等） 

第96条 前条に定める懲戒に付さない場合にあっても、教授会において、本学の秩序を維持し、

学生の本分を保持させるために必要と認められるときは、学部長は厳重注意又は注意を与える

ことができる。 

（懲戒退学） 

第97条 第95条第２項に定める退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

⑴ 性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

⑵ 学業を怠り、成業の見込みがないと認められた者 

⑶ 正当な理由がなくして出席常でない者 

⑷ 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

（奨学制度） 

第98条 本学に奨学制度を設ける。 

２ 奨学制度に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第13章 雑則 

（雑則） 

第99条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか、この学則の実施の手続その他、その執行

について必要な事項は、別に定める。 

 

第14章 改正 

（改正） 

第100条 この学則の改正は、理事会の議を経て理事長が行う。 

 

附 則（令和４年度（国）学則第１号） 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 前項にかかわらず、別表⑵の授業科目の改正は、令和４年度入学生に適用し、経営情報学部

においては、「会計学」を「会計学I」、「アカデミック・プラクティス」を「ビジネスキャ

リアI」、「プレゼミナールA」を「ビジネスキャリアIIA」、「プレゼミナールB」を「ビジネ

スキャリアIIB」に読み替えるものとする。 

３ 第24条第４号の「医療関係職種養成所指定規則に関係する学部・学科」とは、「理学療法

士」養成の福祉総合学部理学療法学科、「保健師」・「助産師」・「看護師」養成の看護学部

看護学科のことをいう。 

４ 城西国際大学学士入学、編・転入学及び転部（科）に係る細則（平成30年度（国）細則第２

号）は、廃止する。 

附 則（令和５年度（国）学則第１号） 

この改正は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年度（国）学則第１号） 

１ この改正は、令和７年４月１日から施行する。 
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２ 改正後の第24条第１号の規定は、令和５年４月１日以後に実施される演習について適用し、

同日前に実施された演習については、なお従前の例による。 

３ 第１項の規定にかかわらず、別表⑵で新たに掲げられた、経営情報学部総合経営学科、福祉

総合学部福祉総合学科、メディア学部メディア情報学科、薬学部医療薬学科の授業科目につい

ては、令和４年４月１日に入学した者から適用する。 

附 則（令和７年度（国）学則第１号） 

この改正は、令和７年５月14日から施行する。 

附 則（令和７年度（国）学則第●号） 

 （施行期日） 

１ この改正は、令和８年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この学則による改正後の規定は、この学則の施行日以後に第１年次に入学する者から適用

し、施行日において在学する者に係る教育課程については、なお従前の例による。 

３ 第５条の規定にかかわらず、令和８年度から令和12年度までの間の収容定員は、次のとおり

とする。 

学部 学科 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 

経営情報学部 総合経営学科 1,700名 1,700名 1,700名 1,700名 1,700名 

国際人文学部 
国際文化学科 320名 320名 320名 320名 320名 

国際交流学科 460名 420名 380名 340名 340名 

福祉総合学部 
福祉総合学科 430名 290名 140名 0名 0名 

理学療法学科 240名 160名 80名 0名 0名 

薬学部 医療薬学科 700名 680名 660名 660名 660名 

メディア学部 メディア情報学科 1,540名 1,540名 1,540名 1,540名 1,540名 

観光学部 観光学科 400名 400名 400名 400名 400名 

看護学部 看護学科 300名 200名 100名 0名 0名 

健康科学部 

看護学科 100名 200名 300名 400名 400名 

理学療法学科 80名 160名 240名 320名 320名 

福祉総合学科 65名 130名 210名 290名 290名 

４ 第24条第４号の「医療関係職種養成所指定規則に関係する学部・学科」とは、「保健師」・

「助産師」・「看護師」養成の健康科学部看護学科、「理学療法士」養成の健康科学部理学療

法学科のことをいう。 
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別表⑴

本学卒業生 本学卒業生以外

円 円 円 円

35,000 15,000 5,000 25,000

270,000 100,000

270,000 100,000

400,000 300,000

270,000 100,000

270,000 100,000

270,000 100,000

800,000 270,000 １単位に付 １単位に付

800,000 270,000 10,000 10,000

1,430,000 715,000 (各学部共) (各学部共)

800,000 270,000

900,000 270,000

800,000 270,000

1,000,000 500,000

900,000 450,000

800,000 270,000

30,000 30,000

初年度 240,000 120,000

次年度以降 300,000

初年度 240,000 120,000

次年度以降 300,000

初年度 186,000 250,000

次年度以降 (前期) 333,000

次年度以降 (後期) 333,000

初年度 240,000 120,000

次年度以降 300,000

初年度 390,000 120,000

次年度以降 450,000

初年度 240,000 120,000

次年度以降 300,000

国際人文学部

薬学部

メディア学部

　　

(映像芸術コース以外)

看護学科

科目等履修生在籍料

施設設備費

経営情報学部

メディア学部

観光学部

健康科学部

授業料

観光学部

観光学部

学　費　等

　　　　　　　　　　　種別
学費等

入学検定料

学　費

研究生
科目等履修生学部学生

（委託生を含む）

入学金

経営情報学部

国際人文学部

(映像芸術コース)

経営情報学部

国際人文学部

福祉総合学科

理学療法学科

薬学部

健康科学部

メディア学部

(映像芸術コース以外)

(映像芸術コース)

薬学部
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毎年度 350,000 300,000

初年度 250,000 350,000

次年度以降 450,000

初年度 240,000 120,000

次年度以降 300,000

毎年度 230,000 200,000

毎年度 230,000 200,000

(注) １．日本国外から志願する外国人留学生については、入学検定料、入学金及び授業料を減額することがある。

２．入学者選抜区分ごとに併願する者には、入学検定料を減額することがある。

３．社会人を対象とした入学者選抜で入学した学生については、授業料及び施設設備費を減額することがある。

４．委託生の入学金及び授業料は、予定在学期間及び履修授業科目数等により減額することがある。

５．研究生のうち本学卒業生については、入学金を免除し、授業料も減額することがある。

６．研究生には、研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。

７．休学在籍料は、以下のとおりとする。

半期休学 　60,000円

１年休学　120,000円

８．外国人留学生が兵役のための休学に際し納入する兵役在籍料は、年額10,000円とする。

９．再入学を許可された場合の再入学金は、50,000円とする。

健康科学部

福祉総合学科

理学療法学科

理学療法学科

実習費

看護学科

看護学科

健康科学部
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別表⑵

１．経営情報学部 総合経営学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考

－学則－22－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

Drug Action Science 2

症状に合わせた健康セルフケア 2

感染症とくすり 2

ハーブ・サプリメント・漢方薬 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

TOEIC Preparation A 2

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

中国語I 2

中国語II 2

韓国語I 2

韓国語II 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

フランス語I 2

フランス語II 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

日本語I 2

日本語II 2

統合日本語I 2

統合日本語II 2

日本語アカデミック･ライティング 2

日本語アカデミック･スピーキング 2

社会と文化の日本語A 2

社会と文化の日本語B 2

日本語(言語知識) 2

日本語(読解･聴解) 2

日本語A 2

日本語B 2

日本語C 2

日本語D 2

日本語E 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

キャリア形成科目群

ビジネスキャリアI 1

ビジネスキャリアIIA 1

ビジネスキャリアIIB 1

ビジネスキャリア実践A 1

ビジネスキャリア実践B 1

キャリアプランニングA 1

キャリアプランニングB 1

インターンシップ 2

海外ビジネス研修I 2

海外ビジネス研修II 2

海外ビジネス研修III 2

海外ビジネス研修IV 2

専門基礎科目群

経営学総論 2

企業と社会 2

ミクロ経済学の基礎 2

マクロ経済学の基礎 2

経済学入門 2

経済原論A 2

経済原論B 2

消費生活と行政 2

流通論 2

マーケティングリサーチ 2

デジタルマーケティング 2

ロジスティクス概論 2

初級簿記 2

中級簿記 2

会計学I 2

会計学II 2

ファイナンスの基礎I 2

ファイナンスの基礎II 2

経営情報基礎論B 2

情報化戦略とマネジメントA 2

情報学演習A 2

情報学演習B 2

情報理論 2

情報ネットワーク論 2

グローバル･コミュニケーション総論 2

法律学概論 2

日本の歴史A 2

日本の歴史B 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

外国史概説 2

地理学A 2

地理学B 2

地誌 2

政治学入門 2

アロマテラピーI 2

アロマテラピーII 1

スポーツ科学C 1

スポーツ科学D 1

心と身体の科学 2

健康管理概論 2

Basic Writing Skills I 2

Intermediate Practical Discussion Skills I 2

Intermediate Reading Skills I 2

日本語III 2

統合日本語III 2

ビジネス日本語I 2

ビジネス日本語II 2

キャリア日本語(就職) 2

キャリア日本語(進学) 2

Fundamentals of Japanese A 4

Fundamentals of Japanese B 4

Fundamentals of Japanese C 4

Fundamentals of Japanese D 4

Intermediate Japanese Skills A 4

Intermediate Japanese Skills B 4

JLPT Preparation A 2

JLPT Preparation B 2

専門科目群I

ゲーム理論 2

行動経済学 2

経営戦略論 2

人的資源管理論 2

経営組織論 2

組織行動論 2

消費者行動論 2

国際マーケティング論 2

マーケティングサイエンス 2

ブランド戦略論 2

国際ロジスティクス論 2

民法A 2

民法B 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

商法 2

会社法A 2

会社法B 2

税法A 2

税法B 2

財務諸表論A 2

財務諸表論B 2

財務会計特論 2

原価計算論I 2

原価計算論II 2

管理会計特論 2

財務分析A 2

財務分析B 2

ファイナンシャルプランニング論A 2

ファイナンシャルプランニング論B 2

コーポレートファイナンス 2

インベストメントファイナンス 2

ファイナンス特論 2

ソフトウェア会計 2

ビジネスデータ分析A 2

ビジネスデータ分析B 2

情報化戦略とマネジメントB 2

情報セキュリティB 2

情報学演習C 2

アルゴリズムB 2

プログラミングB 2

プログラミングC 2

データベース 2

データマイニング 2

ビッグデータ 2

ICT プロジェクトマネジメント 2

異文化コミュニケーション論 2

異文化組織マネジメント 2

Introduction to Global Management 2

経営管理総論 2

人事労務管理論 2

企業倫理論 2

事業と継承 2

金融論 2

起業マネジメント論 2

国際経営論 2

中小企業論 2

地域振興論 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

国際経済学 2

ミクロ経済学 2

マクロ経済学 2

財政学 2

国際法 2

環境政策論 2

地域生態系保全論 2

体つくり運動 1

器械運動 1

陸上競技 1

水泳 1

サッカー 1

バスケットボール 1

バレーボール 1

ソフトボール 1

柔道 1

ダンス 1

スキー 1

運動学(運動方法学を含む) 2

体育史 2

スポーツ心理学 2

運動生理学 2

解剖生理学 2

スポーツ栄養学 2

救急処置(実習を含む) 2

スポーツ経営学 2

スポーツビジネス論 2

スポーツアロマテラピー 2

体力トレーニング実習 1

スポーツ医学 2

健康運動指導法(実習を含む) 2

衛生･公衆衛生学 2

学校保健学 2

スポーツと地域振興 2

地域スポーツマネジメント論I 2

地域スポーツマネジメント論II 1

専門科目群II

ゼミナールA 2

ゼミナールB 2

ゼミナールC 2

ゼミナールD 2

ゼミナールE 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

プロジェクト研究A 2

プロジェクト研究B 2

専門科目群III

教職論 2

教育課程論 2

道徳教育の理論と方法 2

教育原理 2

教育心理学 2

教育制度 2

特別活動論 2

生徒指導(進路指導の理論及び方法を含む) 2

特別のニーズ教育論 2

総合的な学習の時間の指導法 2

教育方法論(ICT活用を含む) 2

教育相談(カウンセリングを含む) 2

介護等体験 2

教育実習I(事前及び事後指導を含む) 3

教育実習II 2

教職実践演習(中･高) 2

社会科教育法I 2

社会科教育法II 2

社会科教育法III 2

社会科教育法IV 2

公民科教育法I 2

公民科教育法II 2

保健体育科教育法I 2

保健体育科教育法II 2

保健体育科教育法III 2

保健体育科教育法IV 2

計 18 540 67

－学則－29－



別表⑵

２．国際人文学部 国際文化学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

Drug Action Science 2

症状に合わせた健康セルフケア 2

感染症とくすり 2

ハーブ・サプリメント・漢方薬 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

－学則－31－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

TOEIC Preparation A 2

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

Basic Writing Skills I 2

Basic Writing Skills II 2

Intermediate Practical Discussion Skills I 2

Intermediate Practical Discussion Skills II 2

Intermediate Writing Skills I 2

Intermediate Writing Skills II 2

Intermediate Reading Skills I 2

Intermediate Reading Skills II 2

Advanced Discussion Skills 1

Advanced Reading Skills 1

Business English Writing 2

Spoken Business English 2

Oral Fluency III 2

Oral Fluency IV 2

Topics for Cross-cultural Communication: Global Issues A 1

Topics for Cross-cultural Communication: Global Issues B 1

中国語I 2

中国語II 2

中国語III 2

中国語IV 2

中国語V 2

中国語VI 2

韓国語I 2

韓国語II 2

韓国語III 2

韓国語IV 2

韓国語V 2

韓国語VI 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

ドイツ語III 2

ドイツ語IV 2

ドイツ語V 2

ドイツ語VI 2

－学則－32－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

フランス語I 2

フランス語II 2

フランス語III 2

フランス語IV 2

フランス語V 2

フランス語VI 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

スペイン語III 2

スペイン語IV 2

スペイン語V 2

スペイン語VI 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ハンガリー語III 2

ハンガリー語IV 2

ハンガリー語V 2

ハンガリー語VI 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

ポーランド語III 2

ポーランド語IV 2

ポーランド語V 2

ポーランド語VI 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

チェコ語III 2

チェコ語IV 2

チェコ語V 2

チェコ語VI 2

日本語I 2

日本語II 2

日本語III 2

統合日本語I 2

統合日本語II 2

統合日本語III 2

専門日本語(ホテル･観光) 2

専門日本語(異文化コミュニケーション) 2

ビジネス日本語I 2

ビジネス日本語II 2

キャリア日本語(就職) 2

キャリア日本語(進学) 2

日本語アカデミック･ライティング 2

日本語アカデミック･スピーキング 2

日本語(言語知識) 2

－学則－33－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本語(読解･聴解) 2

日本語A 2

日本語B 2

日本語C 2

日本語D 2

日本語E 2

キャリア形成科目群

基礎演習A 1

基礎演習B 2

基礎演習C 2

キャリア形成演習 2

ビジネス入門 2

航空･空港キャリア概論A 2

航空･空港キャリア概論B 2

専門基礎科目群

歴史･文化の視点 2

異文化理解 2

世界の中の日本 2

比較文化概論 2

文化人類学 2

言語学概論 2

日本文学概論 2

視覚文化論 2

社会学入門 2

日本の歴史A 2

日本の歴史B 2

外国史概説 2

アメリカ文化概論 2

中国概論 2

韓国現代文化 2

日本語学概論A 2

日本語学概論B 2

専門科目群I

国際文化入門 2

現代文化論 2

日本の伝統文化 2

日本民俗学 2

日本文化論 2

日本語表現 2

日本文学史 2

日本の文学(古典) 2

日本の文学(近･現代) 2

－学則－34－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

アメリカ文学概論 2

アメリカの歴史 2

ラテンアメリカの歴史 2

ドイツの社会と文化 2

中国の歴史 2

日本美術 2

西洋美術 2

国際日本学 2

文化交流史(日本:アジア) 2

文化交流史(日本:欧米) 2

日本とアジア 2

日本と北米 2

日本と中南米 2

日本とヨーロッパ 2

日中比較文化 2

多文化社会論 2

International Communication 2

Language Acquisition 2

Multimedia Production 2

Topics in Culture and Society in Japan 2

Topics in Japanese Manga and Animation 2

日本語の文法A 2

日本語の文法B 2

日本語の語彙･意味 2

日本語の音声 2

英語で読む社会 2

英語で読む文化 2

英語で読む文学 2

中国語コミュニケーションI 2

中国語コミュニケーションII 2

クリティカル･リーディングA 1

クリティカル･リーディングB 1

国際文化プロジェクト 2

専門科目群II

韓国語プロジェクト(話す･聞く)I 2

韓国語プロジェクト(書く･読む)I 2

韓国語プロジェクト(話す･聞く)II 2

韓国語プロジェクト(書く･読む)II 2

韓国語プロジェクト(話す･聞く)III 2

韓国語プロジェクト(書く･読む)III 2

韓国の歴史 2

韓国の政治と社会 2

韓国の映像と文学 2

日韓通訳技法I 2

－学則－35－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日韓通訳技法II 2

日韓翻訳プロジェクトI 2

日韓翻訳プロジェクトII 2

日韓比較文化 2

日韓交流プロジェクトA 2

日韓交流プロジェクトB 2

韓国語検定演習A 2

韓国語検定演習B 2

韓国語検定演習C 2

専門科目群III

国際文化演習I 2

国際文化演習II 2

国際文化演習III 2

国際文化演習IV（卒業論文又は制作を含む） 6

コミュニケーション・インターンシップ 3

国際文化研修A 2

国際文化研修B 2

専門科目群IV

国際法 2

国際経済学 2

国際関係論 2

日中翻訳技法I 2

日中翻訳技法II 2

日中通訳技法I 2

日中通訳技法II 2

日本語教授法(教授法) 2

日本語教授法(コースデザイン･評価) 2

日本語教授法(教材･教具) 2

日本語教育事情 2

日本語教育実習I 2

日本語教育実習II 2

異文化間コミュニケーション論 2

第二言語習得論 2

社会言語学 2

言語学 2

家族論 2

アジアの女性論 2

アジア国際関係論 2

ヨーロッパの社会と文化 2

ヨーロッパ地域文化研究 2

近代イギリス文学 2

漢文講読 2

書道(書写中心) 2

－学則－36－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

経済原論A 2

経済原論B 2

地理学A 2

地理学B 2

地誌 2

文化遺産 2

生涯学習論 2

ミュゼオロジー入門 2

ミュージアムと展示 2

ミュージアムの資料 2

専門科目群V

教育原理 2

教育課程論 2

教職論 2

教育心理学 2

特別のニーズ教育論 2

教育制度 2

教育方法論(ICT活用を含む) 2

国語科教育法I 2

国語科教育法II 2

国語科教育法III 2

国語科教育法IV 2

道徳教育の理論と方法 2

総合的な学習の時間の指導法 2

特別活動論 2

生徒指導(進路指導の理論及び方法を含む) 2

教育相談(カウンセリングを含む) 2

介護等体験 2

教育実習I(事前及び事後指導を含む) 3

教育実習II 2

教職実践演習(中･高) 2

計 22 581 47

－学則－37－



別表⑵

３．国際人文学部 国際交流学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考

－学則－38－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

Drug Action Science 2

症状に合わせた健康セルフケア 2

感染症とくすり 2

ハーブ・サプリメント・漢方薬 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

－学則－39－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

Oral Fluency III 2

Oral Fluency IV 2

Topics for Cross-Cultural Communication: Global Issues A 1

Topics for Cross-Cultural Communication: Global Issues B 1

TOEIC A 1

TOEIC B 1

TOEIC C 1

TOEIC D 1

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Specific Purposes C 2

English for Specific Purposes D 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

中国語I 2

中国語II 2

中国語III 2

中国語IV 2

中国語V 2

中国語VI 2

韓国語I 2

韓国語II 2

韓国語III 2

韓国語IV 2

韓国語V 2

韓国語VI 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

ドイツ語III 2

ドイツ語IV 2

ドイツ語V 2

ドイツ語VI 2

フランス語I 2

フランス語II 2

フランス語III 2

フランス語IV 2

フランス語V 2

フランス語VI 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

スペイン語III 2

スペイン語IV 2

－学則－40－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

スペイン語V 2

スペイン語VI 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ハンガリー語III 2

ハンガリー語IV 2

ハンガリー語V 2

ハンガリー語VI 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

ポーランド語III 2

ポーランド語IV 2

ポーランド語V 2

ポーランド語VI 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

チェコ語III 2

チェコ語IV 2

チェコ語V 2

チェコ語VI 2

日本語I 2

日本語II 2

統合日本語I 2

統合日本語II 2

日本語アカデミック･ライティング 2

日本語アカデミック･スピーキング 2

Basic Writing Skills I 2

Basic Writing Skills II 2

Intermediate Practical Discussion Skills I 2

Intermediate Practical Discussion Skills II 2

Intermediate Writing Skills I 2

Intermediate Writing Skills II 2

Intermediate Reading Skills I 2

Intermediate Reading Skills II 2

Advanced Discussion Skills 1

Advanced Reading Skills 1

Business English Writing 2

Spoken Business English 2

日本語III 2

統合日本語III 2

専門日本語(ホテル･観光) 2

専門日本語(異文化コミュニケーション) 2

ビジネス日本語I 2

ビジネス日本語II 2

キャリア日本語(就職) 2

－学則－41－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

キャリア日本語(進学) 2

日本語(言語知識) 2

日本語(読解･聴解) 2

日本語A 2

日本語B 2

日本語C 2

日本語D 2

日本語E 2

Fundamentals of Japanese A 4

Fundamentals of Japanese B 4

Fundamentals of Japanese C 4

Fundamentals of Japanese D 4

JLPT Preparation A 2

JLPT Preparation B 2

Intermediate Japanese Skills A 4

Intermediate Japanese Skills B 4

Intermediate Japanese Skills C 4

Intermediate Japanese Skills D 4

Japanese Project Education A 2

Japanese Project Education B 2

 

キャリア形成科目群

基礎ゼミA 1

基礎ゼミB 2

キャリア形成演習 2

ビジネス入門 2

航空･空港キャリア概論A 2

航空･空港キャリア概論B 2

キャリア・デザイン・インターンシップ 2

観光ビジネス基礎 2

専門基礎科目群

異文化理解 2

世界の中の日本 2

国際コミュニケーション入門 2

留学プランニング 2

国際日本学 2

日本の歴史A 2

日本の歴史B 2

社会学入門 2

経済原論A 2

経済原論B 2

ヨーロッパの社会と文化 2

比較文化概論 2

文化人類学 2

－学則－42－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

外国史概説 2

アメリカ文学概論 2

近代イギリス文学 2

地理学A 2

地理学B 2

専門科目群I

国際協力論 2

国際ボランティア論 2

日本と北米 2

日本とヨーロッパ 2

日本とアジア 2

アジアの女性論 2

国際機構論 2

国際開発論 2

国際関係論 2

アジア国際関係論 2

アメリカ対外関係論 2

ヨーロッパ地域文化研究 2

開発と女性 2

文化交流史(日本:アジア) 2

文化交流史(日本:欧米) 2

日本文化論 2

西洋美術 2

文化遺産 2

国際法 2

国際経済学 2

Topics in Culture and Society in Japan 2

Topics in Japanese Manga and Animation 2

専門科目群II

言語学概論 2

社会言語学 2

言語学 2

英語学概論A 2

英語学概論B 2

言語･非言語コミュニケーション論 2

第二言語習得論 2

異文化間コミュニケーション論 2

児童英語教授法I 2

児童英語教授法II 2

英米児童文学A 2

英米児童文学B 2

発達心理学 2

International Communication 2

－学則－43－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

Language Acquisition 2

Multimedia Production 2

English Project Education A 2

English Project Education B 2

Mentor Program I 2

Mentor Program II 2

English Teaching Methodology I 2

English Teaching Methodology II 2

Oral English for Children A 2

Oral English for Children B 2

専門科目群III

日本語学概論A 2

日本語学概論B 2

日本語の音声 2

日本語の語彙･意味 2

日本語の文法A 2

日本語の文法B 2

日本語教授法(教授法) 2

日本語教授法(コースデザイン･評価) 2

日本語教授法(教材･教具) 2

日本語教育事情 2

日本語教育実習I 2

日本語教育実習II 2

専門科目群IV

国際交流演習I 2

国際交流演習II 2

国際交流演習III 2

国際交流演習IV 2

国際交流研修A 2

国際交流研修B 2

国際交流研修C 2

コミュニケーション・インターンシップ 3

卒業論文 4

専門科目群V

教育原理 2

教育課程論 2

教職論 2

教育心理学 2

特別のニーズ教育論 2

教育制度 2

教育方法論(ICT活用を含む) 2

英語科教育法I 2

－学則－44－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

英語科教育法II 2

英語科教育法III 2

英語科教育法IV 2

道徳教育の理論と方法 2

総合的な学習の時間の指導法 2

特別活動論 2

生徒指導(進路指導の理論及び方法を含む) 2

教育相談(カウンセリングを含む) 2

介護等体験 2

教育実習I(事前及び事後指導を含む) 3

教育実習II 2

教職実践演習(中･高) 2

計 30 545 47

－学則－45－



別表⑵

４．薬学部 医療薬学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考

－学則－46－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

TOEIC Preparation A 2

－学則－47－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

日本語I 2

日本語II 2

統合日本語I 2

統合日本語II 2

日本語アカデミック･ライティング 2

日本語アカデミック･スピーキング 2

社会と文化の日本語A 2

社会と文化の日本語B 2

キャリア形成科目群

医療薬学基礎ゼミ 1

薬学概論A 2

薬学概論B 1

医療倫理 2

情報メディア演習 1

コミュニケーション論演習 1

ライフステージIPE A 1

ライフステージIPE B 1

ライフステージIPE C 1

薬剤師倫理 1

専門基礎科目群

薬学基礎化学 1

薬学基礎生物 1

薬学基礎物理 1

専門科目群I

薬学外国書講読 2

化学A 2

化学B 2

有機化学A 2

有機化学B 2

化学系演習 1

解剖生理学 2

生物学 2

生理化学A 2

生理化学B 2

物理化学 2

－学則－48－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

分析科学A 2

分析科学B 2

物理薬剤学 2

薬品放射科学 2

細胞生理学 2

生物系演習 1

微生物学A 2

微生物学B 2

生体防御学 2

分子生物学 2

公衆衛生学 2

基礎栄養学 2

食品衛生学 2

環境衛生学 2

毒性学 2

香粧品論 2

衛生薬学演習 1

薬理学序論 2

薬理学A 2

薬理学B 2

薬理学C 2

生薬学 2

医薬品化学A 2

医薬品化学B 1

病態解析学 2

病態解析学演習 1

臨床化学 2

薬物治療学A 2

薬物治療学B 2

薬物治療学C 2

薬物治療学D 2

薬物治療学演習 1

医療薬剤学A 2

医療薬剤学B 2

医療薬剤学C 2

医療薬剤学D 2

医薬品情報学 2

臨床薬物動態学 2

製剤学A 2

製剤学B 2

臨床栄養学 2

食品機能学 2

先端医療論 2

臨床薬理学 2

漢方医学 2

－学則－49－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

薬事関係法規 2

医療統計学 2

薬剤疫学 2

基礎薬学実習 2

化学系実習 2

生物系実習 2

医療薬学系実習A 2

医療薬学系実習B 2

病院･薬局事前学習 5

プロジェクト薬学 1

Introduction to Health Science 2

Practical English for Pharmacists 2

薬学グローバル研修 2

薬学実践グローバル研修 2

総合演習A 1

総合演習B 1

総合演習C 1

総合演習D 1

総合演習E 1

薬学総合演習A 2

薬学総合演習B 2

専門科目群II(ゼミ研究･実践科目）

病院・薬局実務実習 20

卒業研究及び卒業論文A 1

卒業研究及び卒業論文B 3

卒業研究及び卒業論文C 2

ファーマシューティカルケア特論演習 2

薬局セルフケア特論演習A 2

薬局セルフケア特論演習B 2

薬局機能特論演習 2

地域ケア特論演習A 2

地域ケア特論演習B 2

ライフステージIPE D 1

ジェンダー･ライフステージ薬学特論演習 2

病院機能特論演習 2

医薬品開発特論演習 2

アドバンスト実務実習 2

計 163 231 8

－学則－50－



別表⑵

５．メディア学部 メディア情報学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考

－学則－51－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

Drug Action Science 2

症状に合わせた健康セルフケア 2

感染症とくすり 2

ハーブ・サプリメント・漢方薬 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

－学則－52－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

TOEIC Preparation A 2

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

中国語I 2

中国語II 2

韓国語I 2

韓国語II 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

フランス語I 2

フランス語II 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

日本語I 2

日本語II 2

統合日本語I 2

統合日本語II 2

日本語アカデミック･ライティング 2

日本語アカデミック･スピーキング 2

社会と文化の日本語A 2

社会と文化の日本語B 2

日本語(言語知識) 2

日本語(読解･聴解) 2

日本語A 2

日本語B 2

日本語C 2

日本語D 2

日本語E 2

メディア共通科目群

－学則－53－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

メディア概論A 2

メディア概論B 1

メディア概論C 1

メディア概論D 1

メディア概論E 1

メディア概論F 1

メディア基礎演習A 2

メディア基礎演習B 2

メディア基礎演習C 2

メディア基礎演習D 2

メディア基礎演習E 2

メディア基礎演習F 2

デジタルメディアA 2

デジタルメディアB 2

キャリア形成科目群

基礎ゼミIA 1

基礎ゼミIB 1

基礎ゼミIC 1

基礎ゼミIIA 1

基礎ゼミIIB 1

基礎ゼミIIC 1

基礎ゼミIID 1

メディア海外研修A 2

メディア海外研修B 2

キャリアデザインA 2

キャリアデザインB 2

資格取得プロジェクトA 2

資格取得プロジェクトB 2

専門基礎科目群

プランニング 2

マネタイジング 2

クリエイティブシンキング 2

クリティカルシンキング 2

ヴァーチャルリアリティ概論 2

デザイン概論 2

エンタテインメント概論 2

メディア産業研究 2

ニューメディアビジネス 2

ステージ空間概論 2

ミュージカル研究 2

服飾文化研究 2

芸術文化研究 2

シナリオ研究 2

－学則－54－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

コンテンポラリーアート論 2

表現基礎A 2

表現基礎B 2

デッサン基礎I 2

デッサン基礎II 2

Webデザイン 2

デジタルクリエイティブ基礎 2

ソーシャルメディア研究 2

映像コンテンツプランニング 2

ブランディング 2

音楽作品研究 2

映像作品研究A 2

映像作品研究B 2

映像作品研究C 2

映像作品研究D 2

日米映画比較研究 2

English for Media Professionals I 2

English for Media Professionals II 2

しゃべりのスキルUp II 2

専門科目群I

データベースI 2

データベースII 2

プログラミングI 2

プログラミングII 2

データ構造とアルゴリズム論 2

メディアテクノロジーIA 2

メディアテクノロジーIIA 2

メディアテクノロジーIB 2

メディアテクノロジーIIB 2

メディアアーツIA 2

メディアアーツIIA 2

メディアアーツIB 2

メディアアーツIIB 2

メディアデザインIA 2

メディアデザインIIA 2

メディアデザインIB 2

メディアデザインIIB 2

イラストレーションI 2

イラストレーションII 2

グラフィックデザインI 2

グラフィックデザインII 2

エディトリアルデザインI 2

エディトリアルデザインII 2

デジタルデザインA 2

－学則－55－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

デジタルデザインB 2

生活文化デザイン 2

映像演出 2

シナリオライティング 2

映像撮影照明A 2

映像撮影照明B 2

デジタル映像編集A 2

デジタル映像編集B 2

スタジオ番組A 4

スタジオ番組B 2

映像録音A 2

映像録音B 2

映像･舞台美術 2

映像･舞台美術デザイン 2

CG映像I 2

CG映像II 2

人体デッサン 2

美術解剖学 2

アニメーションI 2

アニメーションII 2

3DCG制作I 2

3DCG制作II 2

ステージ基礎 1

ステージ運営 2

ステージ総合I 2

ステージ総合II 2

ステージ総合III 4

ステージ衣装I 2

ステージ衣装II 2

ステージ照明I 2

ステージ照明II 2

ステージ音響I 2

ステージ音響II 2

表現基礎演習A 2

表現基礎演習B 2

表現実習IA 1

表現実習IIA 1

表現実習IB 1

表現実習IIB 1

声優演技A 1

声優演技B 1

ダンス実習A 1

ダンス実習B 1

ダンス実習C 1

ダンス実習D 1

－学則－56－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

音楽表現基礎演習A 2

音楽表現基礎演習B 2

音楽表現実習IA 1

音楽表現実習IIA 1

音楽表現実習IB 1

音楽表現実習IIB 1

演劇制作 2

戯曲ライティング 2

現代演芸I 2

現代演芸II 2

音楽理論I 1

音楽理論II 1

音楽理論III 1

サウンドデザインI 2

サウンドデザインII 2

デジタルレコーディングIA 2

デジタルレコーディングIIA 2

デジタルレコーディングIB 2

デジタルレコーディングIIB 2

DTM作曲I 2

DTM作曲II 2

Pro Tools認定対策I 2

Pro Tools認定対策II 2

音響効果 2

eスポーツビジネス 2

芸能マネジメント 2

映像プロデュース 2

音楽プロデュース 2

ステージプロデュース 2

サブカルチャー研究 2

専門科目群Ⅱ

プロジェクト研究A 2

プロジェクト研究B 2

プロジェクト研究C 2

プロジェクト研究D 2

プロジェクト研究E 2

卒業論文および制作 2

制作演習A 2

制作演習B 2

制作演習C 2

制作演習D 2

制作演習E 2

制作演習F 2

制作演習G 2

－学則－57－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

制作演習H 2

総合演習A 4

総合演習B 4

総合演習C 4

総合演習D 4

メディアプロジェクトA 2

メディアプロジェクトB 2

メディアプロジェクトC 2

メディアプロジェクトD 2

メディアプロジェクトE 2

計 28 553 14

－学則－58－



別表⑵

６．観光学部 観光学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考

－学則－59－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

Drug Action Science 2

症状に合わせた健康セルフケア 2

感染症とくすり 2

ハーブ・サプリメント・漢方薬 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

－学則－60－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

TOEIC Preparation A 2

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

中国語I 2

中国語II 2

中国語III 2

中国語IV 2

韓国語I 2

韓国語II 2

韓国語III 2

韓国語IV 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

フランス語I 2

フランス語II 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ハンガリー語III 2

ハンガリー語IV 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

日本語I 2

日本語II 2

日本語III 2

統合日本語I 2

統合日本語II 2

統合日本語III 2

日本語アカデミック･ライティング 2

日本語アカデミック･スピーキング 2

社会と文化の日本語A 2

社会と文化の日本語B 2

English Skills for International Tourism 2

Reading and Writing for International Tourism 2

－学則－61－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

Discussion and Presentation in Tourism 2

English for Tourism A 2

English for Tourism B 2

専門日本語 (福祉･介護) 2

専門日本語(ホテル･観光) 2

専門日本語(文学･評論) 2

専門日本語(異文化コミュニケーション) 2

日本語プロジェクト教育A 2

日本語プロジェクト教育B 2

ビジネス日本語I 2

ビジネス日本語II 2

キャリア日本語(就職) 2

キャリア日本語(進学) 2

日本語（言語知識） 2

日本語（読解・聴解） 2

日本語Ａ 2

日本語Ｂ 2

日本語Ｃ 2

日本語Ｄ 2

日本語Ｅ 2

キャリア形成科目群

キャリア形成A 1

キャリア形成B 1

キャリア形成C 1

キャリア形成D 1

キャリア形成E 1

キャリア形成F 1

キャリア形成G 1

キャリア形成H 1

キャリア形成I 1

キャリア形成J 1

キャリア形成K 1

キャリア形成L 1

キャリア形成M 1

キャリア形成N 1

キャリア形成O 1

観光実務 2

国内研修 2

海外研修A 2

海外研修B 2

海外研修C 2

インターンシップ(国内) 2

インターンシップ(海外) 2

インターンシップ(長期) 6

－学則－62－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

観光ビジネス特別講座 2

デジタルメディアA 2

デジタルメディアB 2

専門基礎科目群

観光と社会 2

観光人類学 2

観光行動論 2

観光地理概論 2

観光政策 2

旅行ビジネス基礎 2

観光まちづくり概論 2

観光マーケティング 2

観光と芸術 2

観光と自然資源 2

観光と文化財 2

観光と食農･漁業 2

観光メディアリテラシーA 2

観光メディアリテラシーB 2

専門科目群I（観光学）

ニューツーリズム 2

観光ビジネス経営管理 2

旅行ビジネス 2

ホテル･旅館ビジネス 2

エアラインビジネス 2

観光交通 2

イベント･ブライダルビジネス 2

アジア観光研究 2

欧米観光研究 2

観光まちづくり事例研究 2

地域観光 2

観光地経営 2

開発経済学 2

地域デザイン 2

観光メディア制作基礎A 2

観光メディア制作基礎B 2

専門科目群II（ゼミ研究・実践）

観光プロジェクトA 2

観光プロジェクトB 2

観光メディア制作応用A 2

観光メディア制作応用B 2

観光ゼミナールA 2

観光ゼミナールB 2

－学則－63－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

観光ゼミナールC 2

観光ゼミナールD 2

卒業論文 4

計 7 395 14

－学則－64－



別表⑵

７．健康科学部 看護学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考

－学則－65－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

TOEIC Preparation A 2

－学則－66－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

中国語I 2

中国語II 2

韓国語I 2

韓国語II 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

フランス語I 2

フランス語II 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

キャリア形成科目群

プロジェクト教育A 1

プロジェクト教育B 1

グローバルヘルスA 1

グローバルヘルスB 1

専門基礎科目群I

死生学 2

社会福祉原論 2

児童福祉論 1

高齢者福祉論 1

保健医療福祉行政論 2

ライフステージIPE A 1

ライフステージIPE B 1

ライフステージIPE C 1

関係法規 1

保健医療統計学 2

地域母子保健A 1

学校保健 2

家族発達支援論 1

医療英語 2

－学則－67－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

人間関係論 2

看護情報学 1

科学基礎 1

専門基礎科目群II

医学概論 1

人体の構造機能A 2

人体の構造機能B 2

疾病治療学A 2

疾病治療学B 2

臨床栄養学 2

疫学 2

病原微生物学 2

臨床生化学 1

臨床心理学 1

臨床免疫学 2

周産期医学A 1

周産期医学B 1

ポイントオブケア（POC）理論 2

感染症学 1

臨床薬理学 2

薬学系演習 1

臨床薬物動態論 1

ゲノム医療 2

薬物療法管理論 2

臨床治験学概論 2

東洋医学概論 1

専門科目群I

看護学概論 1

看護方法論A 2

看護方法論B 1

看護方法論演習A 1

看護方法論演習B 2

看護方法論演習C 2

看護方法論演習D 1

看護管理 1

基礎看護学実習A 1

基礎看護学実習B 2

サービスラーニング 1

専門科目群II

成人･老年看護学概論 2

クリティカルケア方法論 2

クリティカルケア方法論演習 1

－学則－68－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

クリティカルケア実習 3

慢性疾患看護方法論 2

慢性疾患看護方法論演習 1

慢性疾患看護実習 3

老年看護方法論 2

老年看護方法論演習 1

老年看護学実習 2

母子看護学概論 2

母性看護方法論 2

母性看護方法論演習 1

母性看護学実習 2

小児看護方法論 2

小児看護方法論演習 1

小児看護学実習 2

精神看護学概論 1

精神看護方法論 2

精神看護方法論演習 1

精神看護学実習 2

専門科目群III

世界の中の日本 1

地域･在宅看護概論 1

地域･在宅看護方法論 2

地域･在宅看護方法論演習 1

公衆衛生看護学概論 2

地域･在宅看護実習 2

地域包括ケア実習 1

国際看護 1

フォレンジック看護 1

災害看護 1

災害看護演習 1

感染看護 1

終末期看護論 2

専門科目群IV

医療倫理学 2

看護研究方法論 1

総合看護学演習A 1

総合看護学演習B 1

卒業論文 2

フィールド教育 1

地域母子保健実習A 1

インターンシップ 1

ライフステージIPE D 1

地域母子保健実習B 1

－学則－69－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

未来講座－これからの看護 1

専門科目群V

健康支援と健康教育 2

地域診断と地域活動 2

公衆衛生看護活動論 2

公衆衛生看護活動論演習A 1

公衆衛生看護活動論演習B 2

健康政策論 1

公衆衛生看護学実習 3

助産学概論 1

周産期医学C 2

助産診断･技術学A 1

助産診断･技術学B 3

助産診断･技術学C 1

助産診断･技術学D 1

助産診断･技術学E 1

助産診断･技術学F 1

ウィメンズヘルス支援論 2

助産管理 1

地域母子保健B 1

助産学実習A 1

助産学実習B 8

周産期の家族支援 1

養護概説 2

教職論 2

教育原理 2

教育心理学 2

特別のニーズ教育論 2

教育課程論 2

教育制度 2

道徳教育の理論と方法 2

教育方法論 2

特別活動と総合的な学習の時間 2

生徒指導 2

教育相談(カウンセリングを含む) 2

養護実習(事前及び事後指導を含む) 5

教職実践演習(養護) 2

計 112 244 69

－学則－70－



別表⑵

８．健康科学部 理学療法学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考

－学則－71－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

TOEIC Preparation A 2

－学則－72－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

中国語I 2

中国語II 2

韓国語I 2

韓国語II 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

フランス語I 2

フランス語II 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

キャリア形成科目群

基礎ゼミI 1

基礎ゼミII 1

理学療法ゼミ 1

世界の理学療法 1

グローバル研修A 1

グローバル研修B 1

専門基礎科目群I

基礎物理学 1

医療倫理学 2

医療コミュニケーション論 2

専門基礎科目群II

人体の構造 2

人体の構造演習 2

人体の機能 2

人体の機能演習 2

運動学I 2

運動学II 2

運動学演習 1

－学則－73－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

人間発達学 2

臨床心理学 1

機能解剖学 1

専門基礎科目群III

整形外科系医療学 2

内科系医療学 2

精神医学系医療学 1

公衆衛生学 1

病理学 2

神経内科系医療学 2

薬学概論 1

医療概論 2

老年学 1

障害予防概論 1

専門基礎科目群IV

リハビリテーション科学 2

保健医療福祉概論 1

多職種間連携教育 1

多職種間連携教育実習 1

生活環境論 1

理学療法教育法 2

専門科目群I

理学療法概論 2

理学療法研究法 1

医療統計学 1

卒業研究I 1

卒業研究II 1

基礎理学療法学 2

基礎理学療法学演習 1

バイオメカニクス論 1

専門科目群II

職業倫理管理学 2

基礎理学療法評価学 2

基礎理学療法評価学実習 1

疾患別理学療法評価学 2

疾患別理学療法評価学演習(神経系) 1

疾患別理学療法評価学演習(運動器系) 1

疾患別理学療法評価学演習(内部障害系) 1

疾患別理学療法治療学 2

疾患別理学療法治療学実習(神経系) 1

疾患別理学療法治療学実習(運動器系) 1

－学則－74－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

疾患別理学療法治療学実習(内部障害系) 1

日常生活活動学 1

日常生活活動学実習 1

義肢装具学 2

義肢装具学実習 1

物理療法学 2

物理療法学実習 1

発達系理学療法学 2

スポーツ系理学療法学 1

理学療法学セミナーI 1

理学療法学セミナーII 1

理学療法技術演習(発達･高次脳機能) 1

理学療法技術演習(徒手技術) 1

理学療法技術演習(呼吸･循環･代謝) 1

理学療法技術演習(先進医療機器) 1

理学療法技術演習(スポーツ) 1

理学療法技術演習(トレーニング) 1

地域理学療法学 2

地域理学療法学演習 1

専門科目群III

理学療法学総合演習A 1

理学療法学総合演習B 2

臨床実習I(見学) 1

臨床実習II(検査･測定) 3

臨床実習III(評価) 4

臨床実習IV(総合) 10

地域実習 2

計 113 219 0

－学則－75－



別表⑵

９．健康科学部 福祉総合学科

単位数

必修 選択 自由

全学部共通基盤科目群

アカデミック･スキルズ 1

自然科学概論 2

生命現象の理解とその応用－生命科学 2

生物からみた環境の仕組み－生態学 2

食環境論 2

香りと環境 2

身体の理解 2

デジタルアプリA 2

デジタルアプリB 2

情報セキュリティA 2

情報社会と情報倫理 2

人工知能論 2

データサイエンスI 2

データサイエンスII 2

モデル化とシミュレーション 2

プログラミングA 2

アルゴリズムA 2

情報システム論 2

統計学 2

データ分析の基礎(解析) 2

データ分析の基礎(線形代数) 2

インターネット配信 2

観光の現在と未来 2

ヘルスツーリズム 2

社会心理学 2

生活と文化 2

生涯スポーツ概論 2

スポーツ社会学 2

ボランティア論 2

コミュニケーションの基礎 2

域学共創プロジェクトA 2

域学共創プロジェクトB 2

域学共創プロジェクトC 2

域学共創プロジェクトD 2

域学共創プロジェクトE 2

域学共創プロジェクトF 2

域学共創プロジェクトG 2

域学共創プロジェクトH 2

域学共創プロジェクトI 2

域学共創プロジェクトJ 2

史学概論 2

授業科目及び単位数

授業科目 備考
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

日本史を学ぶ 2

アジア史概論 2

現代史入門 2

房総の文化と歴史 2

映像メディア史 2

音楽史 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会と経営 2

社会と会計 2

マーケティング論 2

広告戦略論 2

社会学 2

社会調査 2

法律学概論 2

日本国憲法 2

著作権 2

社会福祉学A 2

社会福祉学B 2

経営情報基礎論A 2

世界遺産のいま 2

美学･芸術学 2

表象文化研究 2

世界の文学 2

演劇研究 2

古典芸能研究 2

文学を読む 2

教育学 2

心理学 2

基礎の数学 2

ジェンダー論 2

根拠への問い－哲学へのとびら 2

異文化適応論 2

宗教学概論 2

倫理学概論 2

スポーツ科学A 1

スポーツ科学B 1

しゃべりのスキルUp I 2

外国語科目群

Fundamentals of English I 2

Fundamentals of English II 2

Oral Fluency I 2

Oral Fluency II 2

TOEIC Preparation A 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

TOEIC Preparation B 2

TOEIC Preparation C 2

TOEIC Preparation D 2

English for Specific Purposes A 2

English for Specific Purposes B 2

English for Advanced Studies A 2

English for Advanced Studies B 2

中国語I 2

中国語II 2

韓国語I 2

韓国語II 2

スペイン語I 2

スペイン語II 2

ドイツ語I 2

ドイツ語II 2

フランス語I 2

フランス語II 2

ハンガリー語I 2

ハンガリー語II 2

ポーランド語I 2

ポーランド語II 2

チェコ語I 2

チェコ語II 2

日本語I 2

日本語II 2

統合日本語I 2

統合日本語II 2

日本語アカデミック･ライティング 2

日本語アカデミック･スピーキング 2

社会と文化の日本語A 2

社会と文化の日本語B 2

日本語(言語知識) 2

日本語(読解･聴解) 2

日本語A 2

日本語B 2

日本語C 2

日本語D 2

日本語E 2

キャリア形成科目群

地域ボランティア研修 2

福祉疑似体験 2

ICT活用論 2

福祉グローバル研修A 2

福祉グローバル研修B 2

－学則－78－



単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

ライフステージIPE A 1

ライフステージIPE B 1

ライフステージIPE C 1

ライフステージIPE D 1

基礎ゼミ 1

地域共生演習 1

ゼミナールA 1

ゼミナールB 1

ゼミナールC 1

ゼミナールD 1

ゼミナールE 1

ゼミナールF 1

ゼミナールG 1

ゼミナールH 1

専門日本語（福祉・介護） 2

キャリア日本語（就職） 2

キャリア日本語（進学） 2

専門基礎科目群

人間学 2

ジェンダーと福祉社会 2

サステイナブル社会論 2

福祉文化･社会論 2

専門科目群

ソーシャルワークの基盤と専門職I 2

ソーシャルワークの基盤と専門職II 2

ソーシャルワークの理論と方法I 2

ソーシャルワークの理論と方法II 2

ソーシャルワークの理論と方法III 2

ソーシャルワークの理論と方法IV 2

医学概論I 2

介護の知識と技術 2

高齢者福祉サービス 2

子ども家庭福祉論 2

子ども家庭福祉 2

社会福祉原論 2

福祉政策 2

社会福祉 2

障がいとリハビリテーション 2

障がい児･者福祉サービス 2

司法福祉 2

女性福祉論 2

国際福祉論 2

貧困に対する支援論 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

社会保障論I 2

社会保障論II 2

地域福祉の理論と方法I 2

地域福祉の理論と方法II 2

ソーシャルワークの基礎 1

ソーシャルワーク演習I 1

ソーシャルワーク演習II 1

ソーシャルワーク演習III 1

ソーシャルワーク演習IV 1

ソーシャルワーク実習I 6

ソーシャルワーク実習II 2

ソーシャルワーク実習指導I 1

ソーシャルワーク実習指導II 1

ソーシャルワーク実習指導III 1

福祉専門研究 1

福祉応用研究I 1

福祉応用研究II 1

福祉応用研究III 1

福祉応用研究IV 1

社会福祉経営 2

医療ソーシャルワーク論 2

権利擁護と成年後見制度 2

Oral English for Children A 2

Oral English for Children B 2

保育の表現理解(音楽)A 1

保育の表現理解(音楽)B 1

保育の表現理解(造形)A 1

保育の表現理解(造形)B 1

保育の表現理解(体育)A 1

保育の表現理解(体育)B 1

幼児国語 2

子どもの生活と社会 2

音楽入門A 1

音楽入門B 1

幼児文化論 2

子どもの食と栄養A 1

子どもの食と栄養B 1

子どもの保健 2

子どもの健康と安全 1

特別な保育ニーズの理解と支援A 1

特別な保育ニーズの理解と支援B 1

乳児保育 2

乳児保育演習 1

保育の心理学 2

子どもの理解と援助 1
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

子ども家庭支援の心理学 2

保育実習(保育所)I 2

保育実習(施設)I 2

保育実習(保育所)II 2

保育実習(施設)II 2

保育実習指導(保育所)I 1

保育実習指導(施設)I 1

保育実習指導(保育所)II 1

保育実習指導(施設)II 1

保育内容総論 1

保育内容演習(健康) 1

保育内容演習(人間関係) 1

保育内容演習(表現) 1

社会的養護 2

社会的養護演習 1

子ども家庭支援論 2

保育･教職実践演習A 1

保育･教職実践演習B 1

保育原理 2

保育者論 2

幼児教育原理 2

教育社会学 2

保育･教育課程論 2

保育内容指導法 2

幼児教育研究(遊びの援助) 2

幼児教育方法論 2

教育実習(事前及び事後指導を含む) 5

地域における子育て支援A 1

地域における子育て支援B 1

子どもの権利と福祉 2

子どもの発達と相談 2

特別支援保育 2

子どもの人間関係と観察 2

保育内容演習(環境) 1

保育内容演習(言葉) 1

保育実践と表現A 1

保育実践と表現B 1

子どもの生活と遊びA 1

子どもの生活と遊びB 1

精神医学I 2

精神医学II 2

精神保健学I 2

精神保健学II 2

精神保健福祉の原理I 2

精神保健福祉の原理II 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

臨床心理学 2

ソーシャルワークの理論と方法(専門)I 2

ソーシャルワークの理論と方法(専門)II 2

精神保健福祉制度論 2

精神障害リハビリテーション論 2

精神保健福祉援助演習I 1

精神保健福祉援助演習II 1

精神保健福祉援助演習III 1

精神保健福祉援助実習指導I 1

精神保健福祉援助実習指導II 1

精神保健福祉援助実習指導III 1

精神保健福祉援助実習I 4

精神保健福祉援助実習II 3

福祉専門書講読A 1

福祉専門書講読B 1

人間関係とコミュニケーション 2

チームマネジメント論 2

生命科学 2

リハビリテーション論 2

レクリエーション活動援助法A 1

レクリエーション活動援助法B 1

介護概論 2

コミュニケーション技法A 2

コミュニケーション技法B 2

生活支援技術IA 2

生活支援技術IB 2

生活支援技術II 2

生活支援技術III 2

生活支援技術IV 2

医療的ケアA 2

医療的ケアB 1

介護過程I 2

介護過程II 2

介護過程III 2

介護総合演習I 1

介護総合演習II 1

介護総合演習III 1

介護総合演習IV 1

介護実習I 2

介護実習II 4

介護実習III 4

発達と老化の理解A 2

発達と老化の理解B 2

認知症の理解A 2

認知症の理解B 2
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単位数

必修 選択 自由
授業科目 備考

医学概論II 2

からだのしくみ 2

リスクマネジメント論 2

福祉ビジネス論 2

福祉マネジメント論 2

災害福祉論 2

福祉運営論 2

計 16 525 14
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別表(3の1)

教育職員免許状の種類及び免許教科

学部・学科 免許状の種類及び免許教科

経営情報学部 総合経営学科 中学校教諭一種免許状 保健体育

高等学校教諭一種免許状 保健体育

国際人文学部 国際文化学科 中学校教諭一種免許状 国　　語

高等学校教諭一種免許状 国　　語

国際交流学科 中学校教諭一種免許状 英　　語

高等学校教諭一種免許状 英　　語
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別表(3の2)

教職に関する専門教育科目及び単位数（学科共通科目）

修得単位数

中学校教諭 高等学校教諭 養護教諭

免許状 免許状 免許状

教育原理 2 2 2

教職論 2 2 2

教育制度 2 2 2

教育心理学 2 2 2

特別のニーズ教育論 2 2 2

教育課程論 2 2 2

国語科教育法Ⅰ 2 2

国語科教育法Ⅱ 2 2

国語科教育法Ⅲ 2 2

国語科教育法Ⅳ 2 2

英語科教育法Ⅰ 2 2

英語科教育法Ⅱ 2 2

英語科教育法Ⅲ 2 2

英語科教育法Ⅳ 2 2

保健体育科教育法Ⅰ 2 2

保健体育科教育法Ⅱ 2 2

保健体育科教育法Ⅲ 2 2

保健体育科教育法Ⅳ 2 2

開設学科

総合経営
国際文化
国際交流

国際文化

国際交流

総合経営

授業科目
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修得単位数

中学校教諭 高等学校教諭 養護教諭

免許状 免許状 免許状

開設学科授業科目

道徳教育の理論と方法 2 2
総合経営
国際文化
国際交流

総合的な学習の時間の指導法 2 2

特別活動論 2 2

教育方法論（ICT活用を含む） 2 2
総合経営
国際文化
国際交流

生徒指導
（進路指導の理論及び方法を含む）

2 2
総合経営
国際文化
国際交流

教育相談（カウンセリングを含む） 2 2 2
総合経営
国際文化
国際交流

教育実習Ⅰ（事前及び事後指導を含む） 3 3

教育実習Ⅱ 2

教職実践演習（中・高） 2 2

介護等体験 2

総合経営
国際文化
国際交流

総合経営
国際文化
国際交流
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別表⑷

入学年次に必要な既修得単位数の目安

学部 学科 入学年次 必要な既修得単位数の目安

２年次 20単位

３年次 40単位

２年次 15単位

３年次 50単位

２年次 15単位

３年次 50単位

２年次 20単位

３年次 40単位

２年次 45単位

４年次 130単位

２年次 20単位

３年次 40単位

２年次 20単位

３年次 40単位

理学療法学科 ２年次 28単位

２年次 20単位

３年次 40単位

(注) １．編入する年次に必要な既修得単位数は履修中の単位を含む。

２．薬学部及び健康科学部理学療法学科においては、入学年次及び在学すべき年数について、

事前相談を行うものとする。

総合経営学科経営情報学部

国際文化学科

国際交流学科

福祉総合学科

医療薬学科

メディア情報学科

観光学科

国際人文学部

メディア学部

観光学部

健康科学部

福祉総合学部 福祉総合学科

薬学部
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令和８年度 城西国際大学学則の一部変更の事由及び変更の時期 

Ⅰ 変更の事由 

１．第４条及び第５条関係（国際人文学部、健康科学部） 

・国際人文学部国際交流学科、健康科学部福祉総合学科の定員減に伴う学生定員の変更

・健康科学部の設置に伴う組織の変更

２．第６条関係（健康科学部） 

・健康科学部の設置に伴う教育研究上の目的の変更

３．第 15 条第６項関係 

・城西国際大学教授会規程の改正に伴う文言修正

４．第 33 条、別表⑷関係（健康科学部） 

・健康科学部理学療法学科で編入学を実施することの追記、既修得単位のうち本学の単位に認定

できる上限の設定及び別表⑷の既修得単位数の目安の追記

５．第 41 条第４項（健康科学部） 

・健康科学部開設に伴う免許種の修正

６．第 43 条関係（国際人文学部） 

・学芸員課程の廃止に伴う規定の削除

７．第 44 条関係（健康科学部） 

・健康科学部の設置に伴う福祉総合学科の学部名と定員減に伴う子ども福祉コースの入学定員の

変更

８．第 45 条関係（健康科学部） 

・健康科学部の設置に伴う福祉総合学科の学部名の変更

９．第 47 条、別表⑴関係（健康科学部） 

・健康科学部の設置に伴う学部名の変更

10．別表⑵関係（国際人文学部、薬学部、健康科学部） 

・国際人文学部の授業科目及び単位数の削除、追加、移動

・薬学部の授業科目及び単位数の削除、追加、移動

・健康科学部（看護学科、理学療法学科、福祉総合学科）の授業科目及び単位数の追加

11．別表（3 の 1）関係（経営情報学部、国際人文学部、健康科学部） 

・経営情報学部及び国際人文学部の免許状の種類と免許教科の変更並びに健康科学部開設に伴う

表の整理

12．別表（3 の 2）関係（経営情報学部、国際人文学部、健康科学部） 

・経営情報学部及び国際人文学部の免許状の種類と免許教科の変更並びに健康科学部開設に伴う

表の整理

Ⅱ 変更の時期 

令和８年４月１日 

以 上 

－学則－88－



城西国際大学学則新旧対照表 

新 旧 
城西国際大学学則（案） 

令和 5年 2 月 22 日制定 

（令和 4年度（国）学則第 1号） 

（省 略） 

第２章 教育研究上の基本組織等 

 （学部及び学科） 

第４条 本学に、次の学部及び学科を置く。 

経営情報学部 総合経営学科 

国際人文学部 国際文化学科 

国際交流学科 

薬学部    医療薬学科 

メディア学部 メディア情報学科

観光学部 観光学科 

健康科学部  看護学科 

理学療法学科 

福祉総合学科 

 （学生定員） 

第５条 前条の学部及び学科の学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

３年次 
収容定員 

経営情報学部 総合経営学科 410名 30 名 1,700名 

国際人文学部 
国際文化学科 

国際交流学科 

80 名 

80 名 

－ 

10 名 

320名 

340名 

薬学部 医療薬学科 110名 － 660名 

メディア学部 メディア情報学科 370名 30 名 1,540名 

観光学部 観光学科 100名 － 400名 

健康科学部 

看護学科 

理学療法学科 

福祉総合学科 

100名 

80 名 

65 名 

－ 

－ 

15 名 

400名 

320名 

290名 

 （教育研究上の目的） 

第６条 第 4 条に定める学部及び学科ごとの人材の養成に関する

目的その他の教育研究上の目的は、次の各号に掲げるとおりと

する。 

⑴ 経営情報学部は、経営学と情報学を中心とした総合的で

多様な学問分野についての教育研究を通じて、グローバル

化や情報通信技術の発展に対応し、企業や国際社会、地域社

会の諸問題に対して主体的に取り組むことができる人材を

養成する。

⑵ 国際人文学部は、世界の多様性と人間の諸活動について

の学際的な教育研究を通じて、語学力と国際的な教養、社会

人に必要な知識とスキルを十分に身に付け、国際社会で活

躍できる人材を養成する。

イ 国際文化学科は、多様な地域の言語、文化、社会に係

る知識と比較の観点に基づく学際的な教育研究を通じ

て、国際的な視野をもって語学力と異文化理解力に優れ、

柔軟な発想と行動力を備えた人材を養成する。

ロ 国際交流学科は、国際社会を構成する多様な人々の諸

活動や諸課題に関わる人文社会系の教育研究を学際的に

行い、実践的な語学力、国際交流のための知識及びコミ

ュニケーション能力を身に付けた人材を養成する。

⑶ 薬学部は、超高齢化と国際化が進む日本社会において、医

薬品の薬効・安全性の確保や疾病の発症予防に係る教育研

究を通じて、質が高く安全・安心な医療サービスを提供し、

一人ひとりの豊かで健康な生活を支援できる薬剤師を養成

する。

⑷ メディア学部は、メディア学に関連する学識を深め、クリ

エイティブ系実践教育とエンタテインメント・ビジネス研

究により、メディア産業が必要とする創造的な人材を養成

する。

⑸ 観光学部は、観光に関わる多様な課題に対する、「観光ビ

ジネス」・「観光メディア」・「観光まちづくり」の三つの視点

からの、理論と実践を活かした教育研究を通じて、社会が求

城西国際大学学則 

令和 5年 2 月 22 日制定 

（令和 4年度（国）学則第 1号） 

（省 略） 

第２章 教育研究上の基本組織等 

（学部及び学科） 

第４条 本学に、次の学部及び学科を置く。 

経営情報学部 総合経営学科 

国際人文学部 国際文化学科 

国際交流学科 

福祉総合学部 福祉総合学科 

理学療法学科 

薬学部    医療薬学科 

メディア学部 メディア情報学科

観光学部 観光学科 

看護学部 看護学科 

 （学生定員） 

第５条 前条の学部及び学科の学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 

３年次 
収容定員 

経営情報学部 総合経営学科 410名 30 名 1,700名 

国際人文学部 
国際文化学科 

国際交流学科 

80 名 

120名 

－ 

10 名 

320名 

500名 

福祉総合学部 
福祉総合学科 

理学療法学科 

140名 

80 名 

5 名 

－ 

570名 

320名 

薬学部 医療薬学科 110名 － 660名 

メディア学部 メディア情報学科 370名 30 名 1,540名 

観光学部 観光学科 100名 － 400名 

看護学部 看護学科 100名 － 400名 

 （教育研究上の目的） 

第６条 第 4 条に定める学部及び学科ごとの人材の養成に関する

目的その他の教育研究上の目的は、次の各号に掲げるとおりとす

る。 

⑴ 経営情報学部は、経営学と情報学を中心とした総合的で多

様な学問分野についての教育研究を通じて、グローバル化

や情報通信技術の発展に対応し、企業や国際社会、地域社会

の諸問題に対して主体的に取り組むことができる人材を養

成する。

⑵ 国際人文学部は、世界の多様性と人間の諸活動についての

学際的な教育研究を通じて、語学力と国際的な教養、社会人

に必要な知識とスキルを十分に身に付け、国際社会で活躍

できる人材を養成する。

イ 国際文化学科は、多様な地域の言語、文化、社会に係る

知識と比較の観点に基づく学際的な教育研究を通じて、

国際的な視野をもって語学力と異文化理解力に優れ、柔

軟な発想と行動力を備えた人材を養成する。

ロ 国際交流学科は、国際社会を構成する多様な人々の諸活

動や諸課題に関わる人文社会系の教育研究を学際的に行

い、実践的な語学力、国際交流のための知識及びコミュ

ニケーション能力を身に付けた人材を養成する。

⑶ 福祉総合学部は、国際的・地域的視点から福祉・医療の問

題に関する教育研究を通じて、自己の専門性の向上に向け

て探求できる人材を養成する。

イ 福祉総合学科は、持続可能な福祉社会の実現を目指し

て、国際的・地域的視点から社会福祉現象をめぐる理論

的・実証的な教育研究を通じて、社会環境の変化に対応

し、様々な問題の解決に貢献できる福祉人材を養成する。  

ロ 理学療法学科は、国際的視野と科学的知見に基づき、理

学療法学領域の教育研究を通じて、新たな時代の保健・

医療・福祉に貢献し、専門職の学問的内容に見識を有す

る人材を養成する。

⑷ 薬学部は、超高齢化と国際化が進む日本社会において、医
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める実践力と新たな価値を創造する力を身に付け、持続可

能な観光に貢献できる人材を養成する。 

⑹ 健康科学部は、国際的・地域的視点から保健・医療・福祉

分野の問題に関する教育研究を通じて、その分野を横断し

現代の健康問題に対応することができる総合的視野を持っ

た人材を養成する。 

イ 看護学科は、人々の健康増進を目指した教育研究を通

じて、学際的知見に裏付けられた新しい時代の看護を目

指し、人間性豊かで多文化を理解し、くすりや福祉に明

るく、探究心と倫理性を兼ね備えた看護職者を養成する。 

ロ 理学療法学科は、国際的視野と科学的知見に基づき、

理学療法学領域の教育研究を通じて、新たな時代の保健・

医療・福祉に貢献し、専門職の学問的内容に見識を有す

る人材を養成する。 

ハ 福祉総合学科は、持続可能な福祉社会の実現を目指し

て、国際的・地域的視点から社会福祉現象をめぐる理論

的・実証的な教育研究を通じて、社会環境の変化に対応

し、様々な問題の解決に貢献できる福祉人材を養成する。 

（省 略） 

（教授会） 

第 15条 本学の学部に、教授会を置く。 

（省 略） 

６ 教授会の組織及び運営に関し必要な事項は、別に定める。  

（省 略） 

（編入学者等の単位認定） 

第 33 条 編入学者、転入学者及び学士入学者にあっては、前条

の規定により、入学前の大学等において修得した単位（以下「既

修得単位」という。）のうち、その大学等が発行する単位の修得

証明書に基づき、40 単位を上限として、本学における卒業に必

要な単位として包括認定を行うことができる。ただし、薬学部

及び健康科学部理学療法学科においては、包括認定を行うこと

ができないものとする。 

２ 教育上有益と認められる場合には、既修得単位のうち、前項

に規定する単位のほかに 20 単位を上限として、本学における

卒業に必要な単位として認めることができる。ただし、薬学部

においては、147単位、健康科学部理学療法学科においては、

49 単位を上限とする。 

（省 略） 

 （教職課程） 

第 41条 本学に、教職課程を置く。 

（省 略） 

３ 教育職員免許状を取得しようとする者は、別に定める教科に

関する専門教育科目、教職に関する専門教育科目、教育職員免

許法及び教育職員免許法施行規則に定める科目を必要に応じ

て履修しなければならない。 

４ 中学校教諭及び高等学校教諭に係る教職に関する専門教育

科目及び単位数は、学科共通科目として別表(３の２)のとおり

とする。 

（省 略） 

削除 

第 43条 削除 

２ 削除 

（省 略） 

 （指定保育士養成施設及び幼稚園教諭課程） 

第 44 条 本学に、指定保育士養成施設及び幼稚園教諭課程とし

て、健康科学部福祉総合学科子ども福祉コースを置き、入学定

員を 25 名とする。 

２ 指定保育士養成施設に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 幼稚園教諭課程に関し必要な事項は、別に定める。 

（介護福祉士養成施設） 

第 45 条 本学に、介護福祉士養成施設として、健康科学部福祉

薬品の薬効・安全性の確保や疾病の発症予防に係る教育研

究を通じて、質が高く安全・安心な医療サービスを提供し、

一人ひとりの豊かで健康な生活を支援できる薬剤師を養成

する。  

⑸ メディア学部は、メディア学に関連する学識を深め、クリ

エイティブ系実践教育とエンタテインメント・ビジネス研

究により、メディア産業が必要とする創造的な人材を養成

する。

⑹ 観光学部は、観光に関わる多様な課題に対する、「観光ビジ

ネス」・「観光メディア」・「観光まちづくり」の三つの視点か

らの、理論と実践を活かした教育研究を通じて、社会が求め

る実践力と新たな価値を創造する力を身に付け、持続可能

な観光に貢献できる人材を養成する。

⑺ 看護学部は、人々の健康増進を目指した教育研究を通じ

て、学際的知見に裏付けられた新しい時代の看護を目指し、

人間性豊かで多文化を理解し、くすりや福祉に明るく、探究

心と倫理性を兼ね備えた看護職者を養成する。

（省 略） 

（教授会） 

第 15条 本学の学部に、教授会を置く。 

（省 略） 

６ 教授会の組織及び運営に関し必要な事項は、各学部教授会に

おいて定める。  

（省 略） 

 （編入学者等の単位認定） 

第 33 条 編入学者、転入学者及び学士入学者にあっては、前条

の規定により、入学前の大学等において修得した単位（以下「既

修得単位」という。）のうち、その大学等が発行する単位の修得

証明書に基づき、40単位を上限として、本学における卒業に必

要な単位として包括認定を行うことができる。ただし、薬学部

においては、包括認定を行うことができないものとする。 

２ 教育上有益と認められる場合には、既修得単位のうち、前項

に規定する単位のほかに 20 単位を上限として、本学における

卒業に必要な単位として認めることができる。ただし、薬学部

においては、147単位を上限とする。 

（省 略） 

（教職課程） 

第 41条 本学に、教職課程を置く。 

（省 略） 

３ 教育職員免許状を取得しようとする者は、別に定める教科に

関する専門教育科目、教職に関する専門教育科目、養護に関す

る専門教育科目、教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則

に定める科目を必要に応じて履修しなければならない。 

４ 中学校教諭、高等学校教諭及び養護教諭に係る教職に関する

専門教育科目及び単位数は、学科共通科目として別表(３の２)

のとおりとする。 

（省 略） 

（学芸員課程） 

第 43 条 本学に学芸員の資格取得に係る課程（以下「学芸員課

程」という。）を置く。 

２ 学芸員課程の運営及び履修方法については、別に定める。 

（省 略） 

 （指定保育士養成施設及び幼稚園教諭課程） 

第 44 条 本学に、指定保育士養成施設及び幼稚園教諭課程とし

て、福祉総合学部福祉総合学科子ども福祉コースを置き、入学

定員を 50 名とする。 

２ 指定保育士養成施設に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 幼稚園教諭課程に関し必要な事項は、別に定める。 

（介護福祉士養成施設） 

第 45 条 本学に、介護福祉士養成施設として、福祉総合学部福
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総合学科介護福祉コースを置き、入学定員を 15 名とする。 

２ 介護福祉士養成施設に関し必要な事項は、別に定める。 

（省 略） 

 （卒業認定及び学位） 

第 47条 卒業に必要な単位数は、経営情報学部は 124 単位以上、

国際人文学部は 126 単位以上、薬学部は 190 単位以上、メディ

ア学部は 126 単位以上、観光学部は 124 単位以上、健康科学部

看護学科は 126単位以上、健康科学部理学療法学科及び福祉総

合学科は 124 単位以上とする。ただし、自由科目の単位は、卒

業に必要な単位数には算入しない。 

（省 略） 

附 則（令和６年度（国）学則第１号） 

１ この改正は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第 24 条第１号の規定は、令和５年４月１日以後に

実施される演習について適用し、同日前に実施された演習につ

いては、なお従前の例による。 

３ 第１項の規定にかかわらず、別表⑵で新たに掲げられた、経

営情報学部総合経営学科、福祉総合学部福祉総合学科、メディ

ア学部メディア情報学科、薬学部医療薬学科の授業科目につい

ては、令和４年４月１日に入学した者から適用する。

附 則（令和７年度（国）学則第１号） 

この改正は、令和７年５月 14 日から施行する。 

附 則（令和７年度（国）学則第●号） 

（施行期日） 

１ この改正は、令和８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この学則による改正後の規定は、この学則の施行日以後に第

１年次に入学する者から適用し、施行日において在学する者に

係る教育課程については、なお従前の例による。 

３ 第５条の規定にかかわらず、令和８年度から令和 12 年度ま

での間の収容定員は、次のとおりとする。 
学部 学科 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 

経営情報学部 総合経営学科 1,700 名 1,700 名 1,700 名 1,700 名 1,700 名 

国際人文学部 
国際文化学科 320 名 320 名 320 名 320 名 320 名 

国際交流学科 460 名 420 名 380 名 340 名 340 名 

福祉総合学部 
福祉総合学科 430 名 290 名 145 名 0 名 0 名 

理学療法学科 240 名 160 名 80 名 0 名 0 名 

薬学部 医療薬学科 700 名 680 名 660 名 660 名 660 名 

メディア学部 メディア情報学科 1,540 名 1,540 名 1,540 名 1,540 名 1,540 名 

観光学部 観光学科 400 名 400 名 400 名 400 名 400 名 

看護学部 看護学科 300 名 200 名 100 名 0 名 0 名 

健康科学部 

看護学科 100 名 200 名 300 名 400 名 400 名 

理学療法学科 80 名 160 名 240 名 320 名 320 名 

福祉総合学科 65 名 130 名 210 名 290 名 290 名 

４ 第 24 条第４号の「医療関係職種養成所指定規則に関係する

学部・学科」とは、「保健師」・「助産師」・「看護師」養成の健康

科学部看護学科、「理学療法士」養成の健康科学部理学療法学

科のことをいう。 

祉総合学科介護福祉コースを置き、入学定員を 15 名とする。 

２ 介護福祉士養成施設に関し必要な事項は、別に定める。 

（省 略） 

 （卒業認定及び学位） 

第 47条 卒業に必要な単位数は、経営情報学部は 124 単位以上、

国際人文学部は 126 単位以上、福祉総合学部は 124 単位以上、

薬学部は 190 単位以上、メディア学部は 126 単位以上、観光学

部は 124単位以上、看護学部は 126 単位以上とする。ただし、

自由科目の単位は、卒業に必要な単位数には算入しない。 

（省 略） 

附 則（令和６年度（国）学則第１号） 

１ この改正は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第 24 条第１号の規定は、令和５年４月１日以後に

実施される演習について適用し、同日前に実施された演習につい

ては、なお従前の例による。 

３ 第１項の規定にかかわらず、別表⑵で新たに掲げられた、経

営情報学部総合経営学科、福祉総合学部福祉総合学科、メディア

学部メディア情報学科、薬学部医療薬学科の授業科目について

は、令和４年４月１日に入学した者から適用する。 
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＜別表⑴＞ 

学費等 

＜別表⑴＞ 

学費等 

学生種別 

学費等 

学部学生 

(委託生を含む) 
研究生 

学生種別 

学費等 

学部学生 

(委託生を含む) 
研究生 

入学検定料 

円 

35,000 

円 

15,000 入学検定料 

円 

35,000 

円 

15,000 

学 費 

入学金 

経営情報学部 

国際人文学部 

薬学部 

メディア学部

観光学部

健康科学部

授業料 

経営情報学部 

国際人文学部 

薬学部 

メディア学部

(映像芸術コース以外)

(映像芸術コース)

観光学部

健康科学部

看護学科 

理学療法学科 

 福祉総合学科 

科目等履修生在籍料 

施設設備費 

経営情報学部 

国際人文学部 

薬学部 

メディア学部

(映像芸術コース以外)

(映像芸術コース) 

観光学部 

健康科学部 

看護学科 

理学療法学科 

 福祉総合学科 

実習費 

健康科学部 

看護学科 

理学療法学科 

270,000 

270,000 

400,000 

270,000 

270,000 

270,000 

800,000 

800,000 

1,430,000 

800,000 

900,000 

800,000 

1,000,000 

900,000 

800,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

次年度以降(前期)   

333,000 

次年度以降(後期)   

333,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

初年度 390,000 

次年度以降 450,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

毎年度 350,000 

初年度 250,000 

次年度以降 450,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

毎年度 230,000 

毎年度 230,000 

100,000 

100,000 

300,000 

100,000 

100,000 

100,000 

270,000 

270,000 

715,000 

270,000 

270,000 

270,000 

500,000 

450,000 

270,000 

120,000 

120,000 

250,000 

120,000 

120,000 

120,000 

300,000 

350,000 

120,000 

200,000 

200,000 

学 費 

入学金 

経営情報学部 

国際人文学部 

福祉総合学部 

薬学部 

メディア学部

観光学部

看護学部

授業料 

経営情報学部 

国際人文学部 

福祉総合学部 

福祉総合学科 

 理学療法学科 

薬学部 

メディア学部

(映像芸術コース以外)

(映像芸術コース)

観光学部

看護学部

科目等履修生在籍料

施設設備費

経営情報学部 

国際人文学部 

福祉総合学部 

福祉総合学科 

理学療法学科 

薬学部 

メディア学部

(映像芸術コース以外)

(映像芸術コース) 

観光学部 

看護学部 

実習費 

福祉総合学部 

  理学療法学科 

看護学部 

270,000 

270,000 

270,000 

400,000 

270,000 

270,000 

270,000 

800,000 

800,000 

800,000 

900,000 

1,430,000 

800,000 

900,000 

800,000 

1,000,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

初年度 250,000 

次年度以降 450,000 

初年度 186,000 

次年度以降(前期)   

333,000 

次年度以降(後期)   

333,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

初年度 390,000 

次年度以降 450,000 

初年度 240,000 

次年度以降 300,000 

毎年度 350,000 

毎年度 230,000 

毎年度 230,000 

100,000 

100,000 

100,000 

300,000 

100,000 

100,000 

100,000 

270,000 

270,000 

270,000 

450,000 

715,000 

270,000 

270,000 

270,000 

500,000 

120,000 

120,000 

120,000 

350,000 

250,000 

120,000 

120,000 

120,000 

300,000 

200,000 

200,000 
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新 旧 
＜別表(3 の 1)＞ 

教育職員免許状の種類及び免許教科 

学部・学科 免許状の種類及び免許教科 

経営情報学部 総合経営学科 

 

 

 

国際人文学部 国際文化学科 

 

 

 

       国際交流学科 

 

削除 

削除 

削除 

 

削除 

削除 

中学校教諭一種免許状  保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

中学校教諭一種免許状  国  語 

高等学校教諭一種免許状 国  語 

削除 

削除 

中学校教諭一種免許状  英  語 

高等学校教諭一種免許状 英  語 

削除 

 

削除 

 
＜別表(3 の 2)＞ 

教職に関する専門教育科目及び単位数（学科共通科目） 

授業科目 

修得単位数 

開設学科 中学校教諭 

免許状 

高等学校教諭 

免許状 

養護教諭 

免許状 

教育原理 2 2 2 

総合経営 

国際文化 

国際交流 

削除 

教職論 2 2 2 

教育制度 2 2 2 

教育心理学 2 2 2 

特別のニーズ教育論 2 2 2 

教育課程論 2 2 2 

国語科教育法Ⅰ 2 2  

国際文化 
国語科教育法Ⅱ 2 2  

国語科教育法Ⅲ 2 2  

国語科教育法Ⅳ 2 2  

削除 削除   

削除 

削除 

削除 削除   

削除 削除   

削除 削除   

英語科教育法Ⅰ 2 2  

国際交流 
英語科教育法Ⅱ 2 2  

英語科教育法Ⅲ 2 2  

英語科教育法Ⅳ 2 2  

保健体育科教育法Ⅰ 2 2  

総合経営 
保健体育科教育法Ⅱ 2 2  

保健体育科教育法Ⅲ 2 2  

保健体育科教育法Ⅳ 2 2  

削除  削除  
削除 

削除  削除  

削除  削除  
削除 

削除  削除  

道徳教育の理論と方法 2  2 総合経営 

国際文化 

国際交流 

削除 

総合的な学習の時間の指導

法 

2 2  総合経営 

国際文化 

国際交流 特別活動論 2 2  

教育方法論（ICT 活用を含む） 2 2  総合経営 

国際文化 

国際交流 

削除   削除 削除 

生徒指導（進路指導の理論及

び方法を含む） 

2 2  総合経営 

国際文化 

国際交流 

教育相談（カウンセリングを

含む） 

2 2 2 総合経営 

国際文化 

国際交流 

削除 

教育実習Ⅰ（事前及び事後指

導を含む） 

3 3  

総合経営 

国際文化 

国際交流 

教育実習Ⅱ 2   

教職実践演習（中・高） 2 2  

介護等体験 2   

削除   削除 

削除 
削除   削除 

削除   削除 

削除   削除 

 

 

 

＜別表(3 の 1)＞ 

教育職員免許状の種類及び免許教科 

学部・学科 免許状の種類及び免許教科 

経営情報学部 総合経営学科 

 

 

 

国際人文学部 国際文化学科 

 

 

 

       国際交流学科 

 

福祉総合学部 福祉総合学科 

（子ども福祉コース） 

看護学部   看護学科 

 

中学校教諭一種免許状  社  会 

高等学校教諭一種免許状 公  民 

中学校教諭一種免許状  保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

中学校教諭一種免許状  国  語 

高等学校教諭一種免許状 国  語 

中学校教諭一種免許状  社  会 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史 

中学校教諭一種免許状  英  語 

高等学校教諭一種免許状 英  語 

幼稚園教諭一種免許状 

 

養護教諭一種免許状 

 
＜別表(3 の 2)＞ 

教職に関する専門教育科目及び単位数（学科共通科目） 

授業科目 

修得単位数 

開設学科 中学校教諭 

免許状 

高等学校教諭 

免許状 

養護教諭 

免許状 

教育原理 2 2 2 

総合経営 

国際文化 

国際交流 

看  護 

教職論 2 2 2 

教育制度 2 2 2 

教育心理学 2 2 2 

特別のニーズ教育論 2 2 2 

教育課程論 2 2 2 

国語科教育法Ⅰ 2 2  

国際文化 
国語科教育法Ⅱ 2 2  

国語科教育法Ⅲ 2 2  

国語科教育法Ⅳ 2 2  

社会科教育法Ⅰ 2   

総合経営 

国際文化 

社会科教育法Ⅱ 2   

社会科教育法Ⅲ 2   

社会科教育法Ⅳ 2   

英語科教育法Ⅰ 2 2  

国際交流 
英語科教育法Ⅱ 2 2  

英語科教育法Ⅲ 2 2  

英語科教育法Ⅳ 2 2  

保健体育科教育法Ⅰ 2 2  

総合経営 
保健体育科教育法Ⅱ 2 2  

保健体育科教育法Ⅲ 2 2  

保健体育科教育法Ⅳ 2 2  

公民科教育法Ⅰ  2  
総合経営 

公民科教育法Ⅱ  2  

地理歴史科教育法Ⅰ  2  
国際文化 

地理歴史科教育法Ⅱ  2  

道徳教育の理論と方法 2  2 総合経営 

国際文化 

国際交流 

看  護 

総合的な学習の時間の指導

法 

2 2  総合経営 

国際文化 

国際交流 特別活動論 2 2  

教育方法論（ICT 活用を含む） 2 2  総合経営 

国際文化 

国際交流 

教育方法論   2 看  護 

生徒指導（進路指導の理論及

び方法を含む） 

2 2  総合経営 

国際文化 

国際交流 

教育相談（カウンセリングを

含む） 

2 2 2 総合経営 

国際文化 

国際交流 

看  護 

教育実習Ⅰ（事前及び事後指

導を含む） 

3 3  

総合経営 

国際文化 

国際交流 

教育実習Ⅱ 2   

教職実践演習（中・高） 2 2  

介護等体験 2   

特別活動と総合的な学習の

時間 

  2 

看  護 
生徒指導   2 

養護実習（事前及び事後指導

を含む） 

  2 

教職実践演習（養護）   2 
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新 旧 

＜別表⑷＞ 

入学年次に必要な既修得単位数の目安 

学部 学科 入学年次 
必要な既修得 

単位数の目安 

経営情報学部 総合経営学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

国際人文学部 

国際文化学科 
２年次 15 単位 

３年次 50 単位 

国際交流学科 
２年次 15 単位 

３年次 50 単位 

福祉総合学部 福祉総合学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

薬学部 医療薬学科 
２年次 45 単位 

４年次 130単位 

メディア学部 メディア情報学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

観光学部 観光学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

健康科学部 

理学療法学科 ２年次 28 単位 

福祉総合学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

（注）１.編入する年次に必要な既修得単位数は履修中の単位

を含む。 

２.薬学部及び健康科学部理学療法学科においては、入

学年次及び在学すべき年数について、事前相談を行う

ものとする。 

 
 

＜別表⑷＞ 

入学年次に必要な既修得単位数の目安 

学部 学科 入学年次 
必要な既修得 

単位数の目安 

経営情報学部 総合経営学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

国際人文学部 

国際文化学科 
２年次 15 単位 

３年次 50 単位 

国際交流学科 
２年次 15 単位 

３年次 50 単位 

福祉総合学部 福祉総合学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

薬学部 医療薬学科 
２年次 45 単位 

４年次 130単位 

メディア学部 メディア情報学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

観光学部 観光学科 
２年次 20 単位 

３年次 40 単位 

（注） １.編入する年次に必要な既修得単位数は履修中の単位 

を含む。 

２.薬学部においては、入学年次及び在学すべき年数に 

ついて、事前相談を行うものとする。 
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学位規程 
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城西国際大学学位規程 

 

平成 24 年３月 27 日制定  

（平成 23 年度（国）規程第 90 号） 

 

（目的） 

第１条 学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第 13 条の規定に基づき、城西国際大学（以

下「本学」という。）が授与する学位について、必要な事項を定めることを目的とする。 

（学位） 

第２条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。 

【研究科・学部】  【専攻・学科】  【学位名（下段は英文学位名）】  

人文科学研究科  国際文化専攻  修士（国際文化）  
Master of Arts in Intercultural Studies 

 女性学専攻  修士（女性学）  
Master of Arts in Women’s Studies 

 グローバルコミュニ

ケーション専攻  
修士（国際文化）  
Master of Arts in Global Communication 

 比較文化専攻  博士（比較文化）  
Doctor of Philosophy in Comparative Culture Studies 

経営情報学研究科  起業マネジメント  
専攻  

修士（経営学）  
Master of Business Administration 

 起業マネジメント  
専攻  

博士（経営学）  
Doctor of Philosophy in Business Administration 

福祉総合学研究科  福祉社会専攻  修士（福祉社会）  
Master of Arts in Social Work Studies 

ビジネスデザイン  
研究科  

ビジネスデザイン  
専攻  

修士（経営学）  
Master of Business Administration 

薬学研究科  医療薬学専攻  博士（薬学）  
Doctor of Philosophy in Pharmacy 

国際アドミニスト  
レーション研究科  

国際アドミニスト  
レーション専攻  

修士（国際アドミニストレーション）  
Master of Arts in International Administration 

健康科学研究科  健康科学専攻  修士（健康科学）  
Master of Health Sciences 

経営情報学部  総合経営学科  学士（経営情報）  
Bachelor of Sciences in Management and  
Information Sciences 

国際人文学部  国際文化学科  学士（国際文化）  
Bachelor of Arts in Intercultural Studies 

 国際交流学科  学士（国際交流）  
Bachelor of Arts in International Exchange Studies 

福祉総合学部  福祉総合学科  学士（福祉総合）  
Bachelor of Arts in Social Work Studies 
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 理学療法学科  学士（理学療法学）  
Bachelor of Physical Therapy 

薬学部  医療薬学科  学士（薬学）  
Bachelor of Pharmacy 

メディア学部  メディア情報学科  学士（メディア情報）  
Bachelor of Arts in Media and Communications 

観光学部  観光学科  学士（観光学）  
Bachelor of Arts in Tourism 

看護学部  看護学科  学士（看護学）  
Bachelor of Science in Nursing 

健康科学部  看護学科  学士（看護学）  
Bachelor of Science in Nursing 

 理学療法学科  学士（理学療法学）  
Bachelor of Physical Therapy 

 福祉総合学科  学士（福祉総合）  
Bachelor of Arts in Social Work Studies 

（学位の授与） 

第３条 学士の学位は、本学学則第 47 条の定めるところにより、本学の学部を卒業した者

に授与する。 

２ 修士の学位は、本学大学院学則第 36 条の定めるところにより、本学大学院の修士課程

を修了した者に授与する。 

３ 博士の学位は、本学大学院学則第 37 条又は同第 38 条の定めるところにより、本学大

学院の博士後期課程又は博士課程を修了した者に授与する。 

４ 本学大学院に博士の学位請求論文を提出して、本大学大学院のおこなう論文審査及び

所定の試験に合格し、前項の者と同等以上の学力を有することの確認（以下「学力の確

認」という。）を得た者に博士の学位を授与する。 

（論文の提出） 

第４条 修士の学位の授与を申請する者は、所定の論文審査願に、論文、及び論文の内容

の要旨を添え、研究科長を経て学長に提出するものとする。 

２ 博士の学位の授与を申請する者は、所定の学位申請書、論文、論文の内容の要旨、論

文目録、及びその他研究科が提出を求める資料を、研究科長を経て学長に提出するも

のとする。 

３ 学位請求に係る論文は、１編とし、審査のために必要があるときは、参考論文、参考

資料、論文の訳文を提出するものとする。 

４ 受理した論文は、いかなる理由があっても返還しない。 

（論文審査料） 

第５条 博士の学位請求に係る論文の審査を願い出る場合は論文審査料を納付しなければ

ならない。 

２ 論文審査料は、別に定める。 

３ 納付された論文審査料は、いかなる理由があっても返還しない。 
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 （論文の審査付託） 

第６条 学長は、第４条の規定による論文を受理したときは、研究科委員会にその論文の

審査等を付託する。 

（審査委員会） 

第７条 前条の規定により論文の審査を付託された研究科委員会は、当該研究科所属教員

からなる審査委員会を設けるものとする。 

２ 審査委員会は、複数名の当該研究科教員で組織する。 

３ 博士学位論文審査に係る審査委員会の委員は、公表するものとする。 

４ 審査委員会の委員は、論文の審査等に関し、供応接待又は財産上の利益の供与を受け

てはならない。 

（論文の審査、試験及び学力の確認） 

第８条 審査委員会は、論文審査、試験及び学力の確認を行う。 

２ 試験は、論文を中心として、これに関連する研究領域について筆答又は口述により行

う。ただし、修士課程において当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは、特

定の研究成果の審査をもって修士の学位請求に係る論文審査に代えることができる。 

３ 論文の審査に当たって、必要があるときは、研究科委員会の議を経て、研究指導にお

いて本学と契約関係を有する者、本学他研究科の教員及び他大学の大学院の教員等の協

力を得ることができる。 

４ 第３条第３項及び第４項の規定による審査の場合は、前項のほか専攻学術に関し、同

等の学力の確認を行わなければならない。 

５ 審査委員会は、本条第２項及び前項の規定にかかわらず、学位の授与を申請又は請求

する者の経歴及び業績を審査して、試験の全部又は一部を行う必要がないと認めたとき

は、研究科委員会の承認を得て、その審査をもって試験の全部又は一部に代えることが

できる。 

６ 本学大学院の博士後期課程又は博士課程の所定の修業年限以上在学し、所定の単位を

修得し、かつ、必要な研究指導を受け論文提出資格を得た者が、原則として退学後３年

以内に再入学をして博士の学位の授与を申請するときは、学力の確認を行わないことが

できる。 

第９条 削除 

（審査の期間） 

第 10 条 審査委員会は、修士の学位についてはその学年末までに、博士の学位については

論文が受理された日から１年以内に、論文審査及び試験等を終了しなければならない。 

（審査委員会の報告） 

第 11 条 審査委員会は、論文の審査、試験及び学力の確認が終了したときは、論文と共

に、直ちに論文審査結果の要旨、試験結果の要旨及び学力確認結果の要旨に学位授与の

可否の意見を添え、研究科委員会に文書により報告しなければならない。 

２ 審査委員会は、論文審査の結果、その内容が著しく不良であると認めたときは、口述

試験等の最終試験を行わないことがある。この場合は、前項の試験結果の要旨及び学力
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確認結果の要旨を添付することを要しない。 

（研究科委員会の役割） 

第 12条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて、学位を授与すべきか否かについて、意見を取

りまとめるものとする。 

２ 削除 

３ 削除 

（研究科長の意見提出） 

第 13 条 研究科委員会が前条の意見を取りまとめたときは、研究科長は文書により学長

に提出しなければならない。 

（学位授与の決定） 

第 14 条 学長は、教授会、研究科委員会及び大学院委員会の意見を踏まえ、学位授与の可

否を決定する。 

２ 削除 

３ 削除 

（学位の授与） 

第 15 条 学長は、前条の議決に基づいて学位授与が可とされた者に対し、所定の学位記を

授与する。 

２ 学位授与が否とされた者には、その旨を通知する。 

（論文要旨等の公表） 

第 16 条 本学は、博士の学位を授与したときは、博士の学位を授与した日から３か月以内

に、その論文の内容の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。 

（論文の公表） 

第 17 条 博士の学位を授与された者は、学位を授与された日から１年以内に、その論文を

インターネットの利用により公表しなければならない。ただし、学位を授与される前に

既に公表したときはこの限りでない。 

２ 前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由がある場合は、本学の承認を得て、論文

の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合本学は、そ

の論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。 

（学位の名称の使用） 

第 18 条 本規程により学位を授与された者が学位の称号を用いるとき、これに本学の名

称を付記するものとする。 

（授与した学位の取消） 

第 19 条 学位を授与された者がその名誉を汚す行為をしたとき、又は不正な方法により

学位の授与を受けた事実が判明したときは、学長は、研究科委員会及び大学院委員会の

意見を踏まえ、既に授与した学位を取り消し、学位記を返還させ、かつ、この旨を公表

するものとする。 

２ 削除 
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（登録及び報告） 

第 20 条 本学において学位を授与したときは、学長は、学位簿に登録するものとする。 

２ 博士の学位を授与したときは、学位を授与した日から３か月以内に学位授与報告書を

文部科学大臣に提出するものとする。 

（学位記及び書類） 

第 21 条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別表のとおりとする。 

 

附 則 この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 10 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 12 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 13 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 14 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 16 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 17 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 18 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 19 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 20 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 21 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 22 年３月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 22 年４月１日から施行する。 

附 則 この改正は、平成 23 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 23 年度（国）規程第 90 号） 

この改正は、平成 24 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 24 年度（国）規程第２号） 

この改正は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 26 年度（国）規程第１号） 

この改正は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 27 年度（国）規程第 13 号） 

この改正は、平成 28 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 28 年度（国）規程第 16 号） 

この改正は、平成 29 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 29 年度（国）規程第 41 号） 

この改正は、平成 30 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 30 年度（国）規程第 1 号） 

この改正は、平成 31 年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年度（国）規程第 7 号） 

この改正は、令和３年２月 24 日から施行する。 

   附 則（令和４年度（国）規程第５号） 
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この改正は、令和５年４月１日から施行する。 

   附 則（令和６年度（国）規程第 13 号） 

この改正は、令和７年４月１日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 

附 則（令和７年度（国）規程第●号） 

この改正は、令和８年４月１日から施行する。 
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別表１  （学位申請関係書類の様式）  

⑴ 第４条第１項の規定による論文審査願の様式  
 

論 文 審 査 願 
 
 

年  月  日  
 
 

城西国際大学学長 殿  
 
 

研究科  専攻  
年 入学  
氏名  印 

 
このたび修士（     ）の学位を受けたく論文及び論文内容の要旨  

 
 
を添えて提出いたしますので審査くださるようお願いいたします。  

 

備考 １．論文目録の様式は書類様式⑶によること。  

 

⑵ 第４条第２項の規定による学位申請書の様式  
 

学 位 申 請 書 
 
 

年  月  日  
 
 

城西国際大学学長 殿  
 
 

氏名  印 
 
 

このたび博士（     ）の学位を受けたく論文、論文目録に論文 
 
 

審査料、その他必要資料を添えて提出いたします。  
 

備考 １．論文目録、履歴書様式は書類様式⑶及び⑷によること。  
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⑶ 論文目録の様式  
 

論 文 目 録 
 

論 文 
1. 題 目 
2. 印刷公表の方法及び時期 
3. 冊 数 

 
参 考 論 文 

1. 題 目 
2. 印刷公表の方法及び時期 
3. 冊 数 

 
年  月  日  

学位授与申請者  
氏 名  

備考 １．論文題目が外国語の場合には、和訳を付記すること。  

２．参考論文が２種類以上あるときは、別記すること。  

３．論文がまだ印刷公表されていないときは、その予定の方法時期を記載 

すること。  

４．論文目録は 3 通提出すること。  

 

⑷ 履歴書様式  
 

履 歴 書 
 

本 籍  
現住所  

 
ふ り が な 

氏 名 
年  月  日生  

学 歴  
職 歴  
研究歴  
賞 罰  

上記のとおり相違ありません。  
年  月  日  

氏名  印 

備考 １．学歴は高等学校卒業以後の履歴について年次を追って記載すること。  

２．本学大学院の課程を経た者は、その単位修得証明書を添えること。  
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別表２  （学位記の様式） 

⑴ 第３条第１項の規定により授与する学位記の様式（学部を卒業した場合）  

*AA○○-○○○  

 

学  位  記  

    大学印  

 

                       氏         名  

                       （西暦）年  月  日生  

 

本学○○学部○○学科所定の課程を修めて本学を卒業したことを認め  

学士（○○○○）の学位を授与する  

                  〔学位授与日〕（西暦）年  月  日  

                   城西国際大学学長  ○○○○ 印  

 

 

JOSAI INTERNATIONAL UNIVERSITY 

Faculty of ○○○○ 

Department of ○○○○  

confers upon 

英文氏名  

Birthdate: Month Day, Year 

having successfully completed the prescribed course of study in 

The degree of 

Bachelor of ○○○○ 

 

              〔学位授与日〕Month Day, Year 

               学長英文サイン  

               学長英文名  

President, Josai International University 

 

＊AA には学生証番号のアルファベットを表記する。 
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⑵ 第３条第２項の規定により授与する学位記の様式（修士課程を修了した場合）  

*AA○○-○○○  

 

学  位  記  

大学印  

 

                        氏         名  

                       （西暦）年  月  日生  

 

本学大学院○○研究科○○専攻の修士課程を修了したので修士（○○○○） 

の学位を授与する  

                   〔学位授与日〕（西暦）年  月  日  

                    城西国際大学学長  ○○○○ 印  

 

 

JOSAI INTERNATIONAL UNIVERSITY 

Graduate School of ○○○○ 

Division of ○○○○  

confers upon 

英文氏名  

Birthdate: Month Day, Year 

having successfully completed the prescribed course of study in 

The degree of 

Master of ○○○○ 

              〔学位授与日〕Month Day, Year 

               学長英文サイン  

               学長英文名  

President, Josai International University 

 

＊AA には学生証番号のアルファベットを表記する。 
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⑶ 第３条第３項の規定により授与する学位記の様式（博士後期課程を修了した場合） 

博甲第   号  

 

学  位  記  

大学印  

 

                        氏         名  

                       （西暦）年  月  日生  

 

本学大学院○○研究科○○専攻の博士後期課程において所定の単位を修得し 

学位論文審査及び試験に合格したので博士（○○○○）の学位を授与する  

                   〔学位授与日〕（西暦）年  月  日  

                    城西国際大学学長  ○○○○ 印  

 

 

JOSAI INTERNATIONAL UNIVERSITY 

Graduate School of ○○○○ 

Division of ○○○○  

confers upon 

英文氏名  

Birthdate: Month Day, Year 

having successfully completed the prescribed course of study in 

The degree of  

Doctor of ○○○○ 

              〔学位授与日〕Month Day, Year 

               学長英文サイン  

               学長英文名  

President, Josai International University 
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⑷ 第３条第３項の規定により授与する学位記の様式（博士課程を修了した場合）  

博甲第   号  

 

学  位  記  

   大学印  

 

                         氏         名  

                        （西暦）年  月  日生  

 

本学大学院○○研究科○○専攻の博士課程において所定の単位を修得し 

学位論文審査及び試験に合格したので博士（○○○○）の学位を授与する  

                   〔学位授与日〕（西暦）年  月  日  

                    城西国際大学学長  ○○○○ 印  

 

 

JOSAI INTERNATIONAL UNIVERSITY 

Graduate School of ○○○○  

Division of ○○○○  

confers upon 

英文氏名  

Birthdate: Month Day, Year 

having successfully completed the prescribed course of study in 

The degree of 

Doctor of ○○○○  

              〔学位授与日〕Month Day, Year 

               学長英文サイン  

               学長英文名  

President, Josai International University 
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⑸ 第３条第４項の規定により授与する学位記の様式（学位論文提出による場合）  

博乙第   号  

 

学  位  記  

大学印  

 

                        氏         名  

                        （西暦）年  月  日生  

 

本学に学位論文を提出し所定の審査及び試問に合格したので博士（○○○○） 

の学位を授与する  

                   〔学位授与日〕（西暦）年  月  日  

                    城西国際大学学長  ○○○○ 印  

 

 

JOSAI INTERNATIONAL UNIVERSITY 

Graduate School of ○○○○ 

Division of ○○○○ 

confers upon 

英文氏名  

Birthdate: Month Day, Year 

having passed the prescribed examination and completed a doctoral dissertation in 

The degree of  

Doctor of ○○○○ 

              〔学位授与日〕Month Day, Year 

               学長英文サイン  

               学長英文名  

President, Josai International University 
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別表３  （学位授与報告書の様式） 
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令和８年度 城西国際大学学位規程の一部変更の事由及び変更の時期 

 

 

Ⅰ 変更の事由 

１．第２条関係 

健康科学部の設置に伴う学部学科と学位名の追加 

 

Ⅱ 変更の時期 

 令和８年４月１日 

以 上 
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城西国際大学学位規程新旧対照表

新 旧 
城西国際大学学位規程 

平成 24 年 3月 27 日制定  

（平成 23 年度（国）規程第 90 号） 

(目的) 

第１条 学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第 13 条の規定に

基づき、城西国際大学（以下「本学」という。）が授与する学位

について、必要な事項を定めることを目的とする。 

（学位） 

第 2 条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。

城西国際大学学位規程 

平成 24 年 3月 27 日制定  

（平成 23 年度（国）規程第 90 号） 

(目的) 

第１条 学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第 13 条の規定に

基づき、城西国際大学（以下「本学」という。）が授与する学位

について、必要な事項を定めることを目的とする。 

（学位） 

第 2 条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。 

【研究科・学部】 【専攻・学科】 【学位名】 【研究科・学部】 【専攻・学科】 【学位名】 
人文科学研究科 国際文化専攻 

女性学専攻 

グローバルコミュニ

ケーション専攻 

比較文化専攻 

修士（国際文化） 
Master of Arts in Intercultural Studies 
修士（女性学） 
Master of Arts in Women’s Studies 
修士（国際文化） 
Master of Arts in Global Communication 
博士（比較文化） 
Doctor of Philosophy in Comparative Culture Studies 

人文科学研究科 国際文化専攻 

女性学専攻 

グローバルコミュニ

ケーション専攻 

比較文化専攻 

修士（国際文化） 
Master of Arts in Intercultural Studies 
修士（女性学） 
Master of Arts in Women’s Studies 
修士（国際文化） 
Master of Arts in Global Communication 
博士（比較文化） 
Doctor of Philosophy in Comparative Culture Studies 

（省略） （省略） 
観光学部 観光学科 学士（観光学） 

Bachelor of Arts in Tourism 
観光学部 観光学科 学士（観光学） 

Bachelor of Arts in Tourism 
看護学部 看護学科 学士（看護学） 

Bachelor of Science in Nursing 
看護学部 看護学科 学士（看護学） 

Bachelor of Science in Nursing 
健康科学部 看護学科 

理学療法学科 

福祉総合学科 

学士（看護学） 
Bachelor of Science in Nursing 
学士（理学療法学） 
Bachelor of Physical Therapy 
学士（福祉総合） 
Bachelor of Arts in Social Work Studies 

（省略） 

附 則（令和２年度（国）規程第７号） 

この改正は、令和３年２月 24 日から施行する。 

 附 則（令和４年度（国）規程第５号） 

この改正は、令和５年４月１日から施行する。 

 附 則（令和６年度（国）規程第 13号） 

この改正は、令和７年４月１日から施行し、令和６年４月１日か

ら適用する。 

附 則（令和７年度（国）規程第●号） 

この改正は、令和８年４月１日から施行する。 

（省略） 

附 則（令和２年度（国）規程第７号） 

この改正は、令和３年２月 24 日から施行する。 

 附 則（令和４年度（国）規程第５号） 

この改正は、令和５年４月１日から施行する。 

 附 則（令和６年度（国）規程第 13号） 

この改正は、令和７年４月１日から施行し、令和６年４月１日か

ら適用する。 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

（収容定員変更に係る学則変更） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学則の変更の趣旨等を記載した書類 

（収容定員変更に係る学則変更） 

－目次－ 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 … 2 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 … 4 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 … 7 

(ｱ) 教育課程の変更内容

(ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容

(ｳ) 教員組織の変更内容
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ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 

 国際人文学部国際交流学科の入学定員の削減、薬学部医療薬学科の入学定員の削減、健康

科学部の設置及び健康科学部福祉総合学科の入学定員の削減に伴い、令和８（2026）年度よ

り城西国際大学の定員を以下のとおり変更する（表１）。 

 

 表１ 令和８（2026）年度 収容定員変更の概要 

学部・学科 
現行 変更後 

備考 
入学定員 編入学定員 収容定員 入学定員 編入学定員 収容定員 

国際人文学部 国際文化学科 80 － 320 80 － 320  

国際交流学科 120 3 年次 10 500 80 3 年次 10 340 入学定員変更 

薬学部 

※１ 
医療薬学科 110 － 660 60 － 360 入学定員変更 

看護学部 看護学科 100 － 400 － － － 令和 8年 4月募集停止 

福祉総合学部 福祉総合学科 140 3 年次  5 570 － － － 令和 8年 4月募集停止 

理学療法学科 80 － 320 － － － 令和 8年 4月募集停止 

健康科学部 

※２ 

看護学科 － － － 100 － 400 令和 8年 4月学部設置 

理学療法学科 － － － 80 － 320 令和 8年 4月学部設置 

福祉総合学科 － － － 65 3 年次 15 290 令和 8年 4月学部設置 

その他既存学部等 880 3 年次 60 3,640 880 3 年次 60 3,640  

合計 1,510 3 年次 75 6,410 1,345 3 年次 85 5,670  

 ※１ 薬学部医療薬学科は収容定員に係る学則変更の認可申請済（6月） 

 ※２ 健康科学部は設置届出済（4月） 
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イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

  城西国際大学は、水田三喜男により設立された学校法人城西大学の建学の精神「学問に

よる人間形成」を継承し、「国際社会で生きる人間としての人格形成」を教育理念として、

平成４（1992）年４月、千葉県東金市に開学した。令和７（2025）年度現在、経営情報学

部、国際人文学部、メディア学部、観光学部、福祉総合学部、薬学部、看護学部の７学部

９学科を有し、地域に根ざした実践的な教育を通じて、知識だけでなく社会で活躍できる

能力を持つ人材の育成に取り組んでいる。また、国際大学として、国際社会に開かれた大

学を目指すと同時に、特に東金キャンパスの地元である千葉県山武地域とは開学時より

良好な関係を持ち続けており、地域と連携して、教育や地域貢献活動を発展させている。 

国立社会保障・人口問題研究所による日本の将来人口推計（令和５年推計）によると、

18歳人口は2025年に約110万人、2035年に約96万人にまで減少すると予測されている。

日本の少子化は全国的な問題であり、本学の位置する山武郡市も例外ではない。このよう

な状況下で、本学の一部の学部・学科では学生の確保が難しくなっており、令和５(2023)

年度大学評価においても、収容定員に対する在籍学生数比率及び入学定員に対する入学

者数比率が当該学部・学科で低いため、定員管理を徹底するように指摘された。本学の教

育理念に掲げる人材育成をより一層推進するために、大学として入学定員充足率の更な

る適正化を図ることが必要であると考える。 

 

① 国際人文学部国際交流学科 

国際交流学科は、グローバリゼーションの時代に対応して「適切な行動力、interaction

の能力を身につけ、実際に国際的な環境で活躍できる人材」の育成を教育目標として、平

成８（1996）年に人文学部（平成 20（2008）年度より国際人文学部）に開設された。語学

力の向上とともに、国際関係や国際教養系の知識の涵養、さらに国際的なコミュニケーシ

ョン能力を培う教育を特色としている。国際交流学科においては一度、入学定員を減員し

ており、国際人文学部を開設した平成 20（2008）年度から収容定員充足率が 1.00 を下回

り続けている状況にある。コロナ禍後にも入学者数が回復しておらず、令和７（2025）年

５月の収容定員充足率は 0.64 であり、今後も 18 歳人口減少等の影響により現状の入学

定員を確保することは厳しいと判断している。特色ある学科の教育をさらに推し進め実

践的な人材を育成するためにも、令和８（2026）年度より入学定員を 120 名から 40 名減

員した 80 名とし、収容定員充足率の更なる適正化を図ることとした。 

 

② 薬学部医療薬学科 

国際大学として、国際社会に開かれた大学を目指すと同時に、特に東金キャンパスの地

元である千葉県山武地域とは開学時より良好な関係を持ち続けており、地域と連携して、

教育や地域貢献活動を発展させている。保健医療を担う人材育成を求める地元地域から

の要請に応える形で、平成 16（2004）年に薬学部医療薬学科を開設した。平成 18（2006）

年度から４年制から６年制に移行したものの、平成 21（2009）年度から収容定員充足率

－設置等の趣旨（本文）－5－



が 1.00 を下回り続けている状況にあり、今年度までに三度、入学定員を減員している。

令和７（2025）年５月の収容定員充足率は 0.49 であり、0.50 を下回った。今後も 18 歳

人口減少等の影響により現状の入学定員を確保することが厳しいと判断し、令和８（2026）

年度より入学定員を 110 名から 50 名減員した 60 名とし、収容定員充足率の更なる適正

化を図ることとした。教育の質を維持しながら持続可能な学部運営を目指すために、学生

一人ひとりへの指導を充実させ、より魅力的な教育環境を整えていく。 

 

③ 福祉総合学部福祉総合学科 

薬学部と同様に、保健医療を担う人材育成を求める地元地域からの要請に応える形で、

平成 19（2007）年に福祉総合学部福祉総合学科、平成 24（2012）年に看護学部看護学科、

平成 28（2016）年に既設の福祉総合学部に理学療法学科を開設した。これからの我が国

の保健・医療・福祉職は、疾病の治療だけではなく、生涯にわたる健康問題に対して、複

合的な視野を持った健康支援のアプローチができることが必要である。この方針のもと、

令和８（2026）年度開設を目指して、看護学部と福祉総合学部の３学科を統合した健康科

学部の設置届出を行った。福祉総合学科においては開設当初から収容定員充足率が 1.00

を下回り続けている状況にあり、大学評価において定員管理の徹底を求められている。こ

のような状況の中、教育の質を維持しながら持続可能な大学運営を目指すために、福祉総

合学科の入学定員を 140 名から 75 名減員した 65 名とし、収容定員充足率の更なる適正

化を図ることとした。 
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ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 (ｱ) 教育課程の変更内容 

本学では、全ての学部・学科において、現行の教育課程の編成を 2026 年度から「全

学部共通基盤科目群」、「外国語科目群」、「キャリア形成科目群」、「専門基礎科目群」及

び「専門科目群」の５つの科目群へと変更する。この科目群の変更は大学の方針で、全

学的に行われることを決定している。 

   国際人文学部国際交流学科においても、以下の５つの科目群に変更され、一部の科目

の配置変えを実施するとともに、学科科目の追加、変更、削除を行っている。 

 

「全学部共通基盤科目群」 

   文理融合型リベラルアーツとして、幅広い教養、新たなリテラシー及び総合的な洞察

力を身に付けるため、全学部共通基盤科目群を設置する。2025 年度以前から設置され

ている科目群であり、基本的に全学部の学生が合同で受講する。 

 

「外国語科目群」 

   グローバル社会における教養としての言語、専門分野の学修に必要な言語を身に付

けるため、外国語科目群を設置する。 

 

「キャリア形成科目群」 

   キャリア形成や生涯学習に資する主体的・自律的な学びを実現するため、導入期教

育・ポートフォリオ作成などに関するキャリア形成科目群を設置する。 

 

「専門基礎科目群」 

   グローバル化する文化や社会、コミュニケーションのあり方について多様な切り口

から学び、文学・歴史・文化・社会・法律・経済・政治・地理など専門分野の学びの基

礎を身につけるため、専門基礎科目群を設置する。 

 

「専門科目群」 

世界各地域の多様な社会・文化とその相互交流、国際社会のルールとしくみなど、国

際関係・国際協力に関する専門知識を身に付け、活用できるように、専門科目群Ⅰを設

置する。 

言語学、外国語学習、異文化理解など、国際コミュニケーションに関する専門的な知

識・技能を身に付け、活用できるように、専門科目群Ⅱを設置する。 

第二言語としての日本語を教える体系的な知識・技能、言語教育の専門家としての態

度を身に付け、活用できるように、専門科目群Ⅲを設置する。 

演習及び研修・インターンシップを通して、専門分野の学びの実践と発展をはかるた

め、専門科目群Ⅳを設置する。 
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専門分野の学びに係る教育職員免許状を取得するため、専門科目群Ⅴを設置する。 

(ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容

国際交流学科では、全学的な制度に従い、学年毎での時間割配当、授業への出席確認、

基幹教員による学生支援・指導（アドバイザー制度）を行っていて、担当教員が日常的

に履修指導を実施している。学科の教育方法、履修方法、科目の内容は、学生便覧や授

業計画（シラバス）等で公開するとともに、在学生には毎年度末の学年オリエンテーシ 

ョンにおいて、新入生には年度初めのオリエンテーションにおいて、学生に周知してい

る。 

また、学習管理システム「Universal Passport」を導入しており、授業等に関する連

絡や事務連絡を速やかに行うことが可能となっている。これらの制度・運営方法は、入

学定員変更後も引き続き従来通り実施する。 

さらに教育研究活動の自己点検・評価により、入学前教育の導入等の改善への努力を

継続して行っていく。定員削減によって、よりきめ細かい対応が可能となり、定員変更

前の教育方法及び履修指導方法と比較して、同等以上の内容が担保されると言える。 

(ｳ) 教員組織の変更内容

国際交流学科の入学定員変更後においても、基幹教員の人数は大学設置基準上の必

要教員数を上回っている。収容定員に係る学則変更の前後において、S/T 比は減少する

（表２，３）。収容定員が 340 名となる 2029 年度まで、毎年 S/T 比は減少する。これに

より、教員組織は充実し、よりきめ細かな教育と学生指導が可能になる。 

表２ 国際交流学科における収容定員/教員数 

年度 収容定員 基幹教員数 収容定員/教員数 

2025 500 19 26.3 

2026 460 18 25.6 

2027 420 18 23.3 

2028 380 18 21.1 

2029 340 18 18.9 

表３ 国際交流学科における入学定員/教員数 

入学定員 

（変更

前） 

入学定員 

（変更

後） 

基幹教員

数（変更

前） 

基幹教員

数（変更

後） 

入学定員/教員

数 

（変更前） 

入学定員/教員

数 

（変更後） 

120 80 19 18 6.3 4.4 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（本文） 
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（１）収容定員を変更する組織の概要  

①収容定員を変更する組織の概要（名称、入学定員（編入学定員）、収容定員、所在地） 

収容定員を変更す

る組織 
入学定員 

3年次編

入学定員 
収容定員 

所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

城西国際大学 

 国際人文学部 

  国際交流学科 

   

 

 

80 

 

 

 

10 

 

 

 

340 

 

 

千葉県東金市求名１番地 

   

②収容定員を変更する組織の特色  

国際交流学科は 1996 年 4 月、グローバリゼーションの時代に対応して「適切な行動力、

interactionの能力を身につけ、実際に国際的な環境で活動できる人材」の育成を教育目標

として、城西国際大学人文学部（2008年より国際人文学部）に開設された。卒業生に授与

する学位は、学士（国際交流）である。開設時の入学定員は 180名（3年次編入 10名）で、

学科収容定員は 740 名であった。本学の学部増設などで受験対象者が分散したため、2006

年 4月に本学科は入学定員を 120名（3年次編入 10名は変更なし）に削減し、学科収容定

員を 500名として今日に至っている。 

国際交流学科は開設時より 2 コース制を堅持し、現在「国際関係・国際協力コース」と

「国際コミュニケーションコース」で多様な学びを提供し、学士（国際交流）に相応しい

教育を展開している。学科教育においては、第一外国語の英語（留学生においては日本語）

と第二外国語を必修として、特にコミュニケーションに重点を置いて実践的な語学力を向

上させるとともに、国際交流・協力に必須の国際関係や国際教養系の知識を涵養し、さら

に国際的なコミュニケーション能力を培う教育を特色としてきた。また海外留学・研修へ

の学生の派遣に力を入れるとともに、海外からの長期・短期の留学生の受け入れを積極的

に実施し、学内でも国際交流ができる環境を整備し、国際化・グローバル化に対応する実

践的な人材の育成に努めてきた。また本学はアドバイザー制度で全学生に担任教員を配置

し、履修指導・生活指導も含めて、きめ細かな指導を実施してきた。入学定員を 80名に削

減（3年次編入 10名は変更なし）して、収容定員を 340名に変更することにより、このよ

うな特色をもつ学科の教育をさらに推し進め、高度な語学力、国際関係・協力に関する知

識や国際的な教養、国際的なコミュニケーション能力を有する実践的な人材を育成できる

と考えている。 

なお、教育研究を行うキャンパスは、千葉県東金市求名１番地に位置する東金キャンパ

スである。収容定員を変更する組織の変更後の予定は次頁の表のとおりである。 

また、国際交流学科の教育研究上の目的（2025年度）は下記のとおりである。 
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【国際交流学科の教育研究上の目的】 

国際交流学科は、 国際社会を構成する多様な人々の諸活動や諸課題に関わる人文社会系

の教育研究を学際的に行い、実践的な語学力、国際交流のための知識及びコミュニケーシ

ョン能力を身に付けた人材を養成する。 

 

収容定員を変更する組織の変更後の予定 

 

学部等名称 
修業

年限 

入学 

定員 

３年次

編入学

定員 

収容 

定員 

授与する学位等 
変更の事由 

学位 学科の分野 

既
設
組
織 

国際人文学部 

 国際交流学科 

 

4 

 

 

120 

 

 

 

10 

 

 

500 

 

 

 

学士（国際交流） 

 

 

 

文学関係 

 

 

 

 

 

収
容
定
員
を
変
更
す
る
組
織 

国際人文学部 

 国際交流学科 

 

  

 

 

 

 

4 

 

 

 

80 

 

 

 

10 

 

 

 

340 

 

  

 

学士（国際交流） 

 

 

 

文学関係 

 

 

令和 8 年 4 月 

入学定員変更（届出） 
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（２）人材需要の社会的な動向等 

①収容定員を変更する組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析  

  国際交流学科で育成する人材は、外国語力、国際的な知識・教養、コミュニケーション

能力を身に付けた実践的な人材である。特定の資格に特化した人材育成をしているのでは

ないので、就職先・進路は海外も含み多様であるが、一定の傾向はあり、特に本学が千葉

県東部という成田国際空港に近接する地域に立地しているため、空港・航空関係や、関連

するホテルなどの宿泊業・旅行業などに就職を目指す学生が多い。そのような傾向は就職

実績にも表れており、2023年度の就職実績（【資料 1】2023 年度国際交流学科業種別就職

状況）では航空・空港・運輸が 15.8％、ホテル・旅行・観光・飲食が 7.9％で、合計で 23.7％

とおよそ 4分の 1を占める。その他のサービス業（13.2％）も含めると合計で 36.9％とな

る。そこで、これらの業界・業種の人材需要の動向をまずは検討する。 

  コロナ期（2020年〜23年 5月頃）には、航空・空港関係や宿泊業（ホテルなど）といっ

た本学科生の主要な就職先の採用は激減した。極端な需要の減少に加えて、先行きの不透

明感から、企業が採用を手控えたためである。これらの業界の人材需要に対応する統計と

して、観光庁の「訪日外国人旅行者数・出国日本人数」【資料 2】を見ると、2019 年は 5,196

万人であったのが、2020年は 729万人、2021年は 76万人、2022 年は 660万人と極端に減

少した。しかし、コロナ期を脱して、これらの業種・業界では、コロナ期の反動もあって

人材需要は高まっている。「訪日外国人旅行者数・出国日本人数」も、2023年の 3,469 万

人を経て、2024年は 4,988 万人と、ほぼコロナ期前の水準にまで回復した。特に好調なの

は訪日外国人旅行者数で、2024 年は 3,687 万人とこれまでの最高値（2019 年 3,188 万人）

を更新した。為替レートにおける円安も手伝って、インバウンド需要は順調に回復・増加

しており、本学科生の有力な就職先である航空・空港関係や宿泊業の人材需要も高まって

いる。今後のこの分野の人材需要の見通しは明るいといえる。 

特に地域特性として、近隣の成田国際空港では 4年後（2029年 3月）に滑走路の新増設

などによる機能強化を計画しており、その頃には空港関連で現在のおよそ 1.8 倍の約 7 万

人の働き手が必要とも予想されており、近年、関連企業では活発な人材確保に動き出して

いる。本学科で育成する人材の需要は、地域的にも今後さらに高まると予想される。 

  また全国的な学生の人材需要を見ても、日本社会における少子高齢化、生産年齢人口の

減少や、団塊世代の大量の引退（退職）などの影響により、大学卒業生を始めとする若年

層の働き手の需要はこれまでになく高まっている。学生の就職活動も売り手市場であり、

本学科卒業生の就職率も 2022・23年度ともに 98％を上回り順調に推移している。 

  さらに本学科の教育関連資格である教職課程（英語）・登録日本語教員（日本語教員養

成副専攻）・児童英語指導員（副専攻）で資格を取得した人材についても、教育・学習支援

関係は全国的に人材不足の状態にあることから、人材需要は活発である。本学科の教育・

学習支援関係の就職実績（23年度 9.2％）にも、その点が反映している。 

  以上のように国際交流学科が養成しようとしている人材に対しては、社会動向から判断

するに、全国的に見ても、また本学近隣地域を見ても、今後とも活発な人材需要が見込め

ると判断できる。 
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②中長期的な 18 歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析  

国立社会保障・人口問題研究所による日本の将来人口推計（令和５年推計）によると、

18 歳人口は 2025 年に約 110 万、2030 年に約 105 万人、2035 年に約 96万人（2025年比約

12.8％減）にまで減少すると予測されている。日本の少子化は全国的な問題であり、本学

の位置する山武郡市も例外ではない。しかし、国際交流学科の受験対象者の主な出身地域

である千葉県、東京都、茨城県、さらに埼玉県も加えた１都 3 県の若年人口の減少は比較

的に緩やかであると予測されている。１都 3 県の 15～19 歳人口合計は 2025 年で約 130 万

人、2030年で約 128 万人、2035 年で 119万人（2025年比約 8.5％減）とされる。 

※出典：『国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）３. 都

道府県・市区町村別の男女･年齢（５歳）階級別将来推計人口』よりデータ引用 

<https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson23/t-page.asp> 

 

外国人留学生については、全国的には 2011 年の約 16 万人から 2019 年には約 31 万人と

倍増した。その後、コロナ禍により 2020 年は約 28万人（前年比 10.4％減）、2021 年は約

24万人（前年比 13.3％減）と急激に減少したが、2022 年に約 23万人と底を打ち、2023年

は 27万 9千人と増加に転じ、2024年（5月 1日現在）は 33万 7千人弱と前年比で 20.6％

上昇した。これは、活発な外国人留学生の日本留学需要を反映していると判断できる。 

   ※出典：日本学生支援機構「2. 留学生数の推移（各年 5 月 1 日現在）」 

     <https://www.studyinjapan.go.jp/ja/statistics/enrollment/data/2504301000.html> 

 

政府の教育未来創造会議では、2023年の第二次提言において、2033 年までに外国人留学

生を 40 万人受け入れることを目標とした。これに呼応する形で、本学の第 2 期中期計画

（2029 年度まで）では、外国人留学生の受け入れ数の目標を 1500 名としている。本学は、

学部・大学院合計で、2017 年 5月 1日付けで最多 1,438名の外国人留学生を受け入れ、こ

れは当時の全国の国公私立大学で 17番目に多い受け入れ数であった。コロナ期の減少があ

ったが、現在、海外協定校からの共同教育プログラムによる受け入れも回復傾向にあって、

直近の受入れ数は 2023 年 5 月 1 日付けで 760 名、2024 年 5 月 1 日付けで 946 名で、2025

年 5月 1日現在、1,031名の外国人留学生が在籍している。 

日本の 18歳人口の減少が学生確保に及ぼすマイナスの影響は否定できないが、特に留学

生が学びやすい環境を提供する国際交流学科においては、留学生の着実な受け入れによっ

て、収容定員削減後の定員の充足は十分見込まれる。 

 

③収容定員を変更する組織の主な学生募集地域 

国際交流学科における 2021（令和 3）年度から 2025（令和 7）年度の 5 年間の入学者数

の高校所在地別の比率（【資料 3】国際交流学科 高校所在地別入学者数一覧（直近 5年間））

をみると、本学科が置かれている千葉県が全体で最も多く 28.5％である。千葉県の大半の

地域は通学圏であり、本学の医療系・福祉系学科などの入学者に占める千葉県高校出身者

の割合がおよそ 5 割に及ぶことを考えると、潜在的な需要の掘り起こしの可能性を秘めて
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いる。収容定員を変更する組織（入学定員削減後の国際交流学科）では、まずは千葉県が

主たる学生募集地域となる。 

高校所在地別では、2番目には東京都（5.8％）が続く。東京都東部は通学圏であり、3番

目の茨城県（5.6％）も南部は通学圏に当たる。これらの地域も学生募集の重点地域といえ

よう。 

出身高校所在地で特筆すべき点は、自宅からの通学が困難な地域からの入学者が多いこ

とである。競合校が当該地域に少ないこと、都会から離れた落ち着いた環境で学習に集中

できること、生活費等も比較的安く済むこと、就職活動で都心に通うこともできることな

どが、その理由として挙げられる。また、これまでの進学実績・本学科での教育実績から、

本学科を信頼して生徒を送ってくれる高校が多いとも推測される。特に新潟県（5.6％）・

長野県（3.6％）の信越、北海道（4.6％）、東北の福島県（4.8％）・宮城県（4.1％）・山

形県（3.1％）、北関東の栃木県（4.6％）・群馬県（3.4％）には、本学科の特色を理解し

て生徒を送ってくれる高校が多いと思われる。他には沖縄県（2.9％）・静岡県（2.4％）も

同様であろう。逆に首都圏のうち埼玉県（2.7％）・神奈川県（2.7％）からは人口に比して

少ないが、これは地域に競合校が多いことも影響していると考えられる。 

以上から、入学定員削減後の国際交流学科においては、千葉県に重点を置いた上で、通

学圏（東京都東部・茨城県南部）の地域、並びに遠方であるが競合校が少なく、本学科の

教育実績を評価して信頼関係が築けている、信越、北海道、東北、北関東、静岡、沖縄の高

校が主な学生募集先となることが予想できる。 

 

留学生については、共同教育プログラムの協定を結んでいる中国の大学から安定的に編

入学生の入学があり、編入学定員はほぼ満たされてきた。今後も充足は可能であると見込

まれる。 

他に協定校を通しての受験や、日本国内の日本語学校・別科等からの受験生も一定数お

り、中国・韓国・ベトナムなどからの留学生募集においても期待ができる。 

本学の全学部の外国人留学生の総数は、2024年度の正規留学生で 530名であり、これは

全国の大学で 26 位に相当する（出典：『大学ランキング 2026 年版』朝日新聞出版、2025

年 4月、225頁）。日本留学を目指す留学生の間で、一定の評価を受けていることが窺える

といえよう。 

また、受け入れた留学生は適切に入国管理しており、2024年 10月 23日付けで東京出入

国在留管理局留学審査部門より、留学生の在籍管理が特に適正に行われている大学として

「適正校（クラスⅠ）」の認定を受けた。 

 

④既設組織の定員充足の状況 

国際交流学科（既設組織）の収容定員充足率は、2019年度 92.4％、2020 年度 93％、2021

年度 93.4％、2022 年度 90.2％であった。この 4 年間は、収容定員の未充足が続いていた

ものの充足率は 90％台を維持してきた。しかし、2023年度は 81.2％、2024年度は 73.6％、

2025年度は 63.6％と、直近の 3年間で収容定員充足率は段階的に低下し、0.7倍未満まで

落ち込んだ（【資料 4】国際交流学科在籍者数・収容定員充足率）。 
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この収容定員充足率の急激な低下をもたらした要因は、新入生の入学定員（120名：春・

秋入学合計）の未充足である。新入生の入学者数は 2020 年度こそ 121 名と入学定員（120

名）を上回ったが、その後、2021 年度 110 名、2022 年度 99 名、2023 年度 74 名、2024 年

度 77名と減少傾向を示し、2025 年度（春入学のみ）は 56名に落ち込んだ。入試種別では、

5年間の平均では「学校推薦型選抜」（65%）「総合型選抜」（21％）で合計 86％となって

おり、学科の内容を理解・評価して入学する学生が多いといえる（【資料 5】既設学科等の

入学定員の充足状況（直近 5年間）別紙 2-5,6）。 

一方で、編入学生（3年次 10名）の数は、コロナ期の初期こそ低調（20年度 2名、21年

度 6名）であったが、その後の 22・23・24年度は 10名・12名・10名と編入学生定員を充

足した。25 年度もすでに春入学で 9名が編入学している。編入学生数は安定している（【資

料 6】国際交流学科編入学数）。 

新入生の入学者数の減少には、2020 年から始まったコロナ禍が大きく影響していると思

われる。本学科で奨励している海外留学・研修への派遣、外国人留学生の受け入れが極端

に減少し、航空・空港関係や宿泊業といった本学科卒業生の主要な就職先の採用も激減し

たため、受験生にとっての本学科の魅力は一時的であれ、色あせてしまった。コロナ期は

ほぼ 3年半続き、このような外部環境の悪化が入学者数の減少を招いたと推察される。 

また退学者数も、収容定員充足率に影響を与える要因である。除籍を含めた退学者数も、

コロナ禍の影響で、学習意欲の喪失・家計の悪化などにより、2020年度 22名、21年度 20

名、22年度 17 名とコロナ期には少なくなかった。しかし、退学者数は、コロナが終息した

2023 年度は 9 名、24 年度は 10 名とほぼ半減した。本学のアドバイザー制度をフルに活用

し、早期の相談、奨学金の奨励など学科の退学者防止策が奏功したといえよう。 

以上のとおり、コロナ禍を主要因として収容定員充足率は激減したが、日本経済はコロ

ナ禍の影響から脱しつつある。経済成長こそ低成長であり、近年は消費者物価の高騰など

の問題もあるが、本学科生が目指す航空・空港関連やホテル等の宿泊・旅行業関係などは、

好調なインバウンド需要に支えられて順調に回復し、今後も成長が見込まれる。 

本学科の直近 5年間の入学者数（2021年度〜25年度［25年度は春入学のみ］）の合計は

416 名であり、年平均で 83.2名である。これを目安とすれば、入学定員を 120名から 80名

へと削減することには合理性がある。3年次編入学定員 10名は安定的に充足できているの

で、変更はしない。経済・就職などの外部環境が改善してきており、今後、後述するよう

な様々な取組を実施することにより、国際交流学科の新しい収容定員（340名）の充足は十

分可能であると判断する。 
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（３）学生確保の見通し 

①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果  

ア 既設組織における取組とその目標  

これまでに国際交流学科（定員削減前の既設組織）は、入学定員 120 名の充足を目標

として、学生確保に向けて様々な具体的な取組を実施してきた。その中心としては、積

極的な広報（ＰＲ）活動が挙げられる。ＰＲ活動では、受験対象者の進路選択に有益と

なるよう、これまでの教育実績に基づいた情報提供や相談を実施してきた。 

ＰＲ活動で重点を置いてきたのは、受験対象者や保護者と教員・在学生が接触できる

機会であるオープンキャンパスである。これには教員のみならず在校生も多数配置し、

学科の長所のみならず来場者に役立つ客観的な情報を伝えるようにし、本学科受験の有

無にこだわらずに受験対象者の進路選択に資する情報提供や相談を実施してきた。その

結果、2025年度入学者 56 名のうちオープンキャンパスに参加した者は 45名で、80％に

達した。入学者の多くが学科の内容を十分に把握して納得した上で本学科を受験して入

学して来たことがうかがえる（【資料 7】国際交流学科の学生募集のためのＰＲ活動の過

去の実績 別紙 3）。 

他のＰＲ活動としては、学科独自のウェブサイトやＳＮＳ（インスタグラム、Ｘ［旧

ツイッター］、ユーチューブ）による、教育課程とその目的や教育実績の頻繁な発信が

挙げられる。特に即時性の高いＳＮＳを利用して、コンプライアンスに配慮しつつ、研

修などの各種の取組・教育成果・オープンキャンパスの様子・留学中の学生の状況など

の情報の配信を日常的に行っており、なかでも留学中の学生からの留学先の情報は、受

験対象者は元より、海外留学を目指す在学生にも有益な刺激となっている。また、イン

スタグラムのフォロワー数は順調に増加しており、好評を博していることがうかがえる。 

他にも学内の事務組織である広報室や入試部入試課とともに、様々な媒体を通して広

く社会に教員・学生などの活動を発信し、学科の特色などを積極的に広報して社会的認

知度を高めている。さらに入試部入試課による大学案内（パンフレット）の作成・配布、

募集対象地域を中心とした各地や高校での入試相談会への参加、大学情報誌への寄稿等

を積極的に行い、広報活動に努めてきた。 

また、国際交流学科では、高校訪問も効率的に実施してきた。高校訪問は入試課が中

心になって全学的に実施しているが、国際交流学科では基幹教員を中心に、これまで学

生を送り出してくれた高校を中心に数を絞って重点的に訪問し、進路指導教員との面談

などを通して、教育理念、人材育成の状況や特色等について説明してきた。高校訪問は、

大学受験校選定の時期を考慮して 5 月～7 月を中心に実施している。他に分野別に依頼

のある高校での模擬授業（出前授業）にも随時、学科教員が参加してきた。 

また外国人留学生の募集については、海外の協定校や国内の日本語学校や別科を通し

て、入学・編入学を実施してきた。本学国際交流学科の外国人留学生比率は 2025 年 5月

1日時点で 12.5％（320名中 40名）であり、留学生と日本人学生が適切な規模で交流で

きる水準を維持している。 
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以上から、既設組織（定員削減前の国際交流学科）で実施してきた取組は、入学生確

保に一定の成果を上げてきたといえるが、入学定員充足に至らなかったことから、これ

らの取組を踏襲した上で、安定的な学生確保につなげる新たな試みも求められる。その

点は、収容定員を変更する組織（定員削減後の国際交流学科）での取組で触れる。 

 

イ 収容定員を変更する組織における取組とその目標  

収容定員を変更する組織（定員削減後の国際交流学科）の学生確保の目標は、入学定

員（削減後 80名）と編入学定員（3年次 10名）の安定的な確保である。また退学者を一

定数に抑えて、4、5年後には安定的に収容定員（340名）を充足するようにしたい。 

国際交流学科では、ただ収容定員を削減するのではなく、これと併行して学生募集活

動に結びつく教育内容の充実・強化を図る。その上で、学生確保のための広報活動を中

心とする具体的取組を実施する。 

そこでまずは、教育内容の充実・強化項目を概括すると、短期・長期留学の拡充、外国

人学生との交流による学科内学習環境の魅力増大、日本語教員養成課程（副専攻）の充

実、教職課程の英語と児童英語指導員養成課程の強化、株式会社ＡＮＡ総合研究所との 

産学連携の推進による航空・空港関係やホテル・旅行業人材の育成、国際協力・国際関

係分野の人材育成、在日外国人学生の受け入れ、All-English科目の履修生確保や編入学

における共同教育プログラム生の受け入れ拡充などが取組として挙げられる。以上のよ

うな学科の潜在的な魅力を強化して、広報活動を通してアピールし、学生確保を図りた

いと考えている。 

学生確保のための広報活動の具体的戦略としては、すでに述べたこれまでの活動をさ

らに効率的・効果的に実施することが必要であると考える。 

学生募集の柱となっている「オープンキャンパス」は、受験対象者のみならず、保護

者との対面の相談も積極的に実施し、受験対象者とのマッチングに寄与している。今年

度も「オープンキャンパス」は年 10回（相談会を含む）の実施を予定している。「オー

プンキャンパス」の課題は、受験対象者数の伸び悩みで、2024 年度は 105 人と 2023 年

度の 123 名から 15％減少した。一方で受験対象者の受験率（受験者／受験対象者）は

42.3％から 47.6％へと向上した（前掲【資料 7】）。入試課と連携して広報活動を強化

して、来場者数の増加を図るとともに、引き続き受験率を高めるようにしたい。 

即時性の高いＳＮＳ等の電子媒体による広報活動は、近年もっとも力を入れて充実し

てきている。特にインスタグラムはフォロワー数も安定的に増加しており、受け狙いで

はなく堅実に学科のリアルを伝えていると好評であるので、継続して配信を続けたい。

また大学パンフレットや入学願書などの資料も大学ウェブサイトで入手できるようにな

っており、ホームページの多言語化も進んでいる。高校生向け媒体への情報の掲出も、

入試広報の一環として実施されている。いずれにしても多様な媒体を通して、本学科の

実情と魅力を発信し、オープンキャンパスへの来場や受験を促したい。 

また、高校訪問は、これまでに学校推薦型選抜などで生徒を送り出し、本学科の教育

成果に一定の評価を与えていると思われる高校を中心に、選択的に基幹教員が実施する

ことによって効果を上げたい。高校訪問は入試課が中心となって全体の企画・調整をし
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ており、今年度（2025 年度）は過去に学校推薦型選抜入学者の実績のある 35校が学科に

割り振られており、訪問もしくはコンタクトを実施する予定である。 

他にも出張授業等を含めた入試相談会にも、入試課などと連携して積極的に取り組む

計画である。 

外国人留学生の募集は、前述のように引き続き、海外の協定校や国内の日本語学校や

別科を通して実施する。外国人留学生比率が 12.5％（2025年 5月 1日時点。320名中 40

名）と比較的低く、留学生が留学生同士で集まるのではなく、日本人学生と適切な水準

で交流できることもアピールしたい。 

 

以上のように、本学科の教育内容と魅力をさらに高めた上で、積極的な広報を実施す

ることによって、入学者のより一層の確保を図りたい。 

 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、収容定員を変更する組織での入学者の見込み数  

前述のとおり、収容定員を変更する組織（定員削減後の国際交流学科）では、従来か

ら力を入れてきた学科の教育内容の充実を試みた上で、各種の広報活動によりその充実

した内容を発信して、入学者の確保・増加を図りたいと考えている。 

すでに述べたように大別して以下の強化項目が挙げられ、それぞれの項目の学生募集

への寄与の目標を（ ）内に示すと、以下のとおりである。「短期・長期留学の拡充」

(35名)、「外国人学生との交流による学科内学習環境の魅力増大」(10名)、「日本語教

員養成課程（副専攻）の充実」(20名)、「教職課程の英語と児童英語指導員養成課程の

強化」(10 名)、「航空・空港関係やホテル・旅行業人材の育成」(20名)、「国際協力・

国際関係分野の人材育成」(10名)、「在日外国人学生の受け入れ」(5名)、「All-English

科目の履修生確保や編入学における共同教育プログラム生の受け入れ拡充」(編入学含め

25 名)である。これらの寄与目標は、それぞれ他の項目とも人数で重複する場合もある

が、おおよその目安として考えている。 

広報などの具体的な募集の方策によって見込まれる入学者数としては、前述のとおり、

入学者の 80％がオープンキャンパスの参加者であることから、オープンキャンパスで 64

名を確保したい。オープンキャンパスで十分に内容を承知した上で入学することにより、

学科内容とのミスマッチを防ぐことができ、退学者の減少にもつながると考える。 

即時性の高いＳＮＳ等の電子媒体による広報活動は、スマートフォンを中心とするデ

ジタル世代の高校生に必要な情報を届けることに大きく寄与すると見込まれる。高校訪

問は、先にも述べたように選別的に実施することによって、学科の教育実績を評価して

くれている高校からの継続的な生徒の送り出しに貢献すると考えられる。また出張授業

等を含めた入試相談会や大学パンフレットの配布などは、学科内容の周知や学部・学科

の知名度の向上に寄与すると考えられる。重複する部分もあるが、これらの活動により

16名を上乗せしたい。 

また留学生の募集に関しては、現行の留学生比率 15％程度を目安として考えて、海外

の協定校や国内の日本語学校や別科を通して実施している海外募集・国内留学生募集で、

引き続き受験生・入学者を確保するよう試みたい。 
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以上のとおり、教育内容の充実と、効果的な募集活動（広報活動）をセットで実施す

ることにより、将来的には安定的な定員充足が見込まれる。 

 

 ②競合校の状況分析（立地条件、養成人材、教育内容と方法の類似性と定員充足状況） 

ア 競合校の選定理由と収容定員を変更する組織との比較分析、優位性  

国際交流学科と教育内容が類似する競合校は、全国規模で見るとかなりの数に上る。

ただし、所在地と地元通学が可能かを考慮して、受験対象者の募集が直接競合する可能

性のある千葉県内の大学で、また一般入試で本学科と同じ 3 科目程度で受験可能で、学

力層が類似する大学・学科に限定すると数校に絞り込まれる。さらに定員削減後の国際

交流学科の入学定員が 80名であることから、規模的に大きな差がない学部・学科を競合

校として選定することとした。そのようにして競合校（競合学科）として選んだのが、

敬愛大学、和洋女子大学、麗澤大学の 3大学の国際学科である。 

敬愛大学国際学部国際学科（入学定員 98 名、編入学定員計 2 名）は千葉市に立地し、

本学東金キャンパスから電車・バス等で 1 時間以内の距離に位置しており、学科の内容

も本学科と類似する点が多く、競合学科といえる。令和 6 年度の同大学の履行状況報告

書（公開資料）によると、同学科の収容定員充足率（2024年 5月 1日付け）は 0.96 との

ことで若干の未充足である。また、入学者数は年度ごとに浮き沈みがあり、2024 年 80名

（定員比 82％）、2025年 79名（定員比 82％）とやや低迷している。 

和洋女子大学は、千葉県市川市に位置する女子大である。同大学の国際学部国際学科

（同名学科の設置は 2018 年。入学定員 60 名）も本国際交流学科に類似した内容をもっ

ている。伝統の女子大という利点を十分に活かしていると拝察されるが、ここ 3年（2023・

24・25年）の入学者数は 60 名の定員中 34、34、37名で定員比で 56.7％、56.7％、61.7％

と苦戦している。 

麗澤大学は千葉県北部の柏市に位置し、語学教育に定評のある伝統校である。本学か

らは離れているが、一部の受験対象者が重複する関係にある。伝統校である同大学では

比較的歴史の浅い国際学部国際学科（入学定員 80名）は、日本学・国際コミュニケーシ

ョン専攻と国際交流・国際協力専攻の 2 専攻を擁し、内容的に本学科に類似している。

その点では競合校といえるであろう。公表されている入学実績は、2023年 74名（92.5％）、

2024年度 75 名（93.8％）である。 

これら 3 校に対する本学科の優位性であるが、まずは立地である。前述のように本学

科のある東金キャンパスは千葉県東部に位置し、一般には好立地とはいえないが、この

地域には競合大学がない。逆に言えば都内大学への通学に難のある地元志向の受験対象

者を集めやすいという利点がある。一方で 3 校は千葉市、市川市、柏市と都市部に位置

しており、東京も含めて激しい競争にさらされている。また、前述のように東金キャン

パスでは、都会から離れた落ち着いた環境で学習に集中できること、生活費等も比較的

安く済むこと、しかも就職活動で都心に通うこともできることも優位性を高めている。 

また、大学の実力を「ＴＨＥランキング」で比較すると、本学は総合で 151～200 位、

国際性で 73.4 ポイントとなっている。一方で、麗澤大学は総合で 111～120 位、国際性
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で 84.9 ポイントといずれも本学を上回っているが、他の 2大学はランキングに登場しな

い（参照：https://japanuniversityrankings.jp/method/）。 

大学の国際性を測る指標の一つに海外提携大学の数があるが、本学は日本の大学では

12 位（237 校）である。他の 3 大学はこれらのランキングに登場しない。また外国人教

員数では 56 位（29 名）で他の 3 大学は入っておらず、規模別の外国人教員比率では麗

澤大学もランキングに入っているものの若干、本学が比率で上回っている（出典：『大

学ランキング 2026年版』229、263、264頁）。 

国際系の学科ではどうしても資格取得に限界があり、敬愛大学国際学部国際学科には、

日本語教員養成課程がない。和洋女子大学国際学部国際学科、麗澤大学国際学部国際学

科では英語教員免許が取得できない。入学後に多様な選択肢があるという点では、本学

科に優位性がある。さらに本学は文理の学部を擁する総合大学であるので、そこで多様

な学びができるという点にも利点がある。 

イ 競合校の入学志願動向等

競合校の入学志願状況は【資料 8】競合大学における入学志願状況等（直近 3 年間）

にまとめたが、以下に概括する。 

2024年度の敬愛大学の履行状況報告書（公開資料）によると、国際学部国際学科の収

容定員充足率は 0.96 とのことで若干の未充足である。また、入学者数には年度ごとに

浮き沈みがあるが、2021 年度から 24 年度の入学者数の合計は 383 名で、入学定員（98

名）の 95.8％に達している。但し、2024年度・2025年度は 80名（81.6％）・79名（80.6％）

と低迷した。また入学志願者数は、22年度から 24年度の 3年の平均で 149名、約 1.56

倍となっている。これらの数値から判断するに同学科の志願者数・入学者数は概ね堅調

であるものの、先行き不透明な部分もあるといえよう。 

和洋女子大学のウェブサイト（公開資料）の大学入学者推移によると、国際学部国際

学科の入学者数は 2021 年度から 24 年度の 4 年間の合計で 151 名で、入学定員 60 名の

約 63％に過ぎない。前述のとおり、ここ 3 年の入学者数は 34～37 名と少ない。これら

の数値から判断するに同学科の入学者数は低迷が続いているといえよう。 

麗澤大学の国際学部国際学科（入学定員 80 名）は、伝統校の強みを生かして志願者

数は多いが、歩留まりでやや苦戦していると見受けられる。公表されている入学実績は、

2021 年度から 24 年度の 4 年間の合計で 299 名で、入学定員の 93.4％を占めている。

2024 年度は 75 名（93.8％）で、近年でも極端な落ち込みはなく、コントロールされて

いると判断できる。 

これらの 3大学の入学実績を見ると、極端に落ち込んでいる 1学科とまずまずの状態

で推移している 2学科となる。学びの領域として考えると、特色ある教育をすれば定員

充足が可能な領域であると判断される。  

ウ 収容定員を変更する組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ）

　先に検討した競合校 3 校は、程度の差はあるものの厳密にいえば定員未充足であるた

め、本項目で収容定員を変更する組織において定員を充足できる根拠を明らかにしたい。 
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先に述べたように、本学科は段階的に収容定員充足率を低下させ続けてきた。これに

はコロナ禍が大きく影響していたと考えられる。ただ、コロナ期を脱したことから、就

職先の確保などの条件は回復しており、円安という留学派遣にはマイナス要因があるも

のの、国際交流学科をめぐる外部環境は着実に改善に向かっている。この点は中長期的

に見て、本学科の募集力を後押しすると期待できる。 

また先の競合校 3校の競合学科の入学定員を見ると、98名（敬愛大）、60名（和洋女

子大）、80名（麗澤大学）であり、既設の国際交流学科の定員 120名がこれまで過大で

あったことが分かる。削減後の 80 名の入学定員は、他大学と比しても適正規模であり、

この適正規模の学生に対して、先に述べた強化項目に沿った教育内容の充実を図れば優

れた教育実績を上げることが見込まれる。そのような実績を積極的に広報すれば、コロ

ナ期以前の入学実績から考えて、入学定員 80 名・編入学定員 10 名、4 年間の収容定員

340名の達成は十分可能と考える。 

 

エ 学生納付金等の金額設定の理由  

本学では 2021年度に全学で学費の見直しを行った。その際に他大学の状況を十分に検

討し、現在の額になったことから、国際人文学部国際交流学科では、既に設定されてい

る学費等納付金額をそのまま適用する。 

 

  国際人文学部国際交流学科 

 入学手続時 10月（秋学期） 合計（年額） 2年次以降年額 

入学金 270,000 0 270,000 － 

授業料 400,000 400,000 800,000 同額 

施設設備費 0 240,000 240,000 300,000 円 

合計 670,000 640,000 1,310,000  

 

③先行事例分析 

国際交流学科は今回の届出で入学定員 120名を 80名に削減するが、これは短期大学から

四年制大学への改組や、既設組織を廃止して新設組織を設置する場合などにはいずれも該

当しない。 

ここでは日本国内で国際交流学科、もしくは国際交流学部という名称を冠する学科・学

部を有している（あるいは有していた）大学のうち 4 大学（聖心女子大学国際交流学科、

フェリス女学院大学国際交流学部国際交流学科、大阪観光大学国際交流学部、東亜大学国

際交流学科）の事例を検討してみたい。 

まず、聖心女子大学は 2018 年に国際交流学科の定員を増やしており、入学定員削減の先

行事例とはいえない。 

フェリス女学院大学国際交流学部国際交流学科は、2025 年 4 月に学生募集を停止した。

これは定員削減に類似する先行事例といえるが、既存の 3 学部を一本化してグローバル教

養学部を設置した結果であり、発展的な学部新設によるものといえよう。 
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一方で、大阪観光大学は 2023 年に国際交流学部を募集停止した。これも定員削減に類似

する先行事例といえる。同大学の公開情報を見ると、同学部の入学定員を既設のより人気

のある観光学部に振り替える措置を取り、募集停止に至っている。同学部は学生の 8 割以

上を外国人留学生が占め、観光学部に入れなかった留学生の受け皿になっていたようであ

る。 

東亜大学国際交流学科は 2016 年に入学定員を 30 名から 40 名に増やしたが、その後、

2024年に 30 名に削減した。さらに 2026年度募集要項によれば、学科名を国際教養学科に

変更申請中とのことである。これも定員削減に類似する先行事例といえる。同大学の 2024

年 11月 1日付けの外国人留学生在籍状況によると、同学科の留学生の在籍者数は 118名と

なっており、大阪観光大学国際交流学科と同様に外国人留学生が学科在籍者の大多数を占

めていることが見て取れる。 

これら 2 大学の事例からは、国際交流という名称を冠する学部・学科のなかには、留学

生が在籍者の大多数を占めるところがあることが分かる。外国人留学生比率についてはそ

れぞれの大学で考え方の相違もあろうが、本学国際交流学科の外国人留学生比率は 2025年

5 月 1 日時点で 15.5％である。学内で適切な規模と形で留学生と日本人学生が交流できる

環境としては、最適でないかと考える。 

 

 ④学生確保に関するアンケート調査 

   今回は、収容定員に係る学則変更の届出（入学定員の 80名への削減）であり、アンケート

調査を実施して詳細な説明をする必要が必ずしもないことから、学生確保に関するアンケー

ト調査は省略した。 

すでに述べたように、本学科の直近 5年間の年平均入学者数が 83.2名であることを考えれ

ば入学定員 80名は充足可能であり、適正規模で充実した学科教育を実施し、その内容を教育

実績として積極的に広報すれば、80名の入学定員の安定的な確保は可能であると考える。 

 

 ⑤人材需要に関するアンケート調査 

   人材需要に関するアンケート調査も、今回が収容定員に係る学則変更の届出であり、アン

ケート調査を実施して詳細な説明をする必要が必ずしもないことから省略した。 

すでに（２）①で述べたように、本学科卒業生の多くが目指す、空港・航空、宿泊業、旅行

関連業界は、コロナ期の不振から回復し、好調なインバウンド需要に支えられて採用活動も

活発である。人材需要の今後の見通しは明るいといえる。また、4年後の成田国際空港の機能

強化を控えて、空港関連業種も積極的に人材確保を図っており、地域的にも人材需要は十分

に見込める。 

全国的に見ても、少子高齢化の進行や団塊世代の大量退職により、若手の大学卒業生の人

材需要は今後も活発であると思われる。また本学科卒業生の就職率が 98％台で推移している

ことも、このような活発な需要を裏付けているといえよう。 
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（４）収容定員を変更する組織の定員 

設定の理由 
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（４）収容定員を変更する組織の定員設定の理由  

先に述べたとおり、本学科の直近 5年間の入学者数（2021年度〜25年度［春入学のみ］）の

合計は 416名であり、年平均で 83.2 名である。これを目安として、入学定員を 120名から削減

して 80名に設定することとした。また、経済などの外部環境が改善してきており、先に述べた

ような様々な教育・広報の取組を実施すれば、近年の入学実績（2023 年度 74名、2024年度 77

名）に若干の上乗せは十分可能であると思われ、この点からも 80名の入学定員の設定には合理

性がある。 

一方で、3年次編入学定員 10名は安定的に充足できているので、変更はしない。 

以上により、国際交流学科の入学定員 80 名に削減し、編入学定員 10 名は変更なしとして、

4年間合計の収容定員を 340 名とすることにした。十分に定員充足が見込まれると考える。 
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2023

2023 98.7

15.8

13.2

9.2

9.2

7.9

7.9
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5.3

5.3

3.9
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資料２ 訪日外国人旅行者数・出国日本人 

数 
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https://www.mlit.go.jp/kankocho/tokei_hakusyo/shutsunyukokushasu.html  
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資料４ 国際交流学科在籍者数・収容定員
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１

大学学部学科等名：城西国際大学経営情報学部総合経営学科（春入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

120人 105人 105人 130人 130人 118人 
延べ人数 志願者数 266人 163人 164人 141人 131人 173人 

受験者数 241人 160人 160人 134人 127人 164人 
合格者数 189人 145人 154人 132人 126人 149人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 21人 17人 15人 13人 16人 16人 

実 人 数 志願者数 266人 163人 164人 141人 131人 173人 
受験者数 241人 160人 160人 134人 127人 164人 
合格者数 189人 145人 154人 132人 126人 149人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 21人 17人 15人 13人 16人 16人 

168人 128人 139人 119人 110人 133人 
135人 150人 150人 150人 150人 147人 

延べ人数 志願者数 240人 252人 175人 146人 107人 184人 
受験者数 234人 251人 174人 145人 107人 182人 
合格者数 219人 244人 174人 144人 107人 178人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 8人 17人 8人 7人 1人 8人 

実 人 数 志願者数 240人 252人 175人 146人 107人 184人 
受験者数 234人 251人 174人 145人 107人 182人 
合格者数 219人 244人 174人 144人 107人 178人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 8人 17人 8人 7人 1人 8人 

211人 227人 166人 137人 106人 169人 
95人 100人 100人 80人 80人 91人 

延べ人数 志願者数 599人 182人 138人 87人 50人 211人 
受験者数 567人 164人 128人 77人 48人 197人 
合格者数 106人 124人 90人 57人 32人 82人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 95人 106人 67人 45人 22人 67人 

実 人 数 志願者数 599人 182人 138人 87人 50人 211人 
受験者数 567人 164人 128人 77人 48人 197人 
合格者数 106人 124人 90人 57人 32人 82人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 95人 106人 67人 45人 22人 67人 

11人 18人 23人 12人 10人 15人 
30人 25人 25人 20人 20人 24人 

延べ人数 志願者数 112人 51人 53人 48人 22人 57人 
受験者数 112人 51人 53人 48人 21人 57人 
合格者数 19人 40人 33人 28人 17人 27人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 18人 34人 31人 28人 15人 25人 

実 人 数 志願者数 112人 51人 53人 48人 22人 57人 
受験者数 112人 51人 53人 48人 21人 57人 
合格者数 19人 40人 33人 28人 17人 27人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 18人 34人 31人 28人 15人 25人 

1人 6人 2人 0人 2人 2人 
10人 10人 20人 20人 20人 16人 

延べ人数 志願者数 27人 23人 32人 83人 52人 43人 
受験者数 25人 19人 29人 70人 44人 37人 
合格者数 21人 18人 22人 41人 31人 27人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 7人 9人 7人 10人 1人 7人 

実 人 数 志願者数 27人 23人 32人 83人 52人 43人 
受験者数 25人 19人 29人 70人 44人 37人 
合格者数 21人 18人 22人 41人 31人 27人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 7人 9人 7人 10人 1人 7人 

14人 9人 15人 31人 30人 20人 
390人 390人 400人 400人 400人 396人 

延べ人数 志願者数 1244人 671人 562人 505人 362人 669人 
受験者数 1179人 645人 544人 474人 347人 638人 
合格者数 554人 571人 473人 402人 313人 463人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 149人 183人 128人 103人 55人 124人 

実 人 数 志願者数 1244人 671人 562人 505人 362人 669人 
受験者数 1179人 645人 544人 474人 347人 638人 
合格者数 554人 571人 473人 402人 313人 463人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 149人 183人 128人 103人 55人 124人 

405人 388人 345人 299人 258人 339人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

390人 390人 400人 400人 400人 396人 

1.04 0.99 0.86 0.75 0.65 0.86

0.73 0.68 0.73 0.74 0.82 0.74

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数

【資料5】既設学科等の入学定員の充足状況（直近5年間）
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－２

大学学部学科等名：城西国際大学経営情報学部総合経営学科（秋入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 2人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 2人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 1人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 2人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 2人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 1人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

1人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 14人 3人 5人 6人 9人 7人 
受験者数 14人 3人 5人 4人 9人 7人 
合格者数 14人 3人 3人 1人 8人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 14人 3人 5人 6人 9人 7人 
受験者数 14人 3人 5人 4人 9人 7人 
合格者数 14人 3人 3人 1人 8人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

14人 2人 3人 1人 8人 6人 
10人 10人 10人 10人 10人 10人 

延べ人数 志願者数 16人 3人 5人 6人 9人 8人 
受験者数 16人 3人 5人 4人 9人 7人 
合格者数 15人 3人 3人 1人 8人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 16人 3人 5人 6人 9人 8人 
受験者数 16人 3人 5人 4人 9人 7人 
合格者数 15人 3人 3人 1人 8人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

15人 2人 3人 1人 8人 6人 

３．入学定員充足率
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

10人 10人 10人 10人 10人 10人 

1.50 0.20 0.30 0.10 0.80 0.58

1.00 0.67 1.00 1.00 1.00 0.93

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－３

大学学部学科等名：城西国際大学国際⼈⽂学部国際⽂化学科（春入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

20人 20人 20人 20人 20人 20人 
延べ人数 志願者数 32人 33人 27人 24人 28人 29人 

受験者数 27人 30人 27人 22人 27人 27人 
合格者数 17人 23人 25人 21人 27人 23人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 6人 4人 1人 7人 4人 

実 人 数 志願者数 32人 33人 27人 24人 28人 29人 
受験者数 27人 30人 27人 22人 27人 27人 
合格者数 17人 23人 25人 21人 27人 23人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 6人 4人 1人 7人 4人 

16人 17人 21人 20人 20人 19人 
30人 30人 30人 30人 30人 30人 

延べ人数 志願者数 74人 56人 48人 36人 17人 46人 
受験者数 74人 52人 47人 36人 17人 45人 
合格者数 68人 51人 47人 36人 17人 44人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 1人 1人 1人 

実 人 数 志願者数 74人 56人 48人 36人 17人 46人 
受験者数 74人 52人 47人 36人 17人 45人 
合格者数 68人 51人 47人 36人 17人 44人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 1人 1人 1人 

68人 50人 47人 35人 16人 43人 
17人 15人 15人 15人 15人 15人 

延べ人数 志願者数 156人 61人 33人 30人 32人 62人 
受験者数 140人 53人 33人 28人 30人 57人 
合格者数 19人 26人 17人 20人 19人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 16人 19人 14人 14人 13人 15人 

実 人 数 志願者数 156人 61人 33人 30人 32人 62人 
受験者数 140人 53人 33人 28人 30人 57人 
合格者数 19人 26人 17人 20人 19人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 16人 19人 14人 14人 13人 15人 

3人 7人 3人 6人 6人 5人 
11人 8人 8人 8人 8人 9人 

延べ人数 志願者数 62人 37人 18人 16人 20人 31人 
受験者数 62人 37人 18人 16人 20人 31人 
合格者数 6人 31人 13人 15人 18人 17人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 26人 12人 14人 17人 15人 

実 人 数 志願者数 62人 37人 18人 16人 20人 31人 
受験者数 62人 37人 18人 16人 20人 31人 
合格者数 6人 31人 13人 15人 18人 17人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 26人 12人 14人 17人 15人 

0人 5人 1人 1人 1人 2人 
0人 5人 5人 5人 5人 4人 

延べ人数 志願者数 6人 2人 6人 14人 14人 8人 
受験者数 6人 1人 6人 11人 11人 7人 
合格者数 1人 1人 6人 10人 9人 5人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 2人 2人 1人 

実 人 数 志願者数 6人 2人 6人 14人 14人 8人 
受験者数 6人 1人 6人 11人 11人 7人 
合格者数 1人 1人 6人 10人 9人 5人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 2人 2人 1人 

1人 1人 5人 8人 7人 4人 
78人 78人 78人 78人 78人 78人 

延べ人数 志願者数 330人 189人 132人 120人 111人 176人 
受験者数 309人 173人 131人 113人 105人 166人 
合格者数 111人 132人 108人 102人 90人 109人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 23人 52人 31人 32人 40人 36人 

実 人 数 志願者数 330人 189人 132人 120人 111人 176人 
受験者数 309人 173人 131人 113人 105人 166人 
合格者数 111人 132人 108人 102人 90人 109人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 23人 52人 31人 32人 40人 36人 

88人 80人 77人 70人 50人 73人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

78人 78人 78人 78人 78人 78人 

1.13 1.03 0.99 0.90 0.64 0.94

0.79 0.61 0.71 0.69 0.56 0.67

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－４

大学学部学科等名：城西国際大学国際⼈⽂学部国際⽂化学科（秋入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 1人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 1人 0人 0人 
2人 2人 2人 2人 2人 2人 

延べ人数 志願者数 1人 0人 1人 1人 0人 1人 
受験者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 0人 1人 1人 0人 1人 
受験者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 1人 1人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 1人 0人 0人 

３．入学定員充足率
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

2人 2人 2人 2人 2人 2人 

0.00 0.00 0.00 0.50 0.00 0.10

#DIV/0! #DIV/0! 0.00 1.00 #DIV/0! #DIV/0!

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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別紙２－５既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：城西国際大学国際⼈⽂学部国際交流学科（春入学）

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況

R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均
25人 25人 25人 25人 25人 25人 

延べ人数 志願者数 34人 25人 27人 17人 15人 24人 
受験者数 29人 24人 27人 17人 15人 22人 
合格者数 26人 21人 27人 17人 15人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 4人 3人 4人 2人 1人 3人 

実 人 数 志願者数 34人 25人 27人 17人 15人 24人 
受験者数 29人 24人 27人 17人 15人 22人 
合格者数 26人 21人 27人 17人 15人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 4人 3人 4人 2人 1人 3人 

22人 18人 23人 15人 14人 18人 
47人 47人 47人 47人 47人 47人 

延べ人数 志願者数 72人 79人 45人 56人 32人 57人 
受験者数 72人 78人 45人 56人 32人 57人 
合格者数 70人 77人 45人 56人 32人 56人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 3人 1人 2人 0人 1人 

実 人 数 志願者数 72人 79人 45人 56人 32人 57人 
受験者数 72人 78人 45人 56人 32人 57人 
合格者数 70人 77人 45人 56人 32人 56人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 3人 1人 2人 0人 1人 

70人 74人 44人 54人 32人 55人 
25人 25人 25人 25人 25人 25人 

延べ人数 志願者数 137人 68人 31人 18人 28人 56人 
受験者数 135人 60人 29人 18人 26人 54人 
合格者数 38人 30人 23人 11人 22人 25人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 27人 25人 21人 9人 20人 20人 

実 人 数 志願者数 137人 68人 31人 18人 28人 56人 
受験者数 135人 60人 29人 18人 26人 54人 
合格者数 38人 30人 23人 11人 22人 25人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 27人 25人 21人 9人 20人 20人 

11人 5人 2人 2人 2人 4人 
13人 13人 13人 13人 13人 13人 

延べ人数 志願者数 46人 26人 22人 13人 18人 25人 
受験者数 46人 26人 22人 13人 18人 25人 
合格者数 16人 18人 17人 11人 16人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 16人 18人 16人 9人 16人 15人 

実 人 数 志願者数 46人 26人 22人 13人 18人 25人 
受験者数 46人 26人 22人 13人 18人 25人 
合格者数 16人 18人 17人 11人 16人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 16人 18人 16人 9人 16人 15人 

0人 0人 1人 2人 0人 1人 
5人 5人 5人 5人 5人 5人 

延べ人数 志願者数 16人 3人 6人 8人 16人 10人 
受験者数 16人 3人 6人 7人 15人 9人 
合格者数 14人 2人 6人 7人 13人 8人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 9人 0人 2人 3人 5人 4人 

実 人 数 志願者数 16人 3人 6人 8人 16人 10人 
受験者数 16人 3人 6人 7人 15人 9人 
合格者数 14人 2人 6人 7人 13人 8人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 9人 0人 2人 3人 5人 4人 

5人 2人 4人 4人 8人 5人 
115人 115人 115人 115人 115人 115人 

延べ人数 志願者数 305人 201人 131人 112人 109人 172人 
受験者数 298人 191人 129人 111人 106人 167人 
合格者数 164人 148人 118人 102人 98人 126人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 56人 49人 44人 25人 42人 43人 

実 人 数 志願者数 305人 201人 131人 112人 109人 172人 
受験者数 298人 191人 129人 111人 106人 167人 
合格者数 164人 148人 118人 102人 98人 126人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 56人 49人 44人 25人 42人 43人 

108人 99人 74人 77人 56人 83人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

115人 115人 115人 115人 115人 115人 

0.94 0.86 0.64 0.67 0.49 0.72

0.66 0.67 0.63 0.75 0.57 0.66

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－６

大学学部学科等名：城西国際大学国際⼈⽂学部国際交流学科（秋入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 -1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 -1人 0人 0人 0人 0人 

0人 1人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
受験者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
合格者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 1人 1人 0人 0人 1人 

実 人 数 志願者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
受験者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
合格者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 1人 1人 0人 0人 1人 

1人 1人 0人 0人 0人 0人 
5人 5人 5人 5人 5人 5人 

延べ人数 志願者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
受験者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
合格者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 1人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
受験者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
合格者数 2人 2人 1人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 1人 0人 0人 0人 

1人 2人 0人 0人 0人 1人 

３．入学定員充足率
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

5人 5人 5人 5人 5人 5人 

0.20 0.40 0.00 0.00 0.00 0.12

0.50 1.00 0.00 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－７

大学学部学科等名：城西国際大学福祉総合学部福祉総合学科（春入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

58人 40人 30人 30人 30人 38人 
延べ人数 志願者数 26人 45人 21人 16人 12人 24人 

受験者数 23人 45人 21人 16人 12人 23人 
合格者数 22人 43人 21人 16人 12人 23人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 22人 1人 1人 0人 5人 

実 人 数 志願者数 26人 45人 21人 16人 12人 24人 
受験者数 23人 45人 21人 16人 12人 23人 
合格者数 22人 43人 21人 16人 12人 23人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 22人 1人 1人 0人 5人 

22人 21人 20人 15人 12人 18人 
43人 55人 65人 65人 65人 59人 

延べ人数 志願者数 48人 43人 22人 8人 20人 28人 
受験者数 46人 42人 22人 8人 20人 28人 
合格者数 46人 42人 22人 8人 20人 28人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 3人 1人 0人 0人 1人 

実 人 数 志願者数 48人 43人 22人 8人 20人 28人 
受験者数 46人 42人 22人 8人 20人 28人 
合格者数 46人 42人 22人 8人 20人 28人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 3人 1人 0人 0人 1人 

43人 39人 21人 8人 20人 26人 
23人 8人 8人 8人 8人 11人 

延べ人数 志願者数 40人 54人 28人 9人 10人 28人 
受験者数 36人 54人 26人 9人 6人 26人 
合格者数 30人 50人 13人 9人 3人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 12人 42人 8人 8人 3人 15人 

実 人 数 志願者数 40人 54人 28人 9人 10人 28人 
受験者数 36人 54人 26人 9人 6人 26人 
合格者数 30人 50人 13人 9人 3人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 12人 42人 8人 8人 3人 15人 

18人 8人 5人 1人 0人 6人 
11人 7人 7人 7人 7人 8人 

延べ人数 志願者数 19人 18人 9人 8人 1人 11人 
受験者数 19人 18人 9人 8人 1人 11人 
合格者数 17人 16人 7人 6人 0人 9人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 16人 14人 7人 6人 0人 9人 

実 人 数 志願者数 19人 18人 9人 8人 1人 11人 
受験者数 19人 18人 9人 8人 1人 11人 
合格者数 17人 16人 7人 6人 0人 9人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 16人 14人 7人 6人 0人 9人 

1人 2人 0人 0人 0人 1人 
0人 10人 10人 10人 10人 8人 

延べ人数 志願者数 30人 8人 3人 9人 8人 12人 
受験者数 29人 8人 3人 8人 6人 11人 
合格者数 29人 6人 3人 8人 5人 10人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 24人 1人 0人 1人 1人 5人 

実 人 数 志願者数 30人 8人 3人 9人 8人 12人 
受験者数 29人 8人 3人 8人 6人 11人 
合格者数 29人 6人 3人 8人 5人 10人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 24人 1人 0人 1人 1人 5人 

5人 5人 3人 7人 4人 5人 
135人 120人 120人 120人 120人 123人 

延べ人数 志願者数 163人 168人 83人 50人 51人 103人 
受験者数 153人 167人 81人 49人 45人 99人 
合格者数 144人 157人 66人 47人 40人 91人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 55人 82人 17人 16人 4人 35人 

実 人 数 志願者数 163人 168人 83人 50人 51人 103人 
受験者数 153人 167人 81人 49人 45人 99人 
合格者数 144人 157人 66人 47人 40人 91人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 55人 82人 17人 16人 4人 35人 

89人 75人 49人 31人 36人 56人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

135人 120人 120人 120人 120人 123人 

0.66 0.63 0.41 0.26 0.30 0.45

0.62 0.48 0.74 0.66 0.90 0.68

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－８

大学学部学科等名：城西国際大学福祉総合学部福祉総合学科（秋入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 -1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 -1人 0人 0人 0人 0人 

0人 1人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
受験者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
合格者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
受験者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
合格者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 

1人 1人 0人 0人 1人 1人 
0人 5人 20人 20人 20人 13人 

延べ人数 志願者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
受験者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
合格者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
受験者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
合格者数 1人 2人 0人 0人 1人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

1人 2人 0人 0人 1人 1人 

３．入学定員充足率
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

0人 5人 20人 20人 20人 13人 

#DIV/0! 0.40 0.00 0.00 0.05 #DIV/0!

1.00 1.00 #DIV/0! #DIV/0! 1.00 #DIV/0!

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－９

大学学部学科等名：城西国際大学福祉総合学部理学療法学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

20人 15人 18人 18人 18人 18人 
延べ人数 志願者数 35人 30人 41人 31人 33人 34人 

受験者数 29人 29人 40人 30人 33人 32人 
合格者数 24人 29人 40人 29人 31人 31人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 10人 12人 4人 7人 7人 

実 人 数 志願者数 35人 30人 41人 31人 33人 34人 
受験者数 29人 29人 40人 30人 33人 32人 
合格者数 24人 29人 40人 29人 31人 31人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 10人 12人 4人 7人 7人 

22人 19人 28人 25人 24人 24人 
30人 40人 40人 40人 40人 38人 

延べ人数 志願者数 41人 29人 34人 55人 51人 42人 
受験者数 39人 29人 33人 55人 49人 41人 
合格者数 39人 29人 33人 54人 49人 41人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 3人 4人 1人 3人 3人 

実 人 数 志願者数 41人 29人 34人 55人 51人 42人 
受験者数 39人 29人 33人 55人 49人 41人 
合格者数 39人 29人 33人 54人 49人 41人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 3人 4人 1人 3人 3人 

37人 26人 29人 53人 46人 38人 
20人 15人 15人 15人 15人 16人 

延べ人数 志願者数 94人 84人 35人 58人 38人 62人 
受験者数 90人 70人 33人 52人 28人 55人 
合格者数 63人 50人 13人 18人 17人 32人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 43人 41人 9人 14人 10人 23人 

実 人 数 志願者数 94人 84人 35人 58人 38人 62人 
受験者数 90人 70人 33人 52人 28人 55人 
合格者数 63人 50人 13人 18人 17人 32人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 43人 41人 9人 14人 10人 23人 

20人 9人 4人 4人 7人 9人 
10人 8人 5人 5人 5人 7人 

延べ人数 志願者数 41人 31人 21人 15人 15人 25人 
受験者数 41人 31人 21人 15人 15人 25人 
合格者数 23人 28人 16人 5人 7人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 22人 27人 14人 4人 6人 15人 

実 人 数 志願者数 41人 31人 21人 15人 15人 25人 
受験者数 41人 31人 21人 15人 15人 25人 
合格者数 23人 28人 16人 5人 7人 16人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 22人 27人 14人 4人 6人 15人 

1人 1人 2人 1人 1人 1人 
0人 2人 2人 2人 2人 2人 

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
80人 80人 80人 80人 80人 80人 

延べ人数 志願者数 211人 174人 131人 159人 137人 162人 
受験者数 199人 159人 127人 152人 125人 152人 
合格者数 149人 136人 102人 106人 104人 119人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 69人 81人 39人 23人 26人 48人 

実 人 数 志願者数 211人 174人 131人 159人 137人 162人 
受験者数 199人 159人 127人 152人 125人 152人 
合格者数 149人 136人 102人 106人 104人 119人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 69人 81人 39人 23人 26人 48人 

80人 55人 63人 83人 78人 72人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

80人 80人 80人 80人 80人 80人 

1.00 0.69 0.79 1.04 0.98 0.90

0.54 0.40 0.62 0.78 0.75 0.62

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－1０

大学学部学科等名：城西国際大学薬学部医療薬学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

22人 22人 20人 20人 20人 21人 
延べ人数 志願者数 38人 24人 23人 13人 19人 23人 

受験者数 28人 24人 22人 10人 19人 21人 
合格者数 28人 21人 21人 10人 16人 19人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 12人 5人 7人 6人 7人 7人 

実 人 数 志願者数 38人 24人 23人 13人 19人 23人 
受験者数 28人 24人 22人 10人 19人 21人 
合格者数 28人 21人 21人 10人 16人 19人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 12人 5人 7人 6人 7人 7人 

16人 16人 14人 4人 9人 12人 
35人 35人 25人 25人 25人 29人 

延べ人数 志願者数 16人 15人 14人 10人 18人 15人 
受験者数 16人 15人 14人 10人 18人 15人 
合格者数 16人 15人 14人 10人 18人 15人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 2人 0人 1人 1人 1人 

実 人 数 志願者数 16人 15人 14人 10人 18人 15人 
受験者数 16人 15人 14人 10人 18人 15人 
合格者数 16人 15人 14人 10人 18人 15人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 2人 0人 1人 1人 1人 

15人 13人 14人 9人 17人 14人 
55人 50人 45人 45人 45人 48人 

延べ人数 志願者数 130人 83人 55人 43人 29人 68人 
受験者数 121人 73人 49人 37人 22人 60人 
合格者数 119人 67人 48人 35人 18人 57人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 74人 46人 34人 22人 12人 38人 

実 人 数 志願者数 130人 83人 55人 43人 29人 68人 
受験者数 121人 73人 49人 37人 22人 60人 
合格者数 119人 67人 48人 35人 18人 57人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 74人 46人 34人 22人 12人 38人 

45人 21人 14人 13人 6人 20人 
18人 18人 15人 15人 15人 16人 

延べ人数 志願者数 95人 65人 34人 32人 30人 51人 
受験者数 95人 65人 34人 32人 29人 51人 
合格者数 83人 57人 33人 23人 20人 43人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 81人 50人 25人 20人 18人 39人 

実 人 数 志願者数 95人 65人 34人 32人 30人 51人 
受験者数 95人 65人 34人 32人 29人 51人 
合格者数 83人 57人 33人 23人 20人 43人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 81人 50人 25人 20人 18人 39人 

2人 7人 8人 3人 2人 4人 
0人 5人 5人 5人 5人 4人 

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 2人 1人 1人 
受験者数 0人 0人 0人 1人 1人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 1人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 2人 1人 1人 
受験者数 0人 0人 0人 1人 1人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 1人 1人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 1人 1人 0人 
130人 130人 110人 110人 110人 118人 

延べ人数 志願者数 279人 187人 126人 100人 97人 158人 
受験者数 260人 177人 119人 90人 89人 147人 
合格者数 246人 160人 116人 79人 73人 135人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 168人 103人 66人 49人 38人 85人 

実 人 数 志願者数 279人 187人 126人 100人 97人 158人 
受験者数 260人 177人 119人 90人 89人 147人 
合格者数 246人 160人 116人 79人 73人 135人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 168人 103人 66人 49人 38人 85人 

78人 57人 50人 30人 35人 50人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

130人 130人 110人 110人 110人 118人 

0.60 0.44 0.45 0.27 0.32 0.42

0.32 0.36 0.43 0.38 0.48 0.39

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１１

大学学部学科等名：城西国際大学メディア学部メディア情報学科（春入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

100人 100人 100人 100人 100人 100人 
延べ人数 志願者数 321人 297人 264人 229人 197人 262人 

受験者数 304人 283人 250人 223人 191人 250人 
合格者数 75人 88人 105人 93人 104人 93人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 15人 21人 16人 8人 13人 

実 人 数 志願者数 321人 297人 264人 229人 197人 262人 
受験者数 304人 283人 250人 223人 191人 250人 
合格者数 75人 88人 105人 93人 104人 93人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 6人 15人 21人 16人 8人 13人 

69人 73人 84人 77人 96人 80人 
145人 145人 145人 145人 145人 145人 

延べ人数 志願者数 331人 342人 314人 236人 195人 284人 
受験者数 325人 341人 311人 236人 194人 281人 
合格者数 240人 263人 246人 219人 185人 231人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 4人 2人 1人 8人 10人 5人 

実 人 数 志願者数 331人 342人 314人 236人 195人 284人 
受験者数 325人 341人 311人 236人 194人 281人 
合格者数 240人 263人 246人 219人 185人 231人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 4人 2人 1人 8人 10人 5人 

236人 261人 245人 211人 175人 226人 
75人 75人 75人 75人 75人 75人 

延べ人数 志願者数 839人 639人 428人 248人 228人 476人 
受験者数 819人 604人 408人 234人 198人 453人 
合格者数 160人 132人 121人 128人 116人 131人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 108人 96人 89人 87人 81人 92人 

実 人 数 志願者数 839人 639人 428人 248人 228人 476人 
受験者数 819人 604人 408人 234人 198人 453人 
合格者数 160人 132人 121人 128人 116人 131人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 108人 96人 89人 87人 81人 92人 

52人 36人 32人 41人 35人 39人 
25人 25人 25人 25人 25人 25人 

延べ人数 志願者数 181人 191人 100人 94人 85人 130人 
受験者数 181人 191人 99人 94人 84人 130人 
合格者数 29人 28人 29人 39人 44人 34人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 24人 25人 24人 35人 36人 29人 

実 人 数 志願者数 181人 191人 100人 94人 85人 130人 
受験者数 181人 191人 99人 94人 84人 130人 
合格者数 29人 28人 29人 39人 44人 34人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 24人 25人 24人 35人 36人 29人 

5人 3人 5人 4人 8人 5人 
8人 8人 18人 18人 18人 14人 

延べ人数 志願者数 29人 15人 17人 55人 40人 31人 
受験者数 29人 14人 16人 49人 34人 28人 
合格者数 23人 12人 15人 44人 29人 25人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 15人 2人 2人 10人 7人 7人 

実 人 数 志願者数 29人 15人 17人 55人 40人 31人 
受験者数 29人 14人 16人 49人 34人 28人 
合格者数 23人 12人 15人 44人 29人 25人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 15人 2人 2人 10人 7人 7人 

8人 10人 13人 34人 22人 17人 
353人 353人 363人 363人 363人 359人 

延べ人数 志願者数 1701人 1484人 1123人 862人 745人 1183人 
受験者数 1658人 1433人 1084人 836人 701人 1142人 
合格者数 527人 523人 516人 523人 478人 513人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 157人 140人 137人 156人 142人 146人 

実 人 数 志願者数 1701人 1484人 1123人 862人 745人 1183人 
受験者数 1658人 1433人 1084人 836人 701人 1142人 
合格者数 527人 523人 516人 523人 478人 513人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 157人 140人 137人 156人 142人 146人 

370人 383人 379人 367人 336人 367人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

353人 353人 363人 363人 363人 359人 

1.05 1.08 1.04 1.01 0.93 1.02

0.70 0.73 0.73 0.70 0.70 0.71

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１２

大学学部学科等名：城西国際大学メディア学部メディア情報学科（秋入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 6人 0人 3人 4人 5人 4人 
受験者数 6人 0人 3人 4人 5人 4人 
合格者数 6人 0人 3人 3人 4人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 6人 0人 3人 4人 5人 4人 
受験者数 6人 0人 3人 4人 5人 4人 
合格者数 6人 0人 3人 3人 4人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

6人 0人 3人 3人 4人 3人 
10人 7人 7人 7人 7人 8人 

延べ人数 志願者数 6人 1人 3人 4人 5人 4人 
受験者数 6人 1人 3人 4人 5人 4人 
合格者数 6人 0人 3人 3人 4人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 6人 1人 3人 4人 5人 4人 
受験者数 6人 1人 3人 4人 5人 4人 
合格者数 6人 0人 3人 3人 4人 3人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

6人 0人 3人 3人 4人 3人 

３．入学定員充足率
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

10人 7人 7人 7人 7人 8人 

0.60 0.00 0.43 0.43 0.57 0.41

1.00 #DIV/0! 1.00 1.00 1.00 #DIV/0!

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１３

大学学部学科等名：城西国際大学観光学部観光学科（春入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

20人 20人 20人 20人 20人 20人 
延べ人数 志願者数 16人 60人 18人 11人 18人 25人 

受験者数 15人 60人 18人 11人 18人 24人 
合格者数 13人 60人 18人 11人 18人 24人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 46人 5人 2人 2人 12人 

実 人 数 志願者数 16人 60人 18人 11人 18人 25人 
受験者数 15人 60人 18人 11人 18人 24人 
合格者数 13人 60人 18人 11人 18人 24人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 46人 5人 2人 2人 12人 

10人 14人 13人 9人 16人 12人 
30人 40人 40人 40人 40人 38人 

延べ人数 志願者数 26人 79人 33人 32人 34人 41人 
受験者数 25人 79人 31人 32人 34人 40人 
合格者数 25人 79人 31人 32人 34人 40人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 34人 0人 0人 0人 7人 

実 人 数 志願者数 26人 79人 33人 32人 34人 41人 
受験者数 25人 79人 31人 32人 34人 40人 
合格者数 25人 79人 31人 32人 34人 40人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 34人 0人 0人 0人 7人 

24人 45人 31人 32人 34人 33人 
10人 10人 10人 10人 5人 9人 

延べ人数 志願者数 94人 168人 40人 13人 10人 65人 
受験者数 92人 166人 32人 11人 10人 62人 
合格者数 77人 153人 27人 10人 6人 55人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 45人 140人 20人 8人 6人 44人 

実 人 数 志願者数 94人 168人 40人 13人 10人 65人 
受験者数 92人 166人 32人 11人 10人 62人 
合格者数 77人 153人 27人 10人 6人 55人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 45人 140人 20人 8人 6人 44人 

32人 13人 7人 2人 0人 11人 
10人 10人 10人 10人 5人 9人 

延べ人数 志願者数 53人 54人 34人 15人 18人 35人 
受験者数 53人 54人 34人 15人 18人 35人 
合格者数 48人 47人 24人 13人 16人 30人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 43人 45人 23人 13人 16人 28人 

実 人 数 志願者数 53人 54人 34人 15人 18人 35人 
受験者数 53人 54人 34人 15人 18人 35人 
合格者数 48人 47人 24人 13人 16人 30人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 43人 45人 23人 13人 16人 28人 

5人 2人 1人 0人 0人 2人 
10人 20人 20人 20人 20人 18人 

延べ人数 志願者数 42人 14人 11人 36人 34人 27人 
受験者数 41人 12人 8人 24人 24人 22人 
合格者数 40人 12人 8人 24人 23人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 33人 3人 1人 7人 8人 10人 

実 人 数 志願者数 42人 14人 11人 36人 34人 27人 
受験者数 41人 12人 8人 24人 24人 22人 
合格者数 40人 12人 8人 24人 23人 21人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 33人 3人 1人 7人 8人 10人 

7人 9人 7人 17人 15人 11人 
80人 100人 100人 100人 90人 94人 

延べ人数 志願者数 231人 375人 136人 107人 114人 193人 
受験者数 226人 371人 123人 93人 104人 183人 
合格者数 203人 351人 108人 90人 97人 170人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 125人 268人 49人 30人 32人 101人 

実 人 数 志願者数 231人 375人 136人 107人 114人 193人 
受験者数 226人 371人 123人 93人 104人 183人 
合格者数 203人 351人 108人 90人 97人 170人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 125人 268人 49人 30人 32人 101人 

78人 83人 59人 60人 65人 69人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

80人 100人 100人 100人 90人 94人 

0.98 0.83 0.59 0.60 0.72 0.74

0.38 0.24 0.55 0.67 0.67 0.50

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１４

大学学部学科等名：城西国際大学観光学部観光学科（秋入学）
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
- - - - - #DIV/0!

延べ人数 志願者数 11人 5人 3人 5人 4人 6人 
受験者数 11人 5人 3人 4人 4人 5人 
合格者数 9人 4人 3人 4人 4人 5人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 0人 0人 0人 0人 1人 

実 人 数 志願者数 11人 5人 3人 5人 4人 6人 
受験者数 11人 5人 3人 4人 4人 5人 
合格者数 9人 4人 3人 4人 4人 5人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 0人 0人 0人 0人 1人 

6人 4人 3人 4人 4人 4人 
20人 20人 0人 0人 0人 8人 

延べ人数 志願者数 11人 5人 3人 5人 4人 6人 
受験者数 11人 5人 3人 4人 4人 5人 
合格者数 9人 4人 3人 4人 4人 5人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 0人 0人 0人 0人 1人 

実 人 数 志願者数 11人 5人 3人 5人 4人 6人 
受験者数 11人 5人 3人 4人 4人 5人 
合格者数 9人 4人 3人 4人 4人 5人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 0人 0人 0人 0人 1人 

6人 4人 3人 4人 4人 4人 

３．入学定員充足率
R２年度入学者 R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 平　　均

20人 20人 0人 0人 0人 8人 

0.30 0.20 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

0.67 1.00 1.00 1.00 1.00 0.93

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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型
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入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１５

大学学部学科等名：城西国際大学看護学部看護学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

23人 21人 21人 21人 21人 21人 
延べ人数 志願者数 128人 96人 99人 95人 52人 94人 

受験者数 122人 89人 97人 94人 51人 91人 
合格者数 36人 43人 53人 54人 44人 46人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 8人 11人 14人 11人 4人 10人 

実 人 数 志願者数 128人 96人 99人 95人 52人 94人 
受験者数 122人 89人 97人 94人 51人 91人 
合格者数 36人 43人 53人 54人 44人 46人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 8人 11人 14人 11人 4人 10人 

28人 32人 39人 43人 40人 36人 
50人 50人 50人 50人 50人 50人 

延べ人数 志願者数 116人 87人 56人 51人 30人 68人 
受験者数 108人 76人 56人 51人 28人 64人 
合格者数 70人 58人 47人 46人 27人 50人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 3人 2人 5人 3人 3人 

実 人 数 志願者数 116人 87人 56人 51人 30人 68人 
受験者数 108人 76人 56人 51人 28人 64人 
合格者数 70人 58人 47人 46人 27人 50人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 3人 2人 5人 3人 3人 

67人 55人 45人 41人 24人 46人 
20人 20人 20人 20人 20人 20人 

延べ人数 志願者数 156人 87人 92人 73人 63人 94人 
受験者数 149人 79人 83人 72人 60人 89人 
合格者数 30人 63人 59人 58人 54人 53人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 21人 39人 36人 41人 34人 34人 

実 人 数 志願者数 156人 87人 92人 73人 63人 94人 
受験者数 149人 79人 83人 72人 60人 89人 
合格者数 30人 63人 59人 58人 54人 53人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 21人 39人 36人 41人 34人 34人 

9人 24人 23人 17人 20人 19人 
7人 7人 7人 7人 7人 7人 

延べ人数 志願者数 58人 30人 32人 42人 29人 38人 
受験者数 56人 30人 31人 42人 29人 38人 
合格者数 17人 8人 19人 31人 25人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 17人 8人 15人 28人 25人 19人 

実 人 数 志願者数 58人 30人 32人 42人 29人 38人 
受験者数 56人 30人 31人 42人 29人 38人 
合格者数 17人 8人 19人 31人 25人 20人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 17人 8人 15人 28人 25人 19人 

0人 0人 4人 3人 0人 1人 
0人 2人 2人 2人 2人 2人 

延べ人数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
受験者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

0人 0人 0人 0人 0人 0人 
100人 100人 100人 100人 100人 100人 

延べ人数 志願者数 458人 300人 279人 261人 174人 294人 
受験者数 435人 274人 267人 259人 168人 281人 
合格者数 153人 172人 178人 189人 150人 168人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 49人 61人 67人 85人 66人 66人 

実 人 数 志願者数 458人 300人 279人 261人 174人 294人 
受験者数 435人 274人 267人 259人 168人 281人 
合格者数 153人 172人 178人 189人 150人 168人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 49人 61人 67人 85人 66人 66人 

104人 111人 111人 104人 84人 103人 

３．入学定員充足率
R３年度入学者 R４年度入学者 R５年度入学者 R６年度入学者 R７年度入学者 平　　均

100人 100人 100人 100人 100人 100人 

1.04 1.11 1.11 1.04 0.84 1.03

0.68 0.65 0.62 0.55 0.56 0.61

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数

－学生確保（資料）－25－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 国際交流学科編入学数 
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資料７ 既設学科等の学生募集のための 

ＰＲ活動の過去の実績 
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資料８ 競合大学における入学志願状況等

（直近３年間） 
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学長の氏名等



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長
ｸﾗﾊﾞﾔｼ　ﾏｻﾄ
倉林　眞砂斗

＜令和６年４月＞

修士
(文学)

城西国際大学学長
（令和６年４月～令和８年３月）

現　職
（就任年月）

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本産業規格Ａ４横型）

教 員 名 簿

学 長 又 は 校 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）

－教員名簿－1－
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